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私 だ ちの まわ り に は 、「 マ イコ ン 内 蔵 」 や 「 コ ン ピ ュ ユー ター 制御 」 と 書か れ だ 車 や 冷蔵 庫 、 
クー ラー、 上 果て は 炊飯 器 な どの 商品 が あめ ふれ て いま す 。 で も 、 そ れ ら の 商品 の 中 で コン ピュ 
ー タ ー が どん な 働き を を し て いる の ガ 、 マ イコ ン つ て いつ だ たい 何 な の か 、 わ か る は ず も あり ま 
せん 。 

ファ ミコ ン も 、 発 売 当初 は そう で し た 。 カ セッ ト を 入れ て 、 電 源 を 入れ る 。 コ ンピュータ 
ー の こと な ん か わか ら な こく て も 、 お も し ろ い ゲー ム が 楽し め る 、 ゲ ー ム マシ ン で し か あり ま 
せん で し だ 。 と ころ が 、GAME _ BASIC カセ ツ ト と キー ボー ド が 発売 され だ こと で 、 フ ァ ミ 
コン は 単なる ゲー ム マ シン か ら 、 本 当 の 意味 で の ファ ミリ ー・ コ ン ピ ュ ユー ター へ と 大 変身 レ 
だ の で す 。 " 

すべ て の 仕事 を コン ピュ ユー ター に 任せ て し まつ て 、 人 間 に は コン ピュ ユー ター が 何 を し て い 
る かわ か ら な い 社 会 に し て は いけ ませ ん 。 人 間 が 何 ひ を 考え 、 作 り 出 す 時 、 そ の 手助け を コ 
ンピュータ マー が し て これ る 。 人 間 と コン ピュ ー タ ー の 「『「 正 し い 」 つき合い 方 は 、 い つも 人 間 
が コン ピュ ー マ ター を 使い こなす こと に ある と 思い ます 。 

ご の GAME BASIC は 、 コ ン ピ ュ ユー ター を 使い こなす だ め の 言 語 と し て は 、 非 常に わか り の 
や すぐ 、 そ し て コン パフ クト に ま と ま つ だ も の で す 。 コ ンピュータ マー は 初め て 、 と いう 人 に も 、 
そし て コン ピュ ユー マー は 持つ て いる けど 使い こなせ な ガ つ だ 人 に も 、 入 門 用 と し て は 最適 の 
も の と な る で し よう 。 








こと に ガ が ぐ 、 ご この 本 を 開い て 、 最 初 の ペー ジ か ら 順 
番 に 読ん で 下さ い 。 キ ー ボ ー ド の キー を 押し て 、 と 
書い て あつ だ ら 押 し て 下さ い 。 何 の 予 備 知識 も いり の 
ませ ん 。 最後 の バ ペー ジ ま で 読み 終わ つ だ 時 、 あ な だ 
は 、 い つの 間 に か 1 本 の ゲー ム を 作 つ て し まい ます 。 
そし て 、 コンピュ ー ダ どぶ は 。 ペー シッ で は 合 ガ 、 
な ん こと な ぐ くわ が る よう に な り ま す 。 そ れ が 「 ホ ツ プ 」 編 で す 。 

ホ ツ ブ 編 」 で 学ん だ バラ バラ の 知識 が ザ 、 そ れ ぞ れ 、GAME BASIC で ご うい う 位 置 に あ 
り 、 コ ン ビ ピ ユー タ ヤー と は 何 か を 系 統 立 つて 説明 する の が ガ 「 ス テッ プ 」 編 で す 。 

「 ジ ヤン プ 」 編 で は 、 こ れ ま で 得 だ 知識 を 、 ど の よう に 使っ つて 、 よ り 高 度 な も の に チャ レン 
ジレ て 行 ぐ ガ を 説明 し て いま す 。 そ し て 、 フ ァ ミ コン か ら パ ソコ ン へ の 橋渡し も つと め ま す 。 

小学 生か ら 大 人 の 方 まで 、 ベ ー シ ッ の 入門 書 と し て は 今 ま で に な い 、 最 初 の ペー ジ か ら 
順番 に 読ん で 行く だ け で 理解 し て い を だ ける も の と する よう に 、 こ の よう な お 三 部 編 と いう 構 
成 に な り ま し た 。 単に フラ ミコ ン の ファ ミリ ー ベ ー シ ッ ク だ け で な こく 、 パ ソコ ン の ベー シッ ツ 
プ に つい て も いろ いろ な 所 で 触れ て いま す の で 、 い つか あな だ が パソ コン を 手 に し だ 時 に も 
お 役に立つ と 信じ て いま す 。 
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條 戦 指 届 002 
BASIC で の 計算 は 


009=1 ダイ レク トモ ー ド っ て 何 ? 48 


S 1 イレ クト ・ モ ー ド と プロ グラ ム ・ モ ー ド $@ 変数 こと 計 算 の 記号 
SS 文字 変数 S4 変数 名 は ご ん な も の 5 演算 子  S@ CHR や と ASC、 


文字 関数 $SZ プロ グラ ム の 書き 万 S8 ファ ンク ショ ン キ ー 
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00 有 = エラ ー/ エ ラー/ エ ラー/ 23 
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0090=9 移動 は どう する ⑦ 91 


0090=9 攻撃 開始 / 97 
00⑩= ぬ 4 とれ で ゲー ム は 完成 だ 1o1 
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接続 か ら 
は じ め よ う 


君 の ファ ミコ ン と テレ ビ は も う 接 続き れ て いる だ ろう か 。 も し つなが っ て いた ら 、 た だ ち も 
に 作戦 指令 001 を 実行 し て ほし い 。 

新しく 接続 する 君 、 で きた ら 自 分 の 手 で や っ て みた いね 。 接続 法 は 、 フ ァ ミ ュ ン 本 体 に 付 
い 〒 ら る 「 取 扱 説明 書 」 に くわ し くく 書い て ある 。 テ レビ と アン テ ナ を 結ぶ ユー ド (ケー ブル ) 
が 、 ど ん な 形 を し て いる か に よっ て 、 接 続 は 違う か ら 、 よ てく 確かめ よう ね 。 

テレ ビ と の 接続 の し か だ は 、 図 1 か ら 図 生ま て の 方 法 が ある け と 、 図 の 2 一 1 の よう な 場合 
は 、 ケ ー ブ ル を 一 度 切断 し て 記 を 出し て 、 フ ァ ミ コン の RE-SWITCH に 接続 し て 、 RE- 
SWITCH か ら テ レビ へ の ケー ブル の 先 に は 、 コ ネクター を 付け な けれ ば な ら な い (だ た いて 
い の 電 機 属さ ん に 売っ て いる )。 芯 の 出し 方 は 、 や は り 取扱 説明 書 の 17 ペ ー ジ に の っ て いる 。 
巡 に キー ボー ド か ら 出 て いる コー ド を ファ ミコ ン 本 体 前面 に ある 差し こみ (エク スパ ン 
ド ・ コ ネクター) に 入れ て 、 本 体 上 面 の カモ ッ ト 差 し こみ 日 に ペー シッ ク カ セッ ト を 入れ れ 
ば 、 準 備 OK ! 
これ で いよ いよ ベー シッ ク ・ ワ ー ル ド へ の 旅立ち が 始ま る ぞ 。 
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$ テ ァ ミリ サリー ベ ペー シッ ク ホップ 
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立つ ぞ く 


すべ て の 接 読 は うま くど いっ だ が だ フク ファミ ター・ ペ ベ ペー シック の カ 


で ん げん 
セッ ト を セッ ト し たら 6 ら 、 い よい よ 電 源 オ ン ! 


ビッ ポッ プッ と いう 電子 音 と いっ し ょ に 、 コ ユ コンピュー ター らし い 画 
面 が チレ ビ 上 に 見 える は す だ 。 (写真 1)。 も し も 、 何 も うつ っ て い 


な いと いう 人 が いた だ ら 残 念 。 も う 一 度 、 接 続 の や り 方 を よく 見 て 、 
や り 直 すこ と 。 電源 は コン セン ト に ちゃ ん と 入っ て る か な 。 








さて 、 こ の ォ ー プ ニン グ 画 面 、 だ まっ て 見 て いて も 何 $ は じ ま 
な い 。 価 で も いい か ら 、 キ ー ボ ー ド に さわ っ て みよ う 。 
し 2 近 ミリ ュー ラン 締 ま の 導 ww 喧 先 ポキ ウ サテ カイ 











PO 11 は すす は 








RETURN キー 


な かす とし 。 オキ ルレ テ ゲル ゲ チ 
イ 」 と 上 の 画面 に 表示 きれ て 、 下 の 画面 の 左 が わ に 、 自 い 四 角 い も 
の が つい ただ り 消 を た だ たり し て いる (写真 2 )。 

こ の 四角 いも の は カー ソル と 言っ て 、 君 が 何 か を 入力 (キー ボ 
ド を 使っ て コン ピュ ー タ ー( に 命令 し た り 、 答 えた りす る こと ) を する 
時 に は 必ず 出 て くる 大 事 な し る し な ん だ 。 こ の カー ソル に は 、 四 角 


形 外 に 、 








2 ク 2 2cdccc の 2222229205y の 222222920 
ソラ ーー ンー ンー 
2 の 22 


moco スス スク クタ 


ro くく タン 
2222222 





る て 、 こ の まま 何 も し な いで い る と 、 コ ンピュータ ー 君 は 、「 ジ 
ギレ デス サ ョ ウナ ラ 」 と 作業 を 中 止 し て 、 ま た 一 番 最初 の 画 
面 に も どっ て し まう 。 こ の コンピ ュー ター 君 は 、 も ちょ っ と 気 が 短 い 
和 は 著作 半 電 較 に モン レ ュー ケー に 
送り 込む こと ) する ん だ けど 、 キ ー ポ ー ド の 使い 方 が な わからない 
は 、RETURN (リタ ー ン ) キー ( 図 1①) だ け 押 し て も OK だ 。 

ー ボ ー ド を 使っ て 自分 の 名 前 を 入力 する と 、 コ ンピュータ ー と 


001 ー ボ ポー ド を 使い こ な そ う 9 





RETURN キー 





1 3 すま する. 





(①) 


話し が で きる か ら 気 分 が いい ヅ 。 名 前 は 18 文 字 ま で 打ち 込め る 。 名 
前 を 打ち こん だ ら 、 を の あと に 必ず RETURN キー を 押す こ な 


この RETURN キ ー は 、 一 つの 答え や 、 ー つ っ の 命令 が 終わ し まし 
た 、 と いう 意味 で 、 こ れ か ら プ ログ ラム を 作る 時 に は 必ず 使う 大 事 
な キー な の だ 。 名 前 を 入力 し て も 、 こ の キー を 押さ る な いと 、 コ ユ コンビ 

ュー ター は その 名 前 を 受け 入れ て くれ な い 。 キー ボー ド か ら 人 入力 し 
た 文字 は 、 一 度 テ レビ 画面 に 置い と いて 、 RETURN キ ー を 押す と 、 
コン ピュ ー タ ー の 中 へ 送り こま れる 、 と 考え る と いい 。 名 前 を 入れ 
ず に 、RETURN キ ー だ け を 押す と 、「 名 前 は な いよ 」 と いう 意味 に な 
ら わ ササ だ 。 

名 前 を 入力 する (また は 、RETURN キー だ け を 押す ) と 画面 に 
は 、「“GAME BASIC" = ニ シマ スカ ? 」 と 表示 る れる (写真 3 )。 る 
し て 、 な な じみ いみ ー ツル が 点滅 し て いる 。 と 同時 に 、 今 まで 何 も 
書か れ な か っ た 一 番 下 の 四 つ の 窓 に 字 が あら われ る 。 左 か ら 、「F 
1 」、「F2」「FE3」、「F 4 」 と 書か れ だ た 下 の 窓 だ 。 

F1 つつ ハイ 

F2 つ イイ エ 

F3 っ コン ニチ ハ 

F4 一 オ ワ リ | 

カン の いい 君 は わか っ た か な 。「F1」 か ら 「E を 」 は 、 キ ー ボ ー ド 
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じ の 上 段 に 8 つ な ら 5 ん だ 「F1」 か ら 6「EFE8」 ま で の キー の うち 、 左 
TTY の 4 つの こと な ん だ ( 図 1 一 ②)。 
ファ ンク ショ ン ・ キ ー この 8 つの キー を ファ ンク ショ ン ・ キ ー と 言っ て 、!F1」 は 「 フ 
ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー・No.1 」 の 略語 だ 。 だ た の し に 、!「F | 、 えー を 提 
し て みよ う 。 今 まで カー ソル が 点滅 し て いた 所 に 、「 ハ イ 」 と 表示 る 
れ て 、 カ ー ソ ツル は 、 そ の 次 の 所 に 移動 し て 、 点 減 し て いる 。 

この ファ ンク ショ ン ・ キ ー は 、1 つの キー を 押せ ば 、 い くつ も の 
キー を 押し た の と 同じ 働き が で きる の だ 。 た と えば 、「F 3 」 キ ー を 
1 回 押す だ け で 、 で ポー ド の 和信 滞 生ま 、! コ 」、 リン 「 ニ 」、 
の お と 順番 に 1 回 ずつ 押し た の と 同じ 働き を し て くれ る 。 
この 場面 で は コン ピュ ー タ ー ー が 自動 的 に 「F 1 」 は 「 ハ イ 」 と いう よ 
う に 決め て くれ て いる けれ ど 、 ゲ ー ム ・ ベ ー シ ッ ク で は 、 君 が どの 
ファ ンク ショ ン ・ キ ー に 、 ど ん な こと ば を 入れ る か を 自分 で 決め る 
こと が で きる 便利 な 機能 を 持っ て いる ん だ 。 





て 、 次 の ペ ュ ジ を 見 で みよ う 。 その デー ム ・ ペ ベーシック Ver.2 
に は 、 計 算 や 伝言 板 な ど 、 い ぃ いろんな こと が で きる よう に な っ て いる 。 
0 0 1 キー ボー ド を 使い こ な そ う 11 











人 8 図 2 画面 の 移り 方 


/ 則 J 友 - っ ま = 中 2 
タ ボー トド トニ 
アーレ 物 / 且 / 





は じ め に 、「GAME BASIC ニシ マス カ 」 と 表示 され る 。 「 イ イ 
エ 」 と 答え る と 、 図 の よう に 右 ま わり に 次 々 と その 仕事 を し ます か 、 
と 問い て くる 。 そ と で 。 の と 答え る と 、 その 仕事 の 画面 に 移っ 
て ぃ く 。「GAME BASIC」 以外 は 、 その 仕事 を 終わ り た い 時 に ESC 
(エス ケー プ ) キー を 電 す と 。 矢印 の 流れ に そっ て 、 次 の 仕事 の 画 
面 に 移る よう に な っ て いる 。 ま た 、 ど の 画面 か ら で も 、「F 3 」 ニ ' コ 
ン ニ チワ 」 キ ー を 押す と 、 コ ンピュータ ー が 占い を し て くれ る 。 
占い か ら も と の 画面 に も どる に は 、「 も う 一 度 や り ま すか 」 と いう 問 
いか け に 「F 2」 ニ = ニ 「 イ イエ 」 と 答え れ ば よい 。 

TEF1」 か ら 「F 4」 ま で の キー を 押し て 、 文 字 が テレ ビ 画 面 に 表 
示 き れ た だら 6、 光 に その 文字 コンピ ュー ター に 送り こむ だ め の 
RETURN キー を 押す こと を 忘れ な いこ と 。 
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「F 3」 キ ー を 押し て 、 つ まり コン ピュ ー タ ー に 「 コ ン ニ チワ 」 と 
あい る つ を する と 、「 私 は 占い が で きま す 。 占い まし ょ うか 」 と 言っ 


て くれ る (写真 4 )。「F 1 」 キ ー を 押し て 、 画 面 に 「 ハ イ 」 と 表示 
る され だ た あと 、RETURN キー を 押す と 占い が 始ま る 。 
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2222 2 
5 フラ 





ィ ィ ノー CPZTT3 ーー 
| セイ ネン わっ ピラ イレ テク ダサ イ 





@ 写 真 5 


「 セ イネ ン ガ ッ ピ ハ 」 と 聞い て くる の で (写真 5 )、 君 は 占い た い 
人 の 生年 月 日 を 入力 すれ ば よい 。 た と えば 、 君 が 、 昭 和 48 年 5 月 5 
日 生ま れ も だ と し た だ ちら 、 

の おれ た 」 

と 押し た あと 、RETURN キー を 押せ ば 、 君 の 生年 月 日 が 送り こま れ 

る 。 TV の 画面 で '「S48 プ 5/5 」 と な る わけ だ 。 


0 0 1 キー ボー ド を 使い こ な そ う 13 








5g ミ ミミ K5K ミ 5 ミミ & ミ &ERBSR8uu5S5S5S5 ミ ミミ EEERup ゥ 5K ミ トミ ミミ SSB& に <ck11ttststs 


「S」 は 「 昭 和 」 の 略 だ か ら 、 も し 大 正 生 れ の 人 な ら 「 芽 」、 明 治 
生ま れる お じい さん な ら 「M」 と な る わけ だ ( 図 3ー②⑦)。「/」 は 、 
箇月 日 の ぐ ぎ り に 入れ る 記号 で 、 か わり に スペ ー ス キー で = 簡 寺 の 
横 に 長い キー) や 、 数 字 以 外 の 文字 を 使う こと も で きる ( 図 3ー③)。 

「S」 ま だ は 「T」 や 「M」 と 、 次 の 数 字 の 間 は 、 絶対 あけ な い よ 
う 3 生き さと 。 
で 図 G キー ボー ド 








昭和 や 大 正 な と の 年 号 の か わり に 、 西 歴 を 使う こと も で きる 。 昭 

和 48 年 は 1973 年 だ か ら 
に 生ま キ キー オキ ネー もら ホー グ ュ 5」 

と 打ち こ ん て も OK だ 。 

次 に 「 占 いた い 日 を 入力 し て くだ さい 」 と 聞い て くる 。 前 と 同じ 
や りう 罰 て 、 占っ て は し い 日 を 入力 し て みよ う ( 写 真 6 )。 し ば らく 考 
た お ああ ト 上 、 ク ナメ テア ァ ー レ と し と も に 占い の 結果 を 表示 し て くれ る は 
ず だ (写真 7 )。 

さて 、 表 示 が 終わ る と 、「 続 け ま すか 」 と 表示 る れる (写真 8 )。 

い 屯 遇 和 ) 「 ハ イ 」 と 答え る と 、 次 に 占っ て ほし い 日 づけ の 入力 を 開い て くる 
セレ クト 画面 (写真 6 )。 た と 答え る と 、 も と の セレ ク ee 3 

に も どる 。 別 の 人 (誕生 日 の ちがう 人 ) を 占い た い 時 に 、 一 度 セ 
はまら 9 
出 も そく だ さい 。 

に さあ で [ハオ の か わり に YES」 上 打ち こん で も 、「 リ カイ 
デキ マセ ン 」 と 言わ れ て し まう 。 け れ ど も 、「 コ ン ニ チ ハ 」 の か わり 
に 「HELLO」 や 「 オ ハ ヨ ウ 」、「 コ ン バ ン ハ 」 を 使っ て も 、 ち ゃ ん と 
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り か い お ぼ ぽ 


理解 し て くれ る こと も 覚え て ちな こう 

許 生 日 、 占 う 日 は 1968 年 (明治 元 年 ) か ら 2924 年 (昭和 999 年 ) ま 
で し か で き な い 。 ち ょ っ と よ ふざけ て 君 の 生ま れる 前 や 、100 才 を 越え 
る お じい さん に な っ だ 時 の 占い も し て みた だ たら どう な る だ ろう か 。 だ た 
めし に や っ て みだら どう か な 。 


* ク うわ イ 
人 


イ 1 
( る 。 カイ ケツ ニシ マス 昌 


スク トロ UHFU' ER イー 
人 ウラ ナイ ラ ワン レデ アス ィ ) と 。 
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"計算 は 
お 手 の も の 


コン と つて 。 計算 は 大 得意 。 この カリ キュ レー タ ポー 
ド は 、 生生 と も 今 わ ば な ん だ が だ 。 

カリ キュ レー タ ボ ー ド に 画面 が 切り か わる と 、 カ ー ソ ツル は 止 い 四 
ファ ンク ショ ン キ ー 角形 で は な く な り 、 選 根 ペン に 変わ る 。 同 時 に ファ ンク ショ ン キ ー 
(「F1」 か ら 「F8」 ま で の 8 つの キー だ っ た だ ね) の 中 英 も 、 
オイ] と か 「 イ イエ 」 で は な く な っ て 、 計 算 に 使う 8 つの 記号 に 変わ 
る (写真 10)0。 ど の ファ ンク ショ ン キ ー に 、 ど の 記号 が 入っ て いる か 

画面 一 番 下 の 2 段 に いつ も 表示 る れ て いる 。 

を それ で は 、 ひ と つっ 計算 し て みよ う 。 数 字 キ ー ( 図 4 -①) と 、 フ 
ァ ン クシ ョ ン キ ー ( 図 4 一 ⑦) を 使っ て 、 
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オー バー フロ ー 


人 @ 凶 4 キー ボー ド 
@ 


ze 和 MkWoe elle 
yideleleg lclgle le 」 














ンコ まき クト 
と 押し て みよ う 。 


画面 に は ちゃ ん と 、 
に レク 35 人 
と 計算 結果 が 表示 きれ て 、 カ ー ツ ル (羽根 ペン ) が 答え の あと に 1 
字 あ けた 所 に 表示 され て いる (写真 11)。 

る さあ 、 と も と ん と ん 計算 し て みよ う 。!F 8 」( ニ ) を 押す まで は 答え 
は 出 な いか ら 6、 長 い 式 や 、 い くつ も の 数 を 続け て 足し た り 引 いた だ たり 
で きる わけ だ 。 1 行 に 24 文 字 、 た て に 8 行 ま で 続け た 式 で も で きる 
2 た だ し 、 答 え や 、 途 中 の 計算 結果 が 99999999 よ り 大 きい 

、ー99999999 よ り 小さ きい と 、 オ ー バ ー フ ロー (計算 で きる 範囲 を 越 
2 と な る 。 た と えば 、99999999 十 1 一 1 は 、 答 え は 99999999 
で 計算 の 範囲 内 だ けど 、 途 中 で ( 二 1 の 所 で ) 範囲 を 越 を て し まう 
の も プラ な の も も まま: プチ を 
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本 昌 時 寺 思 


ER 皇 日 上 上 は 
SIFT エ キー 
CLR・HOME キー 





RETURN キー を 押す と 、 改行 と いっ て 決 の 行 へ カー ソル (羽根 ペ 
ン ) が 移動 し て くれ る 。 計算 式 と 計算 式 の 問 に 空白 (スペ ー ス ) を 
あけ る こと で 、1 行 で いく つも 計算 する こと が で きる し 、 何 行 に も 
わた っ て 計算 式 を 書き 続け 4 る こと も て きる 。 で も 、8 行 目 か 6 次 の 
行 へ は 残念 な が ら 続か な い 。 こ こま で で 終わ りな ん だ (答え に 限っ 
て 8 行 目 に お さま ら な い 時 に は 9 行 目 まで 書か れる ) 

計算 式 と の 間 を 1 字 あ けれ ば 、 カ ナ や アル ファ ベッ ト で メッ セー 
ジ を 残す こと も で きる 。 あ と で 出 て くる カナ の 入力 の や り 方 を 覚え 
た ら 、 試 し て みよ う 。( 写 真 12)。 

カッ コ の 計算 は 、 残 念 な が ら 1 重 カッ コ し か 使え な いし 、 1 つの 
式 の 中 で は カッ コ が 10 組 まで し か 使え な い 。 だ か 6、「3X(2 十 1 十 
2 X (4 十 3))」 な ん て 式 も だ め な ん が だ 。 


| CA し ご CU り LATOR BOPRO | 
1+ グ = マラ H 三 し し 〇 < コ = ニ ュ ミグ オ い ヨウ 


ツキ ノシ キラ ケイ サン ジテ ワ マ サイ 。 、 





画面 が いじ つっ ぱい に な っ て 、 カー ツル が 8 行 目 に ある 時 に 
RETURN キー を 押す と 、 カー ソル は 1 行 目 に も と る けど と 、1 行 目 の 
叶 昇 式 は その まま 残っ て いる 。 この 計算 式 の 上 に 、 ち が 2 う 計 算式 を 
重ね 書き する こと も で きる 。 ま だ 、 画 面 全体 を 一 度 消し た い 時 に は 、 
SHIFT (シフ ト ) キー( 図 5 -①) を 押し な が ら 、CLR・HOME ( ク 
ム プ ' ま ー ム まで 4 旧 す っ ぱぴ ) を 押す こま て て きる 。 

ここ て で て 、 詩 算 の 練習 を する 方 法 を 教 を よう 。 は じ め に 各行 に 計算 
式 だ け ( ニ 」 の 前 まで ) を 書い て お こう 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ を 自分 
て 計算 する 。 次 に 、 そ れ ぞ れ の 答え を コン ピュ ー タ ー に 出し て も ら 6 
2 を その や り 方 は 次 の よう に する 。 カー ソル を 各 式 の 一 番 

後 の 所 に 持っ て くる 。 こ れ に は 、 カー ソル キー ( 図 5 一 ③) を 使 
っ て カー ソル を 移動 きせ れ ば よい の だ 。 移動 で きた ら 、「F 8」 を 押 
す と 、 を の 式 の 答え が 表示 る れる と いう わけ 。 テ スト の 練習 に は 、 
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人 写 真 13 


も っ て こい だ 。 (写真 13) 
INS キー まだ た 、 す で に 書か れ た 数 式 を カー ソル キー と INS (イン サー ト ) 
DEL キー キー ( 図 5 一 ④) と DEL (デリ ー ト ) キー( 図 5 一 ⑤) を 使っ て 修 
エディ ッ ト 下す を (エディット と いう ) きき と も で きる 。 エディット の や けり 方 (69 


ペー ジ に て わし く 書 に て ある を る) を 卓 ま な を ち 、。 た めし て みよ ょ よう 。 

[ 注 】 た だ 、 注 意 し な けれ ば いけ な い の は 、 こ の INS と DEL は 、 
も と の 数 式 が 何 行 に わた っ て いて も 、1 行 分 の 中 で し か 働か な 
いこ と だ 。 マ ニュ アル (説明 書 ) に は 書か れ て いな いけ れ ど と 、 
何 行 に も わた る 数 式 で は 、 エ ディ イッ ト は で き な い (69 ペ ー ジ を 
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1 は すす 


20 メカ ナ ャ リサ ーー スム アタ 


見 て 《 だ さい )。 

を ラー つの 、BA5IC て は 、! ズ (かけ る)、「 そ 」( 割 る) と いう 記 
号 は 使わ な い ( キ ー ボ ー ド に な い だ ろ う ! )。 か わり に 、「※」「 プ 」 
た いう 記 二 学 使う 。 た と ん ほ 、「4 ペ 3 タフ 2 な ら ば は 「4 和 ネ 3/2. 
と いう よう に 書く 。 と 上 ころ が 、 同 じ フ ァ ミ コン で も 、 こ の みかみ \ ル キュ 
レー タ ボ ー ド に 限っ て 、「 メ 」、「 テ 」 を 使わ な けれ ば いけ な いん だ 。 
キー あー ドキ 上 の キキ ギュ リン) そ 合 うと エネ テー に タタ っ て し まう 。 
届 。 党 時 委 和 Pa ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 し て ある の で 、 それ だ 
け を 使う こと に な っ て いる 。 


計算 式 の 中 に 「X メ 」、「 そ 」、「 土 」、「 一 」 以 外 の 文字 や 記号 が 入る 
ほ 、 や は り エ ラー に な っ て 「 デ キマ セン 」 と こと わら れ て し まう し 、 
式 の 途中 に 空白 が ある と 、 を その 空白 の あと の 部 分 し か 計算 し て くれ 
な い 。 だ か ら 空 白 の 次 の 部 分 が 計算 式 に な っ て いな い (だ と えば 、 
「3 十 2 三 」 な ど ) と エラ ー に な る 。 ま だ た 、 メ ッ セ ー ジ (文章 ) 
を 行 の 最後 まで 書い て 、 次 の 行 で 計算 式 を 続け て 書く と 、 メ ッ セ ー 
ジ の 文字 と 計算 式 が 続い て いる も の と る れ て 、 エ ラー に な っ て し ま 
う 。 こ うい う 時 は 、 メ ッ セ ー ジ を 書き 終わ っ た 6、 ス ペー スキ ー を 
1 回 押し て 空白 を 作れ ば OK。 

普通 は 、RETURN キー は 、1 つの 式 ゃ 文字 を 送り 出す 、「 切 れ 目 」 
を 表わす も の だ けど 、 こ の カリ キュ レー タ ボ ー ド の 中 で は 、 だ た だ 「 行 
を か える 」 意味 し か な く 、 か わり に 「 空 白 ニ スペ ー ス 」(1 文字 あけ 
る ) が 、「 切 れ 目 」 の 役割 を は た し て いる と 考え ん えれ ば よい の だ 。 


カリ キュ レー タ 画 面 を 終わ り た い 時 は 、ESC (エス ケー プ ) キー 
を 提 す こ と で 、 次 の 機能 を 選べ る (12 ペ ー ジ 図 2)。 また 、 電 
源 を 切る か 、 GAME BASIC を 始め る か 、 本 体 の RESET (リセ ッ 
ト ) ボタ ン を 押 き な い 限 り 、 書き か け の 画面 は コン ピュ ー タ ー に 保 
存 き れ て いる 。 


ホッ プ 











ミュ ー ジ ッ ク ボ ー ド 画面 で も 、 カ ー ソ ツル は 羽根 ペン に な っ て いる 。 
画面 は 4 行 に な っ て いて 、 を 上 に 四角 い マ ス が だ た て に 3 つ に 並ん で 
いる 。 こ の マス は 、 実際 の 演奏 中 に し か 移動 し な い 。 演 奏し だ す と 、 
右 へ 動い て 行っ て 、 ど こ を 演奏 し て いる か が わか る し くみ が だ 。 
この 演奏 マス は 3 段 に な っ て いて 、 こ れ は 、 上 か ら 高 音 ・ 中 音 ・ 
ECLCT 氏 音 の 3 つの 音域 に 分 わか れ て いる の だ 。 き っ を そく 音 を 出し て みょう 。 
ファ ンク ショ ン キ ー まず 、 音 の 入力 は ファ ンク ショ ン キ ー で 行なう 。 フ ァ ン クシ ョ ン 
キー ( 図 6 一 ①) は 、「F 1」 か ら 「F7」 ま で が 、 そ れ ぞ れ 「 ド シレ 
ミン フ テ ジ ラ シ ュ の 7 者 に な か ら て いも 。 まま 」 を 押し て みあ みよう. 「 ド , 
の 音 が ポン と 出 て 左上 に 「 ド 」 と 書か れ だ は ず だ 。 そ し て 、 カ ー ソ 
ル は 1 文字 に 移動 する 。「F 1」 か 6「F7」 を で た ら め に 押し て み 
ょ う 。 それ ぞ れ の 音 を 出し な が ら 6、 画 面 に 「 ド レミ ファ ッ ラ シ 」 の 
と れ か の 文字 が 書か れ て 、 カ ー ツ ル は どん どん 右 に 移動 し て 行く 。 
1 行 に 24 文 字 で 、 4 段 96 音 まで 書け る 。 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の か わ 
り に 、 ス ペー スキ ー ( 図 6 一 ⑤) を 押す と 、 1 文字 分 、 何 も 書か な 
MbUaUci い ( 空 臼 ) で 、 カ ー ソ ツル だ けが 右 へ 移動 する だ け だ 。 
SHIFT キー 今度 は 、SHIFT キ ー ( 図 6 一 ⑦) を 押し な が ら 6「F 1 」 を 押し て 
みょう 。 カー ツル の あっ た 所 に は 「C」 と 書か れ て 、「 ド 」 と 「 レ 」 
の 中 間 の 音 が 出 た ね 。 つ まり SHIFT キー を 押し な が ら フ ァ ン クシ 
矯 を 押す と 、 を その ファ ンク ショ ン キ ー に 登録 きれ て いる 音 よ 
半音 高い 音 が 出る し くみ な の だ 。 普 通 は 、 こ の 音 は 「 ド #」 と か 、 
「 CC#」 と 書く けど 、 こ の ミュ ー ジ ッ ク ボ ー ド で は 、1 文字 で 1 つの 
音 を 表わす た め 、 こ ん な 書き 方 を し て いる 。 音 楽 で は 「 ド 」 も 「C」 
も 同じ 音 だ か ら 間 違い や すい けど 、 ケル プ ァ ベッ ト て 表 わ る れ た だ 音 
は 、 半 音 だ け 高 い 音 、 ピア ノ で いえ ぇ ば 黒 鍵 に あ た だ る 覚え て お こう 。 
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1- せ コ も は 


カー ソル キー 








も ちろ ん 「 ミ #」 EE) 上 よ 「 シ と シリ!」(B」) は 、 そ れ ぞ も リプ アァ と 
1 オクターブ 高 い 「 ド 」 と 同じ 音 に な る の は 知っ て いる よね 。 

さて 、 次 は ファ ンク ショ ン キ ー の 下 に ある 数 字 キ ー の 1」 か ら 
「7 」( 図 6 一 ⑧) を 押し て みよ う 。「1」 を 押す と 、 る っ き の 「F 
1」 よ り 1 オ クタ ー プ 低い 「 ド 」 の 音 が 出 て 、 画 面 に は 「1」 と 書 
か れ て いる 。 今度 は カナ キー ( 図 6 一 ⑩) を 1 回 押し て 「1」 を 押 
し て も ら 6 お ぢ お う 。 画面 に は 「 ア 」 と 書か れ て 、 る っ き の 「1」 の 時 よ ょ 
5 半音 高く 「C」(「 ド 」 の # が ね ) の 1] オクターブ 下 の 音 が 測る 。 

図 7 を 見 て て だ さい 。 上段 A と か 下段 B と 書い て ある け と 、 こ れ 
は ファ ンク ショ ン や 、SHIFT+ フ ァ ン クシ ョ ン で 書い た 時 を A 形 式 
(ドー シ 、CーB と 表示 きれ る )、 数 字 の 1 一 7 や 、 ア ー ニ で 書い だ 
時 を B 形 式 た し た 時 、 ど の 音 が 出る か を 示し だ も の な ん だ 。 

この 上 段 と か 中 段 、 下 段 と いじ う の は 、 は じ め に 言っ た 演奏 マス の 
3 段 の 上 中 下 と いう 意味 ど だ 。 る て 、 こ こ で 整理 を し て お こう 。 演奏 
で きる 音域 は 、 4 オクターブ に な る わけ だ けれ ども 、 こ の 内 、 最 低 
音 (一 番 左 ) の 1 オク ター ブ は 、 下 段 に B 形 式 (1 - 7 や アー ニ ) 
で 書く 。 一 番 右 の 最高 音 の 1 オク ター ブ は 、 上 段 の A 形 式 か 、 中 有 
の B 形 式 で 書く こと で 音 が 出る と いう わけ だ 。 

中 段 ほ 下段 に 書き 込む 方 法 は た いう と 、 カ ー ソ ルキ ー( 図 6 一 ⑤) 
の 4 つの キー を 使え ば で きる 。 下向き の キー ボー ド 「 ヤ 」 を 押せ ば 、 
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演奏 スト ッ プ 





カー ソル が 一 の 邊 に 抽 ( の だ | て で こそ キ だ た お し に 「F 1] 、 ぞ を 生 す すす . 
「 下 」 と 表示 る れ て 、 き さっき の 上 段 の 「 1 」 の 音 と 同じ 音 が 出る は 
ず だ 。 

だ だ し 、 こ の カー ソル 、 ち ょ っ た (お ある た まま ば な 1 且 
目の下 段 に カー ツル が ある と する 。 カーソル キー の 下向き を 1 回 押 
す と 、1 行 目の下 段 と 2 行 目 の 上 段 の 間 に 止ま っ て し まう 。 こ の 位 
直 て は 、 ど ん な キー を 押し て も 音 は で な い の で 、 も う 一 度 下向き の 
カー ソル キー を 押し て 、 2 行 目 の 上 段 へ 持っ て いか な く て は な ら な 
しさ: 

と ころ て 、 今 「 1]」 を 押す と 、 ど ん な 六 字 が 出る か な 。「 ア 」 と な 
る は ず だ 。 こ こ で 、 もう一度 カナ キー を 押し て か ら 、「1」 を 押す と 
と うか が な 。 今度 は !]」 5 な ね 。、/C、 や も を 用 了 上 は いっ 
6 SHIFRT キー を 押し な が ら 5、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押 き る な けれ ば 
な ら な か っ だ けど 、 こ の カナ キー は 、 一 度 押 す と 、 ず っ と カナ に な 
る 。 も と の 数 字 を 出す に は 、 もう一度 カナ キー を 押さ きる な けれ ば な ら 6 
な い 。 何 回 $ も だ めし て ご らん 。 9 

る て 、 こ こ で 「F 8 」 を 押し て みよ う 。 ワ ク が 移動 し な が 6、 今 
ーー ん だ 音 を 順番 に 演奏 し て くれ る 。 4 行 目 の 最後 まで 行く 

、 演 奏 終わ り 。 途中 で 演奏 を ス ト ke し た だい 時 は 、 演 奏 中 に スペ 
16 ( 図 6 一 ⑥) を 押す 。 ま た 、 演 奏 中 に CLR・HOME キー( 図 
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6 一 ③) を 押す と 、 演 奏 を 中 止 し て 、 書 き 込み モー ド に も と どる 。 で 
も 、 こ れ を SHIFT キー を 押し な が 6 CLR・HOME キー を 押す と 、 
前 に も 言っ た 通り 、 画 面 に 書い た 音符 が みん な 消え て し まう か ら 注 
区 まる と と 。 

演奏 中 に カー ソ ツル キー の 「」、「」 を 押す と 、 演 奏 の スピ ー ド 
が 変わ る 。 これ で 、 ス ロー テン ポ に も アッ プ テ ン ポ に も で きる わけ 
だ 。 ま た 、 ス ペー スキ ー で 演奏 を 中 止 し た 状態 で 「 る 」、「p」 を 提 
す と 、 今 止ま っ て いる 所 か ら 、 前 後 へ 1 回 押す ご と に 1 音 ず つ 演 奏 
し て くれ る 。「F 8 」 キ ー を 押す と 、 を こ か ら あ と を 続け て 演奏 す 
る 。 そ し て 、 も うー つの 機能 と し て 、 こ ん な こと が て きる 。 カーシ ツ 
ルキ ー で 、 カ ー ソ ル を 好き な 所 に 移動 し て SHIFT キー を 押し な が 
ら 「F 8 」 キ ー を 押す と 、「$」 と 書か れる 。 こ の あと 「F8」 キ ー 
を 押す と 、 は じ め か ら 6「$」 の 所 まで を 何 回 も くり 返す 。CLRK・HOME 
キー で スト ッ プ させ る まで 止ま ら な い (この 「$」 は 、 上 中 下段 の 
どこ に 書い て も いい )。 

INS、DEL キー ( 図 6 -④) で エディ ッ ト (修正 ) する こと も で 
きる けど 、 カ リキ ュ レ ー タ ボー ド と 同じ く 、1 行 中 だ け だ か ら 注 意 
する こと 

ミュ ー ジ ッ ク ボ ー ド を ぬけ 出す の は 、 や は り ESC キ ー( 図 6 一 
ほり だ 。 
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この 面 で も 、 カ ー ソ ツル は 羽根 ペン に な っ て いる 。 使 える の は 、 横 
24 文字 、 た て 17 行 の 408 文 字 だ 。 今 まで の 画面 で 、 い ろ ん な 役割 を は 
だ し て きだ ファ ンダ タン キン ネー が ゆこ 印加 は 、 て の 91 か 
「F 7 」 の 各 キ ー に は 何 も 定 義 き れ て いな い 。 だ か ら 、 フ ァ ン クシ 
ョ ン キ ー を 押し て も 何 も 出 な いし 、 変 化 も し な い 。 

メッ セー ジ の 内 容 は 何 を 書い て も よい し 、RETURN キー や 、 カ ー 


ソル キー、 CRL・HOME キー の 使い 方 も 今 ま で の 画面 と まっ だ 〈 同 





上 aa ニー と ニー ニー 


IE べべ べべ べべ べべ べべ べべ べべ べべ べべ 


画面 で は 、 文 章 を すら 6 すら 書け る よう に 、 カ ナ の 書き 方 を 覚 


カナ キー えよ う 。 カナ キー ( 図 9 -①) を 1 回 押す と 、 カ ナ 文 字 モ ー ド に な 
る と いう の は 覚え て い る か な 。 キ ー ボ ー ド の キー を 押し て 、 カナ が 
カナ 文字 モー ド 画面 に 表示 され る 状態 を 「 カ ナ 文 字 モ ー ド 』 と 表 っ て 、 羽根 ペン の 
色 が 緑色 に な る 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト や 数 字 ・ 記 号 が 表示 る れる 状態 を 
英 数 字 モ ー ド 「 甘 数 字 モ ー ド 」 と 言っ て 羽根 ペン の 色 は 赤色 に な る 。「 英 数 字 モ ー 


ド 」 で カナ キー を 1 回 押す と 、「 カ ナ 文 字 モ ー ド 」 に な っ て 、「! カ ナ 
文字 モー ド 」 で カナ キー を 1 回 押す と 「 英 数 字 モ ー ド 」 に な る わけ 
Po 
さて 、「 カ ナ 文 字 モ ー ド 」 で キー を 押す と 、 カ ナ が 画面 に 表示 る れ 
TEL る けど 、 小 きる な 「a」 中! パパ や や! パパ 」、 は と どう や っ て 入力 すれ ば よ ょ 
い の だ ろう か 。 
沙 革 池 の カ ネタ カチ は 。 生ま もそ 村上 「 シ 」 だ ね 。 キー ボー ド の ア 
行 や 、! ツ 」 の 所 を 見 て みよ う 。 大 文字 の 「 ア 」 や 「 ツ 」 の 右上 の 「 ァ 」 
SHIFT キー や リッ 」 が 書い て ある 。 この 右上 の 小文字 を 出す に は 、 SHIFT キー 
ほ 「 ア 」 の キー を 同時 に 押す 。 ち ゃ ん と 小文字 の 「 ァ 」 が 出 て くる 。 
「2 パ ビブ プペ ポ 」 も 同じ こと 。「 ハ ヒエ フ へ ホ 」 の それ ぞ れ の キー の 右 
土 に 「 フ パピ プペ ポ 」 と 書い て ある ね 。SHIHFT キー と 「 ハ 」 の キー を 
同時 に 押す と 「 パ 」 と 出る 。 会話 の 時 の カギ カッ コ も キー ボー ド 右 
DU に 「。」 と 「 申 」 の キー の 右上 に 書い て ある か ら 6、 同 じょう に SHIFT 
キー を 使っ て や れ ば よい の だ 。 
「 ヾ 」 な どの 濁音 は ちょ っ と 違う 。 キ ー ボ ー ド に は 何 も それら しき 








で 図 9 キー ボー ド 
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人 き 図 10 GRPH キ ー キ ャ ラク ター を 表示 


EL LE 上 





「 も の は な い 。 これ を 出す に は 、 左下 の GRPH (グラ フィ ッ ク ) 
ー ( 図 9 -②) を 押し な が ら 6、 ハ 」 の キー を 押す 。 こ れ で 「 バ 」 と 

示さ れる 。 油 音 の ある キー ( カ ヵ 行 や タ 行 な ど ) と GRAPH キー を 
司 時 に 押せ ば いい わけ だ 。「 マ /」 な ん て いう の は だ め だ よ 。 

今度 は 、GRPH キー と 、 文 字 キ ー の 一 番 上 の 段 (1 アー 辛 ん ) の | 
キー を 同時 に 押し て みよ ょ よう 。 ち ょ っ と 変わ っ た 記号 が 出 て きた で し 
ょ う ( 図 10)。 こ の 記号 を 使っ て 、 画 面 上 に いろ いろ な 線 が 書け る ん 。、 
だ (写真 15)。 

DEL、INS と カー ツル キー を 使っ て エディ イッ ト す る こと も で きる 
けど 、 注 意 点 は 前 と 同じ 。69 ペ ー ジ を 見 て ほし い 。 


メッ セー ジ ボ ー ド か ら の 脱出 は 、 や は り ESC キー を 押す 。 





1 1 1 コル 
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き て 、 い よい よ 「GAME BASIC」 に 「 ハ イ 」 と 答え る 番 が きた 。 
この 面 は 、 ゲ ー ム を や っ た り 、 作 っ た りす る 所 な ん だ 。 2 

と ころ が 、 す ぐ 「GAME BASIC」 に は な ら 6 な い 。 こん な 画面 が 
出 で き だ た ( 室 穫 10)、 ここ て 、 数 字 キ ー の 「 3」 を 押し て みよ う 。 ゴ 
メン 1 ゴメ ンー】| また だ 一 鞭 最 義 の 画面 に も と どっ て し まっ た だ 。 やり 
直し 。 
る て 、 こ こ で は 「2」 を 押し て ほし い 。RETURN キー は 押さ な く 
て も よい 。「BG GRAPHIC」 か ら や る わけ な ん だ 。 

実は 、 こ の 「GAME BASIC」、 プ ログ ラム を 記 層 する 場所 が と て 
も せま い 。 だ か ら 、 バ ッ ク の 絵 を プロ グラ ム の 中 で 書い て いた だ りす 
る と 、 そ れ だ け で プロ グラ ム が いっ ぱい に な っ て し まう 。 そこ て で 、 
動か な い 背景 の 部 分 だ け を 別 扱い に し て 作る の が 、 こ の 「BG GRA- 
PHIC」 な の だ 。「BG」 は 、 バ ッ ク ・ グ ラウ ンド の 略 だ 。 

「2」 を 押す と 、 写 真 17 の よう に な る 。 カー ソル は 白い 四角 で も な 
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2 も 


は ね 


、 羽 根 ペ ン で も な い 。 四角 い ワ ク に な っ て 左上 に ある 。 左下 に は 
「X:00」「Y: 0O0」 と 書い て ある 。 だ めし に カー ソル キー の 「 ァ 」 
デュ 拓 生じ し て みよ う 。!:0]」 と な か っ た 。 「 ギ 」 を] 回 押 ま : 今 
度 は 「Y -(】)、 と な すゞ 。 

この えと Y の 右側 に ある 数 字 が 、 カ ー ツ ル の 位置 を 表わし て いる 


ひょう 


の だ 。 これ を 座標 と いっ て 、 双 座標 Y 座 標 と た いう 。 座標 」 と いう 
考え 方 は 、 プ ログ ラム の 上 で も と て 6 重要 に な る か ら よ く 理 解 し て 
二 こ う 。 

た と えば 、 君 の 作っ た ゲー ム の 主人 公 が どこ に いる か を 表わす の 
に 、 こ の 座標 を 使う わけ だ 。 普通 の ファ ミコ ン の 場合 は 、 横 28、 た 
て 24 マ ス 目 で 表わす ( 図 11)。 で も 、 こ の BG 画面 で は 、 下 の 2 行 を 
使っ て いる か ら 、 だ て は 21 ま で し か 使え な い 。 上 か ら 11 番 目 、 左 か 
ら 616 番目 の マス 目 に いる と し だ た だら 6、「XX ニ 10、Y= テ 15」 と 表わさ れ 

So (エート マデ 6 まあ ない のか っ で? イ コンピ ュー 

の 場合 、 ほ と ん と ど 最 初 は 0 か ら 数 える と いう の が 約束 な の だ 。 た 
と えた ば 、 左 か が り 9 秋 目 は 、.0、 2 AS あて 、5 和 呈 は 4 だ 
か ら X 三 4 に な る 。 

つま り 、 一 番 友 上 の マス 目 は 「X ニ 0、Y ニ 0」 に な る 。 この き 
まり は 、 ほ と ん と の パソ コン が 取り 入れ て いる 。 (一 部 の コン ピュ ー 

ー は 左下 すみ を メー ニ 0、Y ニ に し て いる も の も ある 。) 


カー ソル キー を いろ いろ 動か し て みよ う 。 右 下す み は 「X : 27」、 








に > 
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「Y :20」 に な っ た よね 。 き て 、 そ の 「 丈 :27」 の 横 に は 、!「MODE 

0」 と 書い て ある 。 今度 は 、 KEIURN キー を 押し て みよ う 。「MODE 
1」 と 変わ っ て 、 を その 横 に 並ん だ 模様 の 色 が 変わ っ た の が わか っ だ の 
か な 。 何 回 も RETURN キー を 押し て みる と 、「MODE」 の あと の 数 
字 が 「0」「1」「2」「3」 と 4 通り に 変わ っ て 、 色 も 4 通り が 〈 く る 
くる 変わ っ て いく の が わか る で し ょ う 。 つ まり 、 同じ 模様 で も 4 つ 
の 違っ た 色 が 使 を る わけ な ん だ 。 こ の 「MODE」 の 横 の 数 字 は カラ 
ーー 番号 な ん だ 。 

る て 、 こ の 8 一 普 ん だ 模様 。 こ れ を キャ ラク ター と い 5。 今度 は 、 
CLR・HOME キー ( 図 12-①) を 押し て みよ ょ よう 。 8 つと も 模様 が 変 
わっ だ で し ょ う 。 何 回 も 押し て みる と 、 を その た びに 模様 が 変わ っ て 
いく 。13 回 目 か ら は も う 変 化し な く な っ た ね 。 で は 、 SHIFT キー を 
押し な が ら 6、CLR・HOME キー を 押し て みよ う 。 ま た 模様 が 変わ っ 
だ 。 で も 、 こ の 模様 、 見 な た こと が ある ね 。 

図 13 を 見 て みよ う 5。 一 番 最初 に 、 こ の BG 画面 に し た 時 、 図 の 一 
番 上 に 並ん だ 8 つの 模様 が 出 て い だ は ず だ 。 CLR・HOME キー を 1 
回 押す と 一 つ 下 の 組 が 表示 きれ 、 SHIFT キー を 押し な が ら CLR・ 
HOME キー を 押す と 、 一 つ 上 の 組 が 表示 され る 。 一 番 上 と 一 番 下 の 
組 が 表示 され て いる 時 は 、 それ より 上 や 、 そ れ よ り 下 は 出 な いわ け 
だ 。 そ し て 、 そ の 組 が 全部 で 12 組 、 つま り 96 個 の キャ ラク ター が 書 
は る さこ と た に な も ぁ 。 
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1 
嘩 
00 
の か 7 っ チーW 2 人 8 1 も 
ニー 
< Ss の 』 
1 ns > 
Se 4 名 8 ce 人 層 


は do 


セク ド ・ カー 


ン ル 


て ん の の 


画面 の 模様 の 下 に 1 個 だ り ツ 印 が 点 減 し て い る ね 。 こ 
2 あれ 、 今 まで 四角 い ワ ク の ヵ カ 
ー ツ ル が あっ た 所 に 「 八 」 印 の 上 に あっ た キャ ラク ター が 表示 きれ 
だ 。 こ の 「 八 」 を セレ クト ・ カ ー ソ ル と 呼 ぼ う 。 じ ゃ あ 今 「 入 」 が 
点滅 し て いる 所 の キャ ラク ター の 右 の も の を 表示 し た いけ ど 、 ど う 
し だ ら ょ い だ ろ う 。 DEL キー ( 図 12②) を 押し て みょう 。 セレ ク 
ト : カー シル が 革 個 者 へ 移動 も が: こ て ス ペー スキ ー を 押す と 
…、 お 見 ご と 、 思 っ た 通り 、 右 どなり の キャ ラク ター が カー ソル の 
あっ だ 所 に あら われ た 。 
セレ クト ・ カ ー ソ ル を 左 に 動か す に 今度 は INS キー ( 図 12 一 
③) を 1 回 押せ ば よい 。 つ まり 、CLR・HOME キー と SHIFT キー 
と JINS、DEL キー を 使っ て 表示 し た い キ ャ ラク ター を 選ん で 、 
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] 


RETURN キー で 色 を 決め る 。 一 方 、 カ ー ソ ルキ ー で 表示 し た い 場 所 

表示 を 選ぶ 。 を そし て 、 ス ペー スキ ー を ポン と 押せ ば 、 選 ん だ キャ ラク タ 
ー が 選ん だ 場所 に 表示 る れる と いう わけ が だ 。 

も し 、 一 度 書 いた キャ ラク ター を 消し た い 時 は 、 カ ー ソ ルキ ー で 

と り 消 し カー ソル を 消し た い 場 所 へ 持っ て いき 、「D」 の キー ( 図 12 一 ④) を 

押せ ば 、 そ こ だ け 消え て な く な る 。 

「 フ ァ ミ コ ュ ン ソフト 集 」 を 見 る と 、BG 画面 の ゲー ター が の っ て 

い を (回 4) 324 または ば Kー ニ 1 、 Y ヤ マニ 1 に は 「E50」 の キ 

ャ ラク ター を 入れ て くれ 、 と い 2 う 意味 だ ( 丈 ニニ 1、Y ニ 1 の 所 に !E 








これ は 、 図 13 の E 列 の No.5 の キャ ラク ター を 、 カ ラー 0 で 入力 し 
て て れれ もら と うこ と だ だ 。、 まま 。 かー ソル を メー ニ 1、Y ア ニー キミ の 重要 人 だ 合 
わせ て 、RKRETURKN キー で カラ ー (MODE の 右 横 の 数 字 ) を 0 す 
る 。 次 に 、CLR・HOME キー と SHIFT キー で 、E 列 の キャ ラク タ 
ー を 呼び 出し て 、DEL か INS キー で No.5 ( 左 か 66 番目 ) の キャ ラ 
クタ ー の 下 に セ モレ クト カー ソル を 移動 し て スペ ー ス キー を 押す と い 
うう も だ 。 





ち が 


画 
も と る だ た め の キ ー だ っ た だ けど と 、 今 度 は 違う 。 号 真 18 の よ うな 画面 が 
貞 そ く を 。 8 “ 
た て に 6 つの 単語 と 、 そ の 左 に 「>」 の 印 が 点滅 し て いる 。 こ れ 
は 、BG 画面 を 書く の に 便利 な いろ いろ な 機能 が 選べ る よう に な っ 
そい る の だ 。 考 ん る より) 実生 8 っ を (や っ て みよ ょ 2 う 。 
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カー デル キー の る あて 生ま ラフ ペペ ウ ク ゲ E+ 


する ね 。 この 「>」 マ ー ク を 自分 が 使い た い 機 能 の 左 に 合わ せ て 、 


スペ ー ス キー を 押す と 、 を その 機能 が 使 を る とい うわ けが だ 。 

「SELECT」 の 左 に 「>」 を 合わ せ て 、 ス ペー スキ ー を 押し て みよ 
う 2。 あ れ 、 も と の 画面 び ぜ 。 る っ き の 「MODE」 の 文字 の 下 に も 
SELECT」 と 書い て ある 。 つ まり 、 今 まで 説明 し た こと は 、 こ の 
「SELECT」 機能 の こと だ っ た ん だ 。 

6 う 一 度 ESC キー を 押し て 、 今 度 は 「COPY」 の 所 に 「>」 を 合 
わせ て スペ ー ス キー を 押し て みよ 3。 今 度 は 「MODE」 の 下 に 
「COPY」 と 表示 る れ て 、 右 下 の キ ャ ラク ター セッ ト や 「 八 」 が な く 
なつ の て そ も ま っ だ 。 

カー ツル キー で カー ン ソン ル を 動か し て みよ う 。 何 か キャ ラク ター が 
書か が れ て いる 場所 へ カー ツル を 合わ せる 。 を そこ で INS キー を 1 回 押 
し て 、 次 に カー ツル を 動か し て みよ う 。 ど うか な 。 カ ー ソ ル の ワク 
の 中 に 、 今 INS キー を 押し た 場所 に あっ た キャ ラク ター と 同じ も の 
が 入っ て いる で し ょ 2 う 。 今度 は 、 そ の カー ソル を 何 も 書 か れ て いな 
い 所 へ 持っ て いっ て 、 DEL キー を 押し て みよ う 。 何 も 変わ ら な い ? 
そう まだ 変わ ら な い 。 前 の よう に カー ソル を 動か す と どう な る か 。 
カー ソル を 一 つど ちら か へ 動か し て みよ う 。 は い 、 今 カー ソル が 
あっ だ 所 に 、 カ ー ソ ツル の ワク の 中 に あっ た キャ ラク ター が 残っ た ね 。 
つま り 、 こ の 「COPY」 モ ー ド は 、INS キー を 押し た 所 に あっ た キ 
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ャ ラク ター を 、DEL キー で いく つも コピ ー で き 機能 な の で し た 。 
「COPY」 モ ー ド が 「SELECT」 モ ー ド と 違う の は 、 キ ャ ラク ター 
を 書い だ あと 、 カ ー ツル が 移動 し な い 点 だ 。 だ た めし に 、 両 方 の モー 
ド で 同じ キャ ラク ター を た だ て 一 列 に 書い て ご ら 5 ん 。「COPY」 モ ー ド 
の 方 が ずっ と 楽 で し ょ 2 う 。 

$ て 、 捨 っ て きた (つま り 、 カ ー ツ ル の 中 に ある ) キャ ラク ター 
を 捨て て 、 別 の キャ ラク ター を コピ ビ ピー したい 時 だ 。 目的 の 新しい キ 
ャ ラク ター の 所 に カー ソル を 合わ せ て 、INS キー を 押せ ば OK。 ま 
た 、 カ ー ソ ル の ワク の 中 に 何 も 書 か れ て いな い 状 態 び 、 キ ャ ラク タ 
ー の 所 に カー ツル を 合わ せ て 、DEL キー を 押し て 、 そ の キャ ラク タ 
ー を 消す こと も で きる 。 逆 に 、 カ ー ソ ル が 何 か キ ャ ラク ター を 持っ 
て いて 、 何 も 書か れ て いな い 所 で INS キー を 押す と 、 持っ て い だ キ 
ャ ラク ター を 捨て て 、 ワ ク の 中 は か らっぱ に な る 。 これ で 、「COPY」 
機能 の 説明 は 終わ り 。 何 度 も や っ て 完全 に 覚え て し まう 。 

て 、 湊 は 「MOVE」 機能 だ 。 こ れ も 「COPY」 に 似 て いる 。 目 
的 の キャ ラク ター の 上 側 に カー ツル を 合わ せ て 、INS キー を 押す 
ま 今度 は 、 キャ ラク ター が カー + ツ ル の ワク の 中 に 移動 し て くる 。 
COPY と 違っ て キャ ラク ター 自身 が 移る わけ だ か ら 6、 カー ソル る 動 
か す と 、 も と の 位置 に は 何 $ も 残っ て いな い 。 運び だ い 場 所 まで 持っ 
て いっ て 、DEL を 押す と 、 を その 場所 に キャ ラク ター が 置か れ て 、 カ 
ー ソ ツル の ワク 内 に は 何 も 6 も なくなる の だ 。 この 場合 は 、 カ ー ソ ツル は 運 
ぶ 役 で 、 INS キー は 拾う 作業 、 DEL キー は 捨て る 作業 。 と いう わけ 
で 「MOVE」 機能 は わか っ た か な 。 

続い て 「CLEAR」 機能 。 こ いつ は 気 を つけ て ほし い 。 な ぜ か 、 や 
っ て みて ご らん 。 画面 を 全部 きれ いき っ ぱり 消し て し まう 働き を す 
る か ら だ 。 せ っ か が く 〈 入 力 し だ た グラフィック が 全部 消え を えて し まい 、 も 
と に も と ど す 方 法 は な いか ら 5 な ん が だ 。 

と ころ で 、 こ の BG 画面 で は 、 図 13 の キャ ラク ター し か 書け な い 
の だ ろう か 。 数字 や カナ も 書き た いん だ けど 、 と いう 人 の た だ め に 、 
ちゃ ん と 用 意 が し て ある 。 これ が 「CHAR」 とい 5 機能 だ ど だ 。 ここ に 
「>」 を 合わ せ て スペ ー ス キー を 押す と 、 カ ー ソ ル が 御 い 四角 に 変 
わる 。 カ ナ キ ー を 押す と 、 今 度 は アン ダー ライ ン の カー ソル だ 。 つ 
まり 、 こ こ で は メッ セー ジ ボ ー ド で 使っ た の と 同じ キー の 使い 方 で 、 
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Rf 1 は は 


FILE NAME 








身 数 字 や カナ が 打ち 込め る の だ 。 た だ し 、INS や DEL キー を 使っ た 
エディ ッ ト や 、 CLR・HOME キー で カー ソル を 左上 へ 持っ て いっ た だ 
り 、 全 部 の 画面 を 消す と いう 機能 は 使え な いよ 
き て 最後 に 残っ た 機能 、「FILE」 に 「>」 を 合わ せ て スペ ー ス キー 
を 押 そ う 。 今 まで 書い た 画面 が 全部 消え ん て 、 写 真 19 の よう に な る 。 
コン ピュ ー タ ー に 書き 込む 所 を RAM と いう の だ けれ と ど と 、 こ れ は 


で ん げん 


電源 を 切る と 書き 込ん だ も の が 全部 記 s れ られ て 、 な が なく な っ て し まう 
(スチ ッ プ 編 作戦 資料 002) 。 ここ で 。 学 まで 青き 込ん だ ブロ グラ ム 


や 、 絵 の デー タ を 何 か 他 の も の に 保存 する 必要 が ある ん だ 。 保 存 き 


え し て お けい ば 、 まだ た 次 に 読み 出し て 使え る か ら だ 。 フ ァ ミ コン で は 、 


保存 は カセ ッ ト テ ー プ に 録音 する こと で 行なっ て いる 。 こ の 保存 を 
「SAVE」( セ モー プ ) と 言い 、 ま た 、 保 人 存 し た テー ブ か ら 読 み 出 すこ 
と を 「LOAD」( ロ ー ド ) と いう 。 こ れ ら を 行なう の が 「FILE」 機 
能 な の だ 。 

保存 し た い 時 は 「S」 を 押し 、 読 み 出 す 時 は 「 上 L」 を 押す 。 保 存 
する と いっ て も 、 せっ か く 書 いた 絵 が 見 えな いじ ゃ な いか と 心配 す 
る 人 。 君 が 「CLEAR」 機 E で 全部 消し て いな い 限 り 、 見 を な い だ け 
て 全部 残っ て いる 。 ご 心配 がく 。 だ だ し 、「LOAD」 読 み 込 み を 選ぶ 
時 は 気 を つけ な く て は いけ な いこ と が ある 。 保存 し て いた デー タ を 


全部 画面 に 書き 込む た め に 、 今 まで コン ピュ ー タ ー に 書い て いた デ 


ー タ は な く 《 く な っ て 、 テ ー プ の デー ター に 変っ て し まう 。 一 度 LOAD 
が 終わ っ て し まう と 、 も う も と に も どす 方 法 は な い の だ 。 何 か 絵 を 
書い て 、 そ れ を 残し て な き だ い 時 は 、 必 ず SAVE を する こと 。 
「S」 か 「 革 」 を 押す と 、「FILE NAME」 (ファ イル ・ ネ ー ム ) と 
聞い て くる 。 (写真 20)。 こ れ は 、 カ セッ ト テ ー プ に 何 種 類 ち データ 
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や ブログ ラム を 入れ る 時 に 、 他 の も の と 区 別 す る た め に 、 君 が つけ 
た 名 前 の こと だ 。SAVE する 時 に 16 文 字 以 内 で 入力 し 、RETURN 
キー を 押す と 、SAVE が 始ま る 。LOAD の 時 も 、 同 じ フ ァイル ・ ネ 
ー ム を 打ち 込ん で RETURN キー を 押す と LOAD が 始ま る 。 も し 、 
SAVE し た 時 の ファ イル ・ ネ ー ム を 忘れ た ら 、 た だ RETURN キー 
を 押す だ け で も OK だ 。 一 番 最初 に ある も の を 読み こん で て れる 。 


(くわ し く は 、 作 戦 指 令 002-4 を 読ん で ね 。) 
この BG 画面 の SAVE、LOAD に は 、 そ れ ぞ れ 約 1 分 30 秒 か か 


る 。 


ここ ま て て 「BG GRAPHIC」 の 機能 は わか っ た は ず だ 。 カナ ・ 数 
字 * 記 号 、 を し て 96 種 類 の キャ ラク ター、 こ れ は 4 色 だ か ら 696X 4 = 
348 種 類 。 こ れ ら 6 を 使っ て 絵 が 書け る わけ だ 。 で も ちょ っ と 待っ て ほ 
し い 。 機械 の つ ご う で 、 少 し 間 題 点 が ある ん だ 。 図 15 を 見 て みよ う 。 





SN 


太い 線 で 囲ま れ た エリ ア の 中 で は 、 1 つの 色 し か 使え な いん だ 。 
たたえ た 大 、 区 で 2。、Y ニ 1 へ カラ ー0 (グルー) で キャ ラク ター を 
書い だ お あと も 、 え ニー3。 そそ モー タ へ カラ ー]1 (オレ ンジ ) の キャ ラク 用 
ー を 書い て みよ う 。 ニー ニ 2、Y ニ =1 に 書か れ だ キャ ラク ター の 形 は 
も と の まま だ けど 、 色 が カラ ー1 に 変わ っ て し まっ て いる 。 この エ 
リア の 中 で は 最後 に 使わ れ た だ た 色 ど ご どけ に な っ て し まう の が だ 。 の | 
だ か ら 、 最 初 に 絵 の 組み 立て を よく 考え て 書か な いと 色 が 途中 で | 
ちな で は で な っ だ 0 し で し まう ね 。 丈 あ だ けど 。 
と ころ で 、 い つも お せわ に な っ て い だ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー。 今回 
は 出番 が な い の か な 、 と 思う 君 は た めし て みな いか な 。「SELECT」 


き の う 


機能 の 時 は 、「F 4 」 は 何 も 変 化 な し 、「E1」 と 「EFE6」、「F 7」、 


NN 


36 プ ァ ミリ ー ペ ベー シック ホ ポップ 











GAME BASIC 





き 較 15 BG 画 面 指 定 エ リア 


10 20 22 24 26 


8」 は RETURN キー と 同じ 2」、『F 3」、「F5」 は スペ 
ー ス キー と 同じ 働き を する ね 。 

「CHAR」 機 能 の 時 に ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 、 あ れ 、 い 
な 文字 が 出 て きた だ た 。 こ れ は あと で 説明 する か ら 、 お 楽し み に 。 


じゅ ん ぴ び 


8 て 、!GAME BASIC」 に 行く 準備 は いい か な 。ESC キー を 押し 


じょう た い 


て 、 写 真 18 の 状態 で STOP ( ス ッ プ ) キー ( 図 12⑥) を 押す 


と 、 写 真 16 に も どる 。 こ こ で 「GAME BASIC」 を 選ぶ 、 数 字 キー 
の 「 1 」 を 押せ ば OK だ 。 
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今 まで いろ ん な 画面 で いろ ん な キー を さわ っ て きた けど 、 も 5 君 
は 目 由 に 使い こなせ る か な 。 で も 各 ボ ー ド や BG 画面 で 同じ キー が 
別 の 使わ れ 方 を し だ た り 、 少 し や や こし か っ だ た ん じゃ な いか な 。 

さて 、 い よい は よ BASIC 画面 に た と りつ い だ 。 今 まで の 画面 と 同じ 
使い 方 を する キー が 多い けど 、 ま た 違う 使わ れ 方 を する キー も ある 
ん だ 。 も $ う 一 度 、 お る らい 会 を か ね て 、BASIC で の キー の 使い 方 を 
勉強 し よ う 。 

図 16 を 見 て ほし い 。 

キー ボー ド の キー を 大 きく 分 ける と 、 次 の 2 つが ある 。 

文字 キー 


二宮 


特殊 キー 


僅 凶 16 キー ボー ド 


I 因 図 層 回 lgjclglgjglElke」 
エル し し トト し し し て し | 

lylseje leklc ILIEICE」 
邦 隔 属 陣 固 因 因 了 天 末 
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S1 文字 キー 


どれ で も いい か ら キ ー を 押し て みよ う 。 押 し た キー に 書か れ た 文 
字 が 画面 に 出る 。 カ ナ の 使い 方 も メッ モー ジ ボ ー ド の 所 で 勉強 し た 
か ら わ か る ね 。GAME BASIC で も 、 こ の 文字 キー は まっ た だ く 《 同 じ 
使い 方 を する ん だ 。 


僅 図 17 僅 図 18 





図 17 を 見 て ほし い 。 一 つの キー を 対角線 で 区 切る と 4 つの 部 分 に 
分 か れる 。 キ ー に よっ て は 4 つの 部 分 を それぞれ に 、 文 字 や 記号 の あ 
る も の と 、 図 18 の よ うに 、 書 か れ て いな い 部 分 の ある も の が ある 。 

「 英 数 字 モ ー ド 」 を 覚え て いる か な 。 コ ンピュータ ー に 電源 を 入れ 
た すぐ あと は いつ も こう な っ て いる 。 こ の 状態 で キー を 押す と 、 た 
と えば 図 17 の キー な ら 「1」、 図 18 の キー な ら 「A」 が 出る は ず だ 。 
つま り 、' 英 数 字 モ ー ド 」 の 時 は 、 い つも 対角線 で 区 切っ た エリ ア の 
① の 部 分 が 表示 され る 。 

「 英 数 字 モ ー ド 」 で SHIFT キー を 押し な が ら キ ー を 押し て みよ 
う 。 図 17 の キー で は 「!」 が 表示 され た けど 、 図 18 の キー で は 何 も 
表示 されない 。 つ まり 、 SHIFT キー を 押し な が ら キ ー を 押す と 、② 
の エリ ア に 書か れ た 文字 が 表示 きれ て いる ん だ けれ ど 、 図 18 の キー 
で は 、② の エリ ア に 何 も 書 か が れ て いな いか ら 、 表 示 る れ な いと い 25 
わけ だ 。 科 

カナ キー を 使っ て 「 カ ナ モ ー ド 」 に する と 、 今 度 は 普通 の 状態 で 
③ の エリ ア の 文字 、SHIFT キー を 使う と ④② の エリ ア の 文字 が 表示 
され る 。 も ちろ ん 、 を その エリ ア に 何 の 文 字 も 書か れ て いな けれ ば 、 
何 も 表示 きれ な い の は 前 と 同じ だ 。 

メッ セー ジ ボ ー ド の 所 で や っ た よう に 、「 カ ナ モ ー ド 」 の 時 に 、 
SHIFT キー で は な 〈 く 、 GRPH キ ー を 押し な が ら キ ー を 押す と 、 
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「 ガ が 」 や 「 ダ 」 の よう な 渦 音 『 が 表示 され る 。 まだ 、 一 番 上 の 列 の 「 1 」 
か ら 「 ル 」 ま で の 文字 キー に 限っ て 、GRPH キー を 押す こと で 、 
グフ フイ ッ ク キ ャ ラグ あの 0 夫 肌 あ 。 

この 滴 音 : 半 濁音 、 つ まり 「 バ 」 や パ 」 の 文字 の 表示 の させ 方 
は ファ ミコ ン 特 有 な の だ 。 普 通 の パソ コン で は 生ま 二 
の キー に 人 娠 登録 きれ て い こも ク を 一 字 で は な て て 、 9 ウー 
文字 に な る 。 その か わり 、 フ パソ コン に ある GRPH キー と 他 の キー 
を 押す と 、「⑦」 や 「 ゐ 」 な どの いろ ん な キャ ラク ター が 出 て 〈 く る 。 

まだ 、 パ ソコ ン で も 中 級 機 以 上 に な る と 、 0 から 6 9 ま て の 数 字 や 
「 上 」「 一 」 な どの 計算 用 記号 が キー ボー ド の 右側 に 独立 し て つい て 
いて 、「 カ ナ モ ー ド 」 で も 数 字 が 打ち 込め る よう に な っ て いる 。 

を その他 は 、 フ ァ ミ コン の キー の 並び 方 は パソ コン の も の と ほとん 
と 変わ り が な いか ら 、 フ ァ ミ コン で キー ボー ド の 使い 方 に な れ て い 
る と 、 い つか パソ ンコ ン を 買っ た だ 時 で も 充分 に 使い こなせ る こと に な 
る よ 。 


S ど 特殊 キー 


文字 キー 以外 の も の を 特殊 キー と いう ん だ けれ ど 、 一 つ ー フ 復 翌 
を か ね て 説明 し て いこ う 。 


① SPACE (スペ ー ス ) キー 


本 当 は 、 こ の キー も 文字 キー の 一 つ と 言っ て も 良い ん だ けれ ど 、 
た だ 、 他 の 文字 キー が 何 か の 文字 を 表わす の と 違っ て 、「 空 白 」 と い 
う 文字 を 入れ る キー な ん だ 。 

文字 を 入れ る 箱 が 3 つ あ る 。 はじめ の 箱 に 「A」、 3 番目 の 箱 に は 
「Z」 が 入っ て いる 。 2 番目 の 箱 に は 何 $ も 入っ て いな い 。 こ の 箱 が 
文字 列 並ん で いる も の を 「 文 字 列 」。 と いう ん だ 。 じゃあ 、 こ の 「 文 字 列 」 
の 長き あま ほ 、 い くつ た 問 か れん たら 伺 で 辱 和え を あか な 。2 つ ? 3 つっ ? 

だ し か に 、 親 の 中 に 入っ て いる 文字 は 「A」 と 「Z」 の 2 個 だ け 
と 、 舟 は 3 つ あ る ね 。 だ か ら 、 こ の 場合 は 長き は 3 つ 、 と いう の が 
正解 。 そ れ じ ゃ 、 文 字 列 の 長き る が 0 と いう の は どん な 時 だ ろう 。 箱 
が な いっ て と こと だ (むす か し て く て 絡 す と に 先 ル ・ ス トリ ング ス と 言う ) 
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「 な い 」 っ て いう の と 、「 空 白 が ある 」 と いう の は 培う 。 空 白 と いう 
こと ば が 変 な ら 、 透 明 の 文字 と 考え て も 良い だ ろう 。 

この スペ ー ス キー は 、 そ うい う 透 明 な 文字 を 表示 する 働き が ある 
ん だ 。 ブ ログ ラム を 作る 時 は 、 ス ペー スキ ー を 良く 使う 。 プ ログ ラ 
ム を 見 や すく し た り 、 コ ンピュータ ー が 感 貼 い を し な いよ うに 間 を 
あけ る た め だ 。 普 通 の 文章 で も 、「 カ ネオ クレ タ ノ ム 」 と いう の の 
カネ オク レタ ノム 」 と 、 間 を あけ る 場所 が 違う と 意味 が 違っ て し 
まう か ら 、 こ れ は 大 事 な こ と な ん だ 。 そ れ で 、 ス ペー スキ ー は 、 押 
し や すい 場所 に 大 きく し て あぁ る 。 


(2) ファ ンク ショ ン キ ー 


一 番 上 部 に 並ん ど 「F1」 か ら 「F 8」 ま で の 8 個 の キー は 、 こ 
れ ま で に 何 回 も セ せ わ に な っ た ね 。 

前 に も 言っ た 通り 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に は 、 そ れ ぞ れ 15 文 字 以 
内 (長き る が 15 以 内 の 文字 列 と も 言え る ね ) の 文字 を 登録 びき る 。 を 
し て 、 を その ファ ンク ショ ン キ ー を 1 回 押す と 、 登 録 き され た 文字 列 を 
全部 押し た の と 同じ 働き を し て くれ る わけ だ 。 

だ と ん た ば 、 ス イッ チキ ジン の カカ を 、 1 まき を 押す と 、) コ ン ニ チム 、」 
と 表示 され る の は 、 フ ファン クシ ジ ション キー の 3 番目 に 「 コ ン ニ チ ハ 」 
と いう 文字 列 を 登録 し て あっ だ か ら だ 。 こ の 時 は 、 コ ユ コンピ ュー ター 
が ファ ンク ショ ン キ ー の 中 身 を 決め て いて くれ た の だ けど 、 自 分 で 
中 身 を 書き か える こと も で きる ん が だ 。 作戦 指令 003-1 で 、 も う 一 度 〈 
わし くく 説明 し よう 。 


③ SHIFT (シフ ト ) キー 
この キー も お な じみ だ 。SHIFT キー を 押し な が ら 他 の キー を 押 
す と 、 違 う 文 字 を 出す こと が で きた ね 。 


こう た い 


「SHIFT」 と は 、 移 す と か 変え る と か 交替 と いう 意味 の 英語 だ 。 
(4) カナ キー 


「 英 数 字 」 モ ー ド と 「 カ ナ 」 モ ー ド の 切り か ぇ を スイ ッ チ だ 。 中級 以 
お 0 ノイ ジコ ン ほ は 、 この キー の 横 に 小 き な ラン ググ が あっ て 、 会 ど っ 
ちの モー ド か 一 目 で わか る も の も ある よ 。 
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⑤ GRPH (グラ フィ ッ ク = テ GRAPHIC) キー 


ファ ミュ ン で は 、 SHIFT キー と 同じ 使い 方 で 、 カ ナ の 湯 音 や 、 グ 
ラフ ィ ッ クキ ャ ラク ター を 出す 時 に 使う 。 


⑥) STOP (スト ッ プ ) キー 


BASIC で は 、 プ ログ ラム を RUN (実行 ) する と 、 そ の プログラ 
ム が 終わ る まで は 、 他 の こよ は で き な い 。 実 行 中 の プロ グラ ム を 途 
CE 

、 何 か を 打ち 込ん で いて 、 こ の キー を 押す と 、 カー ツル は 次 
1 今 まで 打ち 込ん で いた 文字 は コン ピュ ー タ ー に 伝 わ 
ら な (で きる 。 打 ち 間 違っ て 、 直す の が 面倒 な 時 に も 使え る よ 。 


⑦ ESC (エス ケー プ = テ ESCAPE) キー 


プロ グラ ム は 普通 、 そ ん な に 短い も の じゃ な い 。 一 画面 で 全部 見 
えな い 時 は 、 画 面 が が っ て に 送ら れ て いっ て し まう 。 を それ を 途中 で 
ちょ っ と 止め た い 時 に こ の キー を 押す 。 STOP キー を 押す と 、 を そこ 
で 表示 を 完全 に や め て し まう か ら 6、 続き を 見 る に は 、 また 別 の 命令 
が 必要 に な る 。 ESC キー で 止め だ 時 は 、 他 の キー を 押す と 続き を 見 
せ て て も れ も な 。 


RETURN (リタ ー ン ) キー 


テレ ビ 画 面 に 文字 を 出し た だ け で は 、 コ ンピュータ ー は 何 も し て 
くれ な い 。 命令 の こと ば を 打ち こん だ あと 、 こ の RETURN キー を 
押す こと で 、 は じ め て 、 あ あこ れ は 命令 な ん だ な 、 と コン ピュ ー タ 
ー が わか っ ら っ て ん も る 。 また 、 プ ログ ラム を 作っ て いる 時 に 、 こ の キ 
ー を 押す と 、 こ の 行 は これ て 終わ り だ な 、 と いう 意味 に な る 。 

コン ピュ ンー ター に 命令 を 運ぶ 役割 の キー 


⑨ CTR (コン トロ ー ル = テ CONTROL) キー 


この キー を 押し な が ら 、 他 の キー 「 を 押す こ と で 、 い ろ ん な 働き を 
す 才 。〈 く ね し じい こと は 「 ス テッ プ 編 」 で 説明 し ょ 2。 この キー は 、 
使わ な く て も 良い の だ けれ ど 、 あ れ ば 便利 と いっ た キー な の が だ 。 
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CLR・HOME (クリ ア ・ ホ ー ム ) キー 


この キー に は 2 つの 働き が ある 。 単 独 で 押し た 時 は 、HOME ( ホ 
ー ム ) 機能 、SHIFT キー を 押し な が ら 押 す と 、CLR (クリ ア ) 機能 
だ 。 

ホー ム 機 能 と は 、 画 面 の 文字 や 記号 を 残し た まま で 、 カ ー ソ ル だ 
け を 左上 すみ (X= 0、Y=0) の 所 に 移す 機能 だ 。 こ の 左上 すみ 
の こと を ホー ム ・ ポ ジ シ ョ ン と いう こと か ら こ の 名 前 が つい た 。 

クリ ア 和 機能 は 、 画 面 に 出 て いる 文字 や 記号 を 全部 きれ い に 消 し た 
あと 、 カ ー ソ ツル を ホー ム ・ ポ ボ ポジション へ 持っ て いく 。 つ まり 、 大 を 
うじ 機能 だ 。 


⑪⑬ カー ソル キー 


この キー も 大 活躍 を し て いる ね 。 上 下 左右 に カー ツル を 移動 す る 
時 に この キー を 使う 。 

キー ポン トド ト デ リ - ム を する 時 に は 、 ニン トロ ー ラ ー の 十字 ボタ ン 
と 同じ よう に 主人 公 を 動か す 時 に も よく 使う 。 ゲ ー ご ム る の し すぎ で こ 
わき な いよ うに 。 


⑬⑫ INS (イン サー トニ INSERT) キー 


_INSERT と い に は 、 間 に 入れ る と いう 意味 が ある 。 ブロ グ 
2 ムズ か じゃ Ne 旨 和 0 旨 ・ 編 集 (エディ ッ ト ) する 時 
に 使う 。 


⑬ DEL (デリ ー ト = テ DELETE) キー 


削除 する と か 、 消 す と いう 意味 が あり 、INS キー と 共に 、 エ ディ 
ッ ト に 使う 。 

この INS キー と DEL キー の 使い 方 に つい て は 、 作 戦 指 今 003-2 
で て くわしく 説明 し よう 。 
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ファ ミリ ー・ ベ ペー シッ ク の 新しい バー ジョ ン が 発売 きれ だ 。 ま すず 、 
RAM (ラム ) と し て プロ グラ ム を 記憶 し て セ く 場所 が 4 K バ イト と 
な っ だ 。Ver.2 の 2 倍 に な っ だ わけ で 、 プ ログ ラム の 大 きる も 倍 の 
$ の が 作れ る わけ だ 。 と いう こと は , 今 ま て の Ver.2 て は 作れ な か 
っ た 複雑 な ゲー ム を 作る こと が で きる わけ だ 。 

命令 語 も 、 Ver.2 に くら べ て 26 種 類 も ふえ だ 。 プ ログ ラム を 作る 
時 に 役立つ 命令 が 多い けど 、 他 に も BG 画面 に つい て の 改良 が され 
て いる みた だ たい だ 。 どん な 命令 が ふえ だ の か は 、 この あと 関係 の ある 
章 で いっ し よ に 説明 し て いく 。 

ます 、 電源 を 入れ て みよ ょ う 。 Ver. 2 に あっ た オー プ ニ ン グ 画 面 
や や 、 店 い 、 メッ セー ジ な と の 画 画面 は 全部 な く な っ た 。BG 画面 も 、Ver. 
2 で は BASIC 画面 と 完全 に わか れ て い だ の て で 、 別 々 の 画面 が 必要 
だ っ た だ た けど 、Ver. 3 で は 、 BASIC 上 で 直接 操作 で きる よう に な っ た 
の で 、 い き な り 写真 22 の 画面 か ら 始 まる 。 Ver. 2 で は 、!「GAME 
BASEE も し ます か に} の 導 、 も 上 書か あと 、| 上 ンー 3 」 の 2 う 
ち 、「1 ・GAME BASIC」 を 選ん で 、 や っ と 出 て 〈 る 場面 だ 。 
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3 行 目 を 見 て みよ う 。 
「4086 BYTES FREE」 
を な が っ て いる 。、 Ver 2 そば は 、 
「1982 BYTES FREE,」 
だ っ た ね 。 メモ リー が よ た だ の が すず で も か る 。 

ES タス まま ド が な く な っ だ か わり に 、 ゲ ー ム が 4 つ 
入っ て いる 。 写真 22 の 状態 で 「F 1 」 か ら 6「F 4」 の どれ か の キー 
を 押す と 、 そ れ ぞ れ の ゲー ム が コン トロ ー ラ ー で 楽し め る 。 し か 
この ゲー ム 、 そ れ ぞ れ ペ ー シ ッ ク で 書か れ て いる か ら 、 ゲ ー ム を し 
て いる 時 に STOP キー で 実行 を 中 止 し て 、 プ ログ ラム を 書き か える 
こと も て て きる 。 

と こ を と う 変 え だ たら どう な る か は 、Ver.3 の カモ セッ ト の ケー ス に 
入っ て いる 「FAMILY BASIC V3 ハン ドブ ッ ク 」 に くわ し く の っ 
て いる よ 。 ベ ベーシック を は じ め だ た ば か り の 人 に は 少し むずかし いか 
も し れ な いけ と 、 こ の 「 フ ァ ミ コン 大 作戦 ホッ プ 、 ス テッ プ 、 ジ 
ャ ンプ 」 を 読ん だ 人 な ら 簡 単に わか る は ず だ よ 。 

と ころ で 、 フ ァ ミ コン 本 体 の コン トロ ー ラ ーII に 、 マ イク が ある 
の は 知っ て い だ と 思う けど 、 ど う や っ て 使う の か は 今 ま で わか ら な 


き 
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か っ だ ん じゃ な いか な 。 4 つの ゲー ム の 内 の 1 つ 「 ハ ー ト 」 は 、 こ 
の マイ ク を 使っ な ゲー ム な ん だ 。 マ イク の 使い 方 も る も 、 プ ログ ラム の 


中 に 説明 る れ て いる よ 。 
ステ ッ プ ・ ジ ャ ンプ 編 で は 、 この Ver.3 に つい て も 、 ふ か 一 く 〈 追 


求 し て 行く の だ 。 


の つ ナ ノ カ ズ 用 


すみ 
を 


WM 


テト 一 症 S の YY』 


、 
イス イス スス = 
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ダイ レク ト 
モー ド っ て 何 の 


$S 1 ダイ レク ト ・ モ ー ド と 
_ プロ グラ ム ・ モ ー ド 

閣 は ファ ミュン を テレ ビ ト 接続 する 時 に 、 ど ん な 方 法 で や っ た か 
な 。 本 体 し いっ し ょ の 箱 に 入っ て いた 説明 書 を 読み な が ら や っ た か 
と それ と も 全部 お 父さん に 接続 し て も の も し か し た だ 

、 人 に 説明 書 を 順番 に 読み 上 げ て も らい な が ら 、「 こ の 線 は 、 こ こ 
に 導 お 、 ーー つも 生 と しい 
っ ら だ た が も し れれ な いね も 。 

実は コン ピュ ー タ に 仕事 を る せる の に も 、 こ ん な ふう に 方 法 が わ 
か れる ん だ 。 フ ァ ミ コン の 接続 方 法 を 簡単 に 追っ て みる と 次 の よう 
に な る と 思う 。 

(① ア ン テ ナ か ら の ケー ブル と テレ ビ を 切り は な す 。 
⑦② ケ ー ブ プル と コネ クタ ー を つなぐ 
⑬③ そ の コネ クタ ー を テレ ビ に つなぐ で 
④ 電 源 ア ダ プ ター と 本 体 を つ な で 
⑤) カセット を 入れ る 
⑥ 電 源 を 入れ る 

少し 順番 に 違い は あっ て も 、 だ いた だ いこ ん な も の だ ろう 。 こ の は ょ よ 
うに 一 つの こと を する 時 に 、 順 番 に や ら な けれ ば な ら な いこ と を 「 手 
順 」 と いう 。 

君 は 、 こ の ① か 6⑥ ま で の 手順 を 説明 書 を 見 な が ら 仕 事 を する の 
ょ 、 誰 か に 1 つ ず っ 読み 上 げ て もらって 、 を の 言わ れ た 分 の 仕事 を 
し て 行 《 の を 、 と どっち が 好き だ ろう 。 

コン ピュ ー タ ー に 命令 を する の に も 、 こ の 2 つの 方 法 が ある ん だ 。 
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プロ グラ ム 


プロ グラ ム ・ モ ー ド 
ダイ レク ト ・ モ ー ド 








「 手 順 」 の こと を 「 プ ログ ラム 」 と 言い 、 そ の 「 手 順 」 を 書い だ 説 


明 書 を 見 な が ら 仕事 を する こと を 「 ブ ログ ラム ・ モー ド で の 実行 


と 言う 。 一 方 、1 つ 1 つっ 命令 を 受け な が ら 仕 事 を する こと を 「 ダ イ 
レク ト ・ モ ー ド で の 実行 」 と 言う 。 

この ファ ミコ ン の 接続 を コン ピュ ー タ ー に や ら せ だ と し て みよ う 。 
まず 、 手 順 ① を 命令 する 。 そ の 時 君 が 何 か が 用 事 で 、 ち ょ っ と 出かけ 
だ た と する 。 帰っ て き て みる と 、 コ ンピュータ ー は ① の 仕事 だ け を す 
ませ だ まま 、 じ っ と 待っ て いる だ け だ 。 と ころ が 、 プ ログ ラム ( 手 
順 を 書い た 説明 書 ) を わた し て 、「 こ れ や っ と いて 」 と 言っ て 出かけ 
て 帰っ て くる と 、 接 続 は 全部 終わ っ て いる と いう で あい だ 。 

コン ピュ ー タ ー を 使う 時 は 、 ほ と ん どこ の 「 プ ログ ラム ・ モ ー ド 」 
で 行なう わけ だ けれ ど 、 何 が 何で も 「 プ ログ ラム ・ モ ー ド 」 な の か 
と いう 2 と 、 を う て も な い 。 だ た と え は 、 を その プログ ラム を 作る た め に 
は 、 当然 一 つ 一 っ 手 で 入力 し て いく わけ で 、 入力 し て いる 時 は 「 ダ 
オレ クト 」 て 入力 する 用い 。 で き 上 が っ た プロ グラ ム を 保存 し 
た り 、 読 み 込 ん を だ りす る の も 「 ダ イレ クト ・ モ ー ド 」 で し な けれ ば 
いけ な い 。 何より も 、 ブ ログ ラム が で き 王 が っ だ と いっ て も 、 そ れ 
を 実行 する に は 「 ダ イレ クト ・ モ ー ド 」 で 「RUN」 と いう 命令 を 出 
る な けれ ば な ら な い 。 こ の 命令 が 来る まで は 、 コ ンピュータ ー は 何 
を し て いい の か わか ら な いか ら な ん だ 。 


S ら 変数 と 計算 の 記号 


さあ 、 画 面 を 見 て みよ う 。 今 、GAME BASIC に し た ば か り の 画 
面 な ら 、 カ ー ソ ツル が 5 行 目 の 左 (X ニ 0, Y ニ 4) の 所 で 点滅 し て 
いる は ず だ (写真 1)。 そ を の 上 に は 「OK」 と 出 て いる ね 。 

この 「OK」 は 、「 今 、 私 は 何 も し て いま せん よ 。 いつでも る も 命令 を 
《 だ る い 。」 と いう コン ピ ビ ピュー ター が から の メッ セー ジ な ん だ 。 

A=2 
と 入力 し て みよ う 。「 2 」 の うし ろ で 、 カ ー ソ ツル が 点滅 し て いる 。 
まで 何 回 か 説明 し た よう に 、 た だ 入力 し た だ け で は 、 テレ ビ に を の 
文字 が 出る だ け だ 。 こ の 命令 を コン ピュ ー タ eS 伝え る に お 、 
RETURN キー を 押 き な けれ ば な ら な い 。 押し て みよ う 。 
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ひよ う ゼ て ん め つ ゝ 


こ = だ 「OK」 と 表示 る れ て 、 そ の 下 の 行 に カー ソル が 点 減 する だ け 
ざ ご 。 何 も 変わ っ て な いじ ゃ な いか 。 

で は 、 次 の 行 に 、 

PRINT A 

と 入力 し て 、RETURN キー を 押し て みよ う 。 写 真 2 の よう に な っ た 
は ず だ (「?SN ERROR」 な ん て 表示 が 出 た ら 入 力 ミ ス だ 。 も う 一 
度 や っ て みて 1) 

最初 の 命令 は 、「A」 と いう 箱 に 「2」 と いう 数 字 を 入れ な さい 、 
と いう も の で 、 次 の 命令 は 、"A」 と いう 箱 の 中 に 入っ て いる 数 字 
画面 に 表示 し な きる い 、 と いう 命令 だ 。 最 初 の 命令 を 与 を た 時 に 、 な 
4 人 も 財 示 も に な か っ た ん だ あう 。 コシ ピ ュー ター は 正確 だ けど 、 一 
つっ 一 つ 指 示し な いと 、 何 $ も や っ て くれ な い 。「「A」 と いう 親 に 「2」 
と いう 数 字 を 入れ な る い 。 と いう か ら 入 れ だ た ん だ 。 それ が すん だ か 
ら 「OK」 と サイ ン を 出し た ん だ 。 を その他 の 事 は 、 命 令 る され て な いか 
ら や ら な いよ 。 次 に それ を 見 せろ 、 と 言わ れ だ か ら は じ め て 見 せ て み 
せる ん だ 。」 と いう わけ だ (どこ か の だ れ か に 似 て る みた い ? )。 

この 「A」 と いう 箱 の こと を 「 変 数 」 と 言う 。 も う 学 校 で 習っ た 
か も し れ な いね 。 

A=A+1 
と 大 考 し そ あ みょう 。 
ょ っ も 待っ だ 。「= テ 」《( イ ュー ル ) の 堪 ( 堪 辺 ) は 「2」 だ し 、 


ま ち が 


右 (大 退 ) は 「2 寺 1」 て 3 だ か ら 、 式 し て 間違っ て る ん じゃ な 
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い が か? 。 

PRINT A 「 
と や っ そ み よう 。 る あ 和 ポル た N3) よ と 出 も ね ぞ で し ょ 2 う 。 

この 「=」、 学 校 で 習っ て いる イコ ー ル 、 右 と 左 が 等 し いで す よ 、 
しい ぅ 意味 の 他 に も う 一 つの 働き が ある ん だ 。 有 側 ( 有 辺 ) の 数 値 
を 左側 の 変 変数 に 入れ る (代入 する ) と いう 働き だ 。 

A 十 1 ニニ A 
と 入力 し て みよ ょ 2 う 。 今度 は 「 ?SN ERROR」 と 出 た 。 こ の 「?SN 
ERROR」 と いう の は 、 シ ンタ ックス ぃ ネ ラ ー ンジ 


- よ ) と いう 、 コ ンピュータ ー か ら の 和 警 告 な ん だ 。 な ぜ な ら 、「 ニ 」 の 


左側 は 変数 じ や ない から だ 。 つ まり 、「A=A 十 1」 と いう の は 、「A 
ーA 十 1」 と で も 書く と 意味 が よく わか る と 思う けど 、 こ の 場合 「=」 
は 計算 の た め の 記 号 と いう より 、 命令 の 一 つ な ん だ 。 

昔 の コン ビ ピュー ター で は 、 こ れ を 「LET A= A え 十 1」 と 書い * て い 
だ た 。 け れ ど も 、 い つの 間 に か この 「LET」 と いう 単 叶 が 省略 きれ る 
ょ うに な っ だ ん だ 。 だ か ら 6、「A=A 十 1」 は 、 今 「A」 と いう 箱 に 
和信 っ て いる 数 字 に ト 1」 を 足し だ も の を 、 も う 一 度 「A」 と いう 箱 
に 入れ な る い 、 と いう 意味 だ 。 

半 。 

A=2.5 

と 人 お し よう 7? SN ERROR」 に な っ だ ね 。 これ は 、 と を 2 あっ 
の ベー シッ ク が 整数 形 ベ ー シ ッ ク 」 を いっ そそ 、 ここ で 扱う 数 字 は 
全部 整数 で な けれ ば いけ な い 、 し 約束 し て ある か ら だ 。 変 数 に は 、 
整数 し か 入れ る (代入 ) こと が で き な い の に 小数 を 代入 し ょ う を に 
だ た から な ん が だ 。 

A=5/2 
は と うか な 。「PRINT A」 と する と 、「2」 と 出る 。 エ ラー に な ら 6 な 
か っ だ 。 カサ キュ レー タ ポ ボー トド の と うお 生ま も れ だ よう に ュ コンビ 
ユー ター に は | て 」 を も LX/ よい 9 科技 は な が 《 で て 、『 テ 」 は 「 ン ノン 

「 メ 」 は 「※」 と いう 記号 を 使っ て いる 。 右辺 は 「5/2」 で 、「2.5」 
に な る か ら 、 整 数 し か 入ら な い 箱 に 入れ よう と する と 、 前 と 同じ で 
ネト は す ド と 思う 人 も いる だ ろう 。 と ころ が 、 

の 命令 で は 、 先 に 「5/2」 を 計算 する 。 その 計算 結果 は 、「 整 数 
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形 ベ ー シ ッ ク 」 だ か ら 6、 小 数 点 の 「 -9」 を 無視 し て 「2」 に な っ て 
し まう と いう わけ 。、「 2 を ド 信 に 代入 する の だ まち まじ に な 
ら な い の だ 。 今度 は 、 
A テ (一 5)/2 
と に 、「FPRHRNT A、 に し で みよ ます ! と 2 に な っ た 6 ら 。 
A= テ 65536 
と 表す を も た 、 と サカ か な 。 | DF ERROR」 と 表示 され だ 。 これ は 
「 オ ー バ パー・ フ ロー・ エ ラー」 と いっ て 、 「 扱 える 数 の 制限 を 越え て 
いま すず 。」 と いう ラー を の だ 。 
「 整 数 形 ペ ベー シック 」 で は せ は 、 扱え る 数 字 の 限度 が 決ま っ て いる 。 
A=65535 : PRINT A 
に も みよ う 。 
ここ で 新しい 記 す リザ 用 ぞ そ き だ ね ね 。 こ の 「: 」 は 2Z2 つ 玉生 の 
命令 を 一 度 に 入力 し た 時 の 区 切り 記号 で 「 コ ロン 」 と 言う 。 コ ロン 
で 、 一 つ 一 つの 命令 を 区 切っ て 、 最 後に KEITURN キー を 押す と 、 
を れ ぞ れ の 場所 で RETURN キー を 押し た の と 同じ 働き を する 。 プ 
ステ ー ト メン ト ログ ラム の 中 で も 多く 使わ れる 。 命令 の こと を 「 ス テー トメ ント 」 
と 言う 。 こ の コロ ン を 使っ て 、 い くつ も の 命令 を 集め た も の を 「 マ 
ル チ ・ ーー と 言う ん だ 。 
、 新 し く 覚 えた 二 20 の いも し て 、 あ れい も と こえ ま 」 
Ne 「65535」 じ ゃ な い 。 
実は 、 これ も 「 整 数 形 ペ ー シ ッ ク 」 の 制約 で 、 扱え る 数 は 「 一 32768」 
か ら 「32767」 ま で な ん だ 。「 一 1」 か ら 「 一 32768」 ま で の 整数 は 、 
32768 個 、「 0 」 か ら 「32768」 ま で の 整数 も 、32768 個 。 合 わせ る と 、 
65536 個 。、 つ まり 、「 整 数 ベー シッ ク 」 で は 、65536 通 り の 数 し か 扱え 
な いん だ 。 と ころ が 、 0 か ら 665535 ま で に する と 、「 マ イナ ス 」 の 数 
が 扱え が で なる を る 。 そこ て 、 
65535 = ニー1 
65534 テ ー2 
) 
32768 ニ ー32768 
32767= 3276Z 


) 
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1 三 1 


の = の 
と いう ラ よ うに 決 必 そ あ る ん だ 。 た 内 に は も わかり すら そう だ け と 、。 ュ 
ン ビ ュー ター に は 、 こ の 方 が わか りや すい か ら だ 。 なぜ か と いう と 、 


コン ピュ ー タ の 中 で は 2 進 法 て 計算 る きれ て いる か ら な ん だ 。( こ れ に 
つい て は 、 ジャ ンプ 編 で くわ し く 話 を う 。) と に か く 、 大 きい 数 字 を 
扱う 時 に は この こと に 気 を つけ よう 。 

と ころ て 気がつい た か な 。「 一 1」 と 表示 る れ た だ た 時 は 、 そ の 行 の 一 
番 左 (X 三 0) が 「 一 」 と 書か が れ て いる の に 、「 2」 の 時 は 一 番 左 
が -ー つ 宅 日 (ニス ペー ス ) で 、 数 字 そ の も の は 2 番目 は 夫 生 は の 
所 に 表示 る され だ た 。 これ は 、 次 に 出 て くる 文字 変数 の 違い を 出す だ 
め に 、 数 字 を 表示 する 時 に は 、 いつ も 「 待 号 」( プ ラス か マイ ナス ) 
を つけ る も な ゆあ だ 。 た だ ど 。 正 符号 (プラ ス ) の 時 は 、 それ を 省略 し て 、 
か わり に スペ ー ス を 使っ て いる の だ 。 

じ へ ん すう 


Sd 文字 変数 


画面 は 今 まで いろ いろ 書い た 文字 や 数 字 で いっ ぱい だ 。 
CLS 
と 入力 し て RETURN キー を 押し て みよ う 。 画面 だ が きれ い に そ うじ 
きれ て 、 一 番 上 に 「OK」 よ だ け 書 か れ た 。 こ の 「CLS」 と いう 命令 
は 、 画 面 を きれ い に す る 命令 だ 。 キー ボー ド の クリ アキ ー と の 違い 
は 、 ク リア 機能 は 命令 で は な いこ と だ 。 ク リア 機能 で は 画面 は きれ 
い に な る て カー ソル が 一 番 左 上 に 出る だ け 。「CLS」 は 命令 だ か ら 、 
さき れい に し だ た あと 、 命 令 終 了 の サイ ン 「OK」 を 表示 し て 、 カ ー ソ ル 
は 2 行 目 の 一 番 左 に 出る 。 
変数 の 話し に も どろ う 。 変数 に は 数 を 入れ る 、 と いう こと は わか 
っ だ けど 、 文 字 を 入れ る こと は で き な い だ ろう か 。 
A$= ニ “TEST” : PRINT AS 
ほし て みよ う 。 ち ゃ ん と 「TEST」 と 表示 きれ る は ず だ 。 こ の 「A $」 
は 、 訪 字 変数 し いっ て 、「$」 記 号 は 「A は 数 値 変数 で は な く て 文字 
突 数 で す よ 。」 た いう 意味 を 表わし て いる 。 | 
右辺 に 「“」「"」 と し て ある 。 こ れ は 、「 こ の マー ク で 開 ま れ て い 
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る 部 分 は 文字 列 で す 。」 と い 2 意味 だ 。 た と えば 、「A $ =AB」 と や 
る と 、 ュ ン ピュ ー タ ー は 右辺 の 「AB」 を 数 値 変 \ 数 し と し て し まっ て 、 
「 9?TM EROR 」 と 返し て いる 。 こ れ は 、 タ イプ ・ ミ スマ ッ チ ・ 
エラ ーー と 言っ て 、 右 と 左 の 形 (イプ) が 合っ て な い 、 と いう エラ 
ー だ (数 字 を 入れ る 箱 を 数 値 変数 、 文字 を 入れ る 箱 を 文字 変数 ) 。 
コン ビュー ター が 、 何 か の 数 字 を 記憶 する 時 、 そ の 記憶 の た め に 
BYTE 場所 を 使う 2 わけ だ けど 、 を その 最小 単位 を 「 バ イト (BYTE)」 と 
う 。「1982 BYTES FREE」 と いう の は 、1982 個 分 の 場所 (メモ リ 
ー) が あい て いる よ 、 と いう 意味 だ どっ た だ ん だ 。 数値 変 数 を 記憶 する 
時 、 間 数 型 ペー シッ ク で は 、 1 っ の 変数 に つき 、 2 バイ ト を 使う 。 
( 逆 に イオ モ し か 使わ が ない から 、 扱 える 数 値 が 決ま っ て 、 小 数 も 
使え な い と いう 制約 が で きる と も 言え る ん だ ) と ころ が 、 文 字 は 1 
文字 で 1 バイ ト を 使う 。 そ し て 、 文 字 変 数 は 、 そ の 中 に 31 文 字 ま 
で 代入 で きる か ら 、1 つ の 文字 変数 は 31 バ イト 使っ て し まう 。 る を 
ん な こと も あっ て 、 文 字 変 数 と 数 値 変 数 し は 、 は っ きり わか れ て い 
る ん だ 。 
A$ ニ “1” : PRINT A$ 
と も て みよ う 。、} す まう まな る ね わ 。 
A=1 : PRINT A 
て は と うだ あう 。 と 4 も な る 竹 す が だ 。 
数 字 も 、 文 字 の 一 部 だ と いう こと が わか る で し ょ う 。 前 の 式 で は 、 
「 1 」 は 文字 と し て 扱わ れ て いる 。 次 の 式 で は 「 1 」 は 数 字 だ か ら 、 
数 値 変数 の 所 で 言っ た よう に 、 プ "ラス の 意味 の 空白 を 1 個 作 っ た あ 
と に 「1」 と し て 表示 きれ る わけ が だ 。 
この 文字 変数 、 一 つの 変数 に つき 、 長 きる が 31 文 字 ま で 許 る きれ て い 
る 。 ま だ 、 文 字 変 数 と 文字 変数 を 足す こと は で きる けど 、 割 っ た り 、 
か けた だり 、 引 いた だ たり は で き な い よ 。 " 
A$=“TE” : B$ や ニー“ST” : A や ニーA$ 十 B$ : PRINT A$ | 
て 、 おま 義和 きま も な る: | 


Ss4 変数 名 は ご ん な も の 


る て 、 こ の 文字 変数 、 数値 変数 は 、 い くつ で らい 作れ る だ ろ 23。 
5 プア まり っ パー ッッ グ ボッ プ 
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中 





mm 





変数 「ABCDEF」 と いう の は 可能 だ ろう か 。 な ん と 、 こ の GAME 
BASIC で は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト で は じ ま る 、 長 き 255 文 字 ま で の 変数 
名 が 許さ れ て いる の だ 。 実 際 に は 、 そ ん な 長い 変数 名 は 使わ な いし 、 
メモ リー 自体 、 わずか 1982 バ イト で は 、 プ ログ ラム に 長い 変数 名 を 
使う と 、 あ っ と いう 間 に ヌ メモ リー オー バー だ 。 それ に 、 こ の 変数 名 、 
最初 の 2 文字 まで し か 区 別 し な いん だ 。 

AAA ニ 1 : AAZ ニ 9 : PRINT AAA 
ト す る と 、「9」 と 表示 きれ て し まう 。「AAA」 も 「AAZ」 も 、 最 初 
の 2 文字 は 「AA」 だ か ら 、 コ ンピュータ ー の 中 で は 同じ 変数 名 と ろ 
な され て 、 あ と で 代入 し た 数 値 「9 」 が 入っ て いる わけ だ 。 

この 変数 名 に は 、 カ ナ や 記号 は 使 を な い 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト と 数 字 
の 組み 合わ せ で 、 し か も 先頭 は アル ファ ベッ ト の も の だ け だ 。 ま た 、 
ペー シッ ク の 命令 語 は 使え な い 。 

A サ ニ 2 

Al =2 

時 2 

PRINT ニ 2 
な ど は 、 全 部 「?SN ERROR」 と な る 。 

AS 

IFF ニ 2 

PRIN 三 2 
な ど は 許さ きれ て いる 。 ま た 、「AA」 と 「A」 は 違う 変数 と みな きれ 


ほす る と 、 エ ラー こる 起き な いけ ど 、 認 め ら れ な い 。 最 初 に 数 字 が 
ある と 、 コ ンピュータ ー が 、 こ れ は プログラム の 一 部 だ と 思っ て し 
まう か ら な ん だ 。 (63 ペ ー ジ を 見 て /) 

えん ざん し 


SD 演算 子 


コン ビュー ター で は 、 計 算 す る こと を 演算 と 言う 。「 演 算 子 」 と い 
2 の は 、 計 算 す る 時 に 使う 記号 で 、 次 の 3 つが ある 。 


算術 演算 子 
002 BASIC で の 計算 は ? 55 











4 

論理 演算 

まず 、 算 術 演算 子 。 こ れ は 、 数 を 足し た り 引 い だ り する 時 に 使う 
記号 で な じみ の も の だ 。 加減 乗除 、 を れ そ を それぞれ 「 十 」「ー」!「※」 
「 ン 」 を 使う 。「 メ X」 や 「 そ 」 は な いこ と は 前 に も 言っ た 通り だ 。 分 
数 を 書く 時 も 、「/」 を 使う 。「 受 」 つ っ 「3 プ 8」 と いう よう に な る 。 


除算 の と き 、「 プ 」 の 右 に は 0 また は 、 0 に な る よう な 変数 を 使っ 
て は いけ な い の は 数 学 と 同じ だ 。 
も う 一 つ 「MOD」 と いう の が ある 。 
A=5 : B=2 : PRINT A MOD B 
結果 は 「1」 と な る 。 こ れ は 、「A」 を 「B」 で 割っ た 残り (余り ) 
と いう 意味 な ん だ 。 
この 「MOD」 を 使う 時 、 左 側が 数 字 な ら '5MIODB」 の よう に ス 
ペー ス を 入れ な く て も いい けれ と ど 、 文 字 の 場合 「AMODB」 と する 
と 、 コ ンピュータ ー が 「AMDOB」 と いう 変数 名 だ と 思っ て し まう 5 
の で 、 必 ず ス ペー ス を あけ て 「A MOD B」 の よう に 書か な けれ ば 
いけ な い 。 」 
関係 演算 子 し は 、 2 つの 数 や 変数 (文字 変数 も ふく ぜ ) を 比べ る 
時 に 使う 。 
ー 両辺 が 等 し い 同じ 
く > 両辺 が 等 し く な い (数 学 の 「 ミ 」) 
> 左辺 が 右辺 より 大 きい 
く 左辺 が 右辺 より 小さ い 
> 左辺 が 右辺 より 大 きい か 、 等 し い (数 学 の 「 生 」) 
< く = 左辺 が 右辺 より 小さ いか 、 等 し い (数 学 の 「 ミ 」) 
の 6 つが ある 。 普通 の パソ ツユ コン は 、 “ 
を クル ニー ッ ーー ッ , ニー ニー< 
と も 書く こと の で きる も の が ほとん ど だ けど 、 フ ァ ミ コン で は 、 上 | 
の 6 つの 方 法 し か 許 き 8 きれ て いな い 。 | 
| 
| 





デマ こ で の! まろ は ほ は 本 まで を 使っ で きた だ た! リ ニ 」 し と は 使い 方 が 違う の 
は わか る ト し 人 う 。 
ゲー ム を 作る 時 、 君 の うっ た 弾 が 敵 に 当たっ たら 、 敵 は 死ぬ 。 と 
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いう ブロ グラ ム は と う 作 る だ ろう 。 敵 の いる 場所 (本 当 は メニ , Y= 
で 表わす ね ) を A と いう 変数 に 入れ て 、 弾 の 位置 を B と いう 変数 に 
大 れる 上 。 

も し ACB が 同じ な ら 6 ば 敵 は 死ぬ 
と な る 。 こ れ を ベーシック で 書く 〈 と 、 





IF THEN IF A=B THEN 疾 は 死ぬ 
な る ん だ 。 
IF 一 - THEN | | 


と いう の は 、 デザ た で ま ょ 使う 命令 語 で 、 「 も し 一 の 条件 が 成 
立 し た ら | | を 行なう けど 、 成 立 し な けれ ば 、 何 も し な い 。」 とい 
2 意味 だ ど 。「 一 - の 条件 が 成立 し た ら 」 と いう の は 「 一 - が 真 な ら ば 」 
と いう こと 。「 一 - の 条件 が 成立 し な けれ ば 」 と いう の は 「 一 > が 偽 
な ら ば 」 と も 言う 。 
ここ で 、 コ ンピュータ ー は 「 一 ~- 」 が 真 か 偽 か を まず 判断 し て 、 真 
な ら ば 「 一 1」、 偽 な ら ば 「0」 と いう 数 字 で 返し て くる 。 つ まり 、「IEF 
“ ーー THEN」 と いう 文 曹 は! ーー」 が ー1 な 6「THEN」 の あと の 
命令 を 実行 し て 、 0 な 6 実行 し な い 、 と いう 命令 で 、 必 ず 「IF」 と M 
" 「THEN」 は 一 組 で 使わ れる 。 
A=(2=2) : PRINT A 
A=(2>2) : PRINT B 
の 二 つ を や っ て みよ う 。 ヨン ピュ ネー デー は まま 、 カ ァ コ っ ( ) の 中 
を 優先 する 。 と ころ が 、 カ ッ コ の 中 の 「 ニ 」 の 両辺 が 定数 だ か ら 、 
「 ニ =」 は 代入 の 意味 で は な (て 、 両 辺 の 関係 を 調べ る 記号 だ と いう 
こと が わか る 。「2 三 2」 は 、 あ だ た だ り ま え ぇ で 真 な わけ だ か ら 6、「 一 1」 
を 返す 。 次 に 「A ニ 」 の 「 ニ =」 は 、 左辺 が 変数 だ どか ら 6、 右 辺 の カッ 
コ の 中 、 つ まり 「!「 一 1」 を A に 入れ る 。 一 方 、 下 の 式 の カッ ュ ユ の 中 
「( 2 > 3 )」 は 間違っ て いる の で 「0 」 を 返し 、A に 代入 する 。 
A$= ニ “YES” : A ニ 2 
と し て みよ う 。 そ の あと で 、 
IF A= ニ 2 THEN PRINT A$ 
ちゃ ん と 「YES」 と 表示 きれ た で し ょ 5。 
IF A= ニ 3 THEN PRINT A$ 
今度 は 何 も 出 な い 。 を そう 、A は 3 じゃ な いか ら 、「THEN」 の あと を 
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実行 し な か っ だ わけ だ 。 
命令 と 命令 の 間 に は 「 :」 を 入れ な けれ ば いけ な か っ だ よね 。 だ 
し か に そう な ん だ けど 、 こ の 「IF 一 - THEN| |」 と 、 あ と で 出 
て くる 「EOR 一 - TO 一 - STEP 一 - 」 文 に 限っ て 、 全 部 を 一 つの 
命令 令 と みな すこ と が て きる の だ 。 
この 関係 演算 子 は 、 文字 列 ・ 文字 変数 に つい て も 使え る 。 
“ABC” ニ “ABC” ンー 
も ちろ ん 、 こ れ な ら わ か る ね 。 それ じゃ 、 大 小 は どう だ ろ 3 う 。 巻末 
の キャ ラク ター ユー ド 家 牧 深 生ま は ほしい 。 コー ドナ ン バ ー と それ に 
対応 する 文字 の 表 だ 。 「A」 は 65 の 所 に 書か が れ て ある 。「C」 は 67 だ 。 
も うわ か っ だ か な 。「C」 は 「A」 よ り 大 きい わけ だ 。 この 文字 に 対 
応 す る コー ドナ ン バ パー が 大 きい ほど と 、 そ の 文字 が 大 きい 。 2 文字 以 
上 の 文字 列 は と いう と 、 ま ず 両 方 の 一 番 最初 の 文字 を 比べ る 。 違う 
文字 な が ら 5、 そ の 1 文字 の コー ドナ ン バ ー の 大 きい 方 が 大 きい 文字 列 。 
も し 同じ 文字 な 6、 そ れ ぞ れ の 二 番 目 の 文字 を 比べ る 。 そ う や っ て 
ずっ と いっ し ょ な ら 、 長 い 方 が 大 きい と いう わけ な ん だ 。 
ウッ AP 
CCC” > “CCA" 
“CAAY> CA" 
と 、 い みろ いろ 実験 し て みよ 2 う 。 
最後 に 、 論理 演算 子 。 これ に は 4 つ あ る 。 
AND (論理 積 ) 
OR (論理 和 ) 
NOT ( 理 定 ) と 
XOR (排他 的 論理 和 ) 
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[ 100 人 の 人 が いて 、 数 学 と 国語 の 試験 を 受け た と し よ ょ この 内 。 
| 数 学 で 50 点 以上 を と っ た 人 (数 学 の 点数 >= ニ 50 の 条件 を 満た す 人 だ ) 
を A 集 団 と す る 。 一 方 、 国 語 の 50 点 以上 の 人 を B 集 団 し する 。 それ 
ぞ れ 、 図 1 と 図 2。 四 角 い ワク は 100 人 を 表わし た も の で 、 中 の 斜 
線 の 入っ た 円 は 、A 集 団 、B 集 団 だ 。 
この 時 、「NOT A」 の 集団 と 書く と 、 図 3 に な る 。 つ まり 、 条 
件 を 満た し た 集団 A で な い 他 の 人 た ち 、 ま た は 、A と いう 条件 に 合 
っ て いな い 集 団 と いう こと だ 。 次 に 、 こ の AEB を 重ね 合わ せ て み 
ょ う 。 両方 の 科目 で 50 点 以上 を と っ た 人 が いれ ば 上 の 図 に 、 い な け 
れ ば 下 の 図 に な る ( 図 4)。 
「 和 AA AND B」 は 、A で も ある し 、B で も ある 人 た ちの 集団 。 
信 OR B」 は 、A か 、 まだ は B の 集団 。 
「A _ XOR B」 は 、A か ヵ か 、 まだ は B の 集団 の 中 で 、A、B 両 方 
の 条件 の 人 を 除い た 集団 、 つ まり 、A だ け か 、 ま た は B だ け に 合 て 
は まる 集団 ( 図 5)。 
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XOR の 場合 





を それ ぞ れ の 斜線 の 部 分 が 、「AND」「OR」「XOR」 の 条件 を 満た す 
集団 だ 。 8 
ゲー ム の キャ ラク ター は 、 双 座標 と 、Y 座 標 の 2 つの 変数 で 、 ど と 
こ に いる か を 表わす の が 普通 だ 。 と する と 、 弾 が 当たっ だ か を 調べ 
る の に 、 次 の よう に 合う 。 
IF AX ニーBX AND AY=BY THEN 死ぬ 
AX 一 キャ ラク ター の X 座 標 
AY つ キャ ラク ター の Y 座 標 
BX 一 の X 座標 
まこ SED 
_ この 論理 演算 子 は 、 他 に も 使い 方 が ある 。 ジ ャ ンプ 編 で も 5 一度 
追求 し て みよ う 。 
演算 子 と か 論理 積 し か 、 難 か し い 日 本 語 が いっ ぱい 出 て きた けれ 
ど ふん な 詩 業 深 ま ま な で っ 夫 い いん だ 。 た だ 、 それぞれ の だ いた 
ぃ の 働き だけ は 頭 に 入れ て な いて ほし い 。 
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Rm 


ASC( ) 


コー ドナ ン バ ー 








CHRS( ) 


し か た すう 


SB CHH と ABSC, 文字 関数 


文字 列 の 大 小 を 比較 する 時 に 調べ た キャ ラク ター の ユー ドナ ン バ 
ー を 覚え て いる か な 。 

A$ ニ =“A”" : PRINT ASC (A$) 
ほ L し て みよ う 。「65」 だ ね 。 こ の 「65」 は 、 た し か 文字 「A」 の コー 





ドナ ン バ ー じ ゃ な か っ た だ か な 。 その 通り だ 。「ASC」 と いう 命 令 は 、 


ある 文字 の コー ドナ ン バ ー を 数 字 と し て 直せ 、 と いう 命令 だ 。 

ASC (目的 の 文字 、 ま た は 文字 列 ) 
と いう 形式 で 書く 。 で は 、「C」 は どう か な 。 

PRINT ASC (C) 
エラ ー に な っ だ ね 。 文字 列 を 扱う 時 は 、 そ の 文字 列 の 前 後 を 「“"」 
で 時 約束 だ っ だ 。 さ る っ き は 、 文 字 列 を その も る の で は な 〈 く 、「A$」 と 
いう 文字 変 数 だ ら っ だ か ら て 生 は 、 い らら りな か っ た ん だ . 

PRINT ASC (“C”) 
今度 は 「67」。 うま くい っ た 。 

PRINT ASC (“CBAD”) 
や は 9 「67」 だ 。 カ ッ コ の 中 の 文字 列 の 長 る が 2 以上 の 時 は 、 一 番 
最初 の 文字 の ュー ドナ ン バ ー を 与え て くれ る 。 

今度 は 逆 に 、 コー ドナ ン バ ー で 文字 を 書く こと が で きる か どう か 

oo そ よう 。 

PRINT CHRS (65) 
これ で 、「A」 と いう 文字 が 出 た ね 。 カ ッ コ の 中 に 0 か ら 6255 ま で の 
数 子 を 入れ る と 、 そ の コー ドナ ン バ ー の 文字 が 出 て くる 。 カッ コ の 
中 に 、 マ イナ ス や 、 256 以 上 の 数 字 を 入れ る と 、 そ ん な ユー ドナ ン バ 
ー は な いか ら 、 エ ラー に な っ て し まう 。 も も ちろ ん 、 

A$=CHRS$(67) : PRINT A$ 

ょ うな 使い 方 も る で きる 。 


Ss / プロ グラ ム の 書き 方 


今 ま で ずっ と 、「 ダ イレ クト ・ モ ー ド 」 で の 入力 を 続け て きた 。 
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D= の :PRINT D 
千 え ん ば に こも ちの た 500. 赴 に そ は 。 
1 の D=89:PRINT D 
た も で み ま う 8 今度 は 何 も 表 示し な いし 、 「OK」 の サイ ン も 出 て こ 
な い 。 だ し か 。 
1A ニ 2 
と や っ た だ 時 も 同じ だ っ だ は ず だ 。 つ いで に これ も 1 も 入力 し て みょう 。 
F うし た ん だ ろう 。 
実は 、 こ 耗 が デ ョ ゲス 馬 あ 契 計 を も に 、 
LIST 
と 入力 も て ご ちん 。 
1 A=2 | 
1 の D=8:PRINT D 
と な の た 本 すす だ 72 
48 ペ ー ジ の ファ ミコ ン 接 続 の 手順 を 思い 出 を そう 。① と か の ② と か 、 
頭 に 数 字 が あっ て 、 を その 順番 通り に する ん だ っ ただ た よね 。 こ この 「1」 
と が 「10」 と いう の は 、 こ の ①, ② と 同じ 意味 な ん だ 。「 1 」 と か 「10」 
と いう の を 行 番号 と し いう 。 な ぜ 「1」 の 決 は 「10」 な の か っ て ? 
れ は 別に 「2」 で も 「10000」 で も か まわ な いん が だ 。 
5 RPINT A 
と に で 村 お に 。 を あ あと 。 
LIST 
と まま も を 。 
1 A ニ 2 
5 PRINT A 
1 の D=8:PRINT D 
行 番号 と な っ て いる (に この 「1」 と か 「5」 を 行 番 号 と いう )。 「 
ファ ミコ ン 接 続 の 手順 の 時 、③ と ④ の 間 に 何 か 別 の 命令 を は る も | 
うと する と 、 を の 命令 が ④ に な っ て 、 も と の ④ は ⑤ に 、⑤ は ⑥ に と | 
全部 ずら し て いか な けれ ば な ら な いね 。 
と ころ が 、 こ う や っ て 行 番号 の 間 を あけ て お く 〈 と 、 今 や っ た よう 
に 、 あ と か ら そ の 間 の 行 番号 を つけ た 命令 を 入れ る と 、 コ ン ピ ュ ー 
ター が 自動 的 に 小さ い 順 に 並べ さか えて くれ る 。 を そし て 、 行 番号 を ず 
0 プア を ww うと ホッジ 








ビビ E 


5 し て いく 必要 も な いね 。 行 番号 は 、0 か ら 65535 ま で 話さ れる 。 (数 
の 制限 と 同じ だ ) 

. て は 、 な ぜ 「OK」 が 出 な いん だ ろう 。「OK」 は 命令 を 与え て 、 実 
行 が 終わ っ た 時 に ユン ピュ ー タ ー ee 更生 て くる も の だ っ だ 。 た ころ 
が 、 今 君 が や っ て いる の は 、 プ ログ ラム を 作っ て いる こと で 、 実 行 
は 命令 し て いな い 。 だ か ら 、 実 行 が 終わ っ た サイ ン 「OK」 も 返っ て 
こない ん だ 

行 の 一 番 最初 が 数 字 だ っ た 時 に 、RETURN キー を 押す と 、 そ れ 
は 、 プロ グラ ム を 記 億 する 場所 へ 送り こむ し る し に な る ん だ 。 そ し 


ぎ よ う ば 


て 「LIST」 よ いう 命令 は 、 プ ログ ラム を 行 番号 の 小さ い 順に 並べ て 
見 せ て くれ 、 と いう 直接 命令 で 、「LIST」 の あと に す で 押 し た 
RETURN キー は 、 を の 行 の は じ め が 数 字 で な いか ら 、 ブ ログ ラム じ 
ゃ な く て 、 命 令 だ と 判断 する 。 を し て 、 記 憶 す る 場所 へ 送る の で は 
な く て 、 コ ン ピ ュ ー ター に 伝え る た め の し る し に な る ん だ 。 
1A= ニ 2 一 1 A テ 2 


と な っ た だ の も 、 行 番号 と 命令 を 分 ける だ め に 、 コ ンピュータ ー が 、 





1 字 分 を 空白 に し て 見 や やす 《 し て いる の が だ ゼ 。 M 
この ブログ ラム を 実行 きせ る 命令 が 、 | 
RUN 


まま っ ょ 表示 きれ た あと 、 ちゃ ん と 「OK」 が 出る で し ょ 
う 。 ブ ログ ラム の 中 の 命令 を 順番 に 実行 し た か ら 、「2」 と 「8」 を 
表示 し て 、 実 行 終わ り の 合図 に 「OK」 を 出し て きだ の だ 。 
PRINT A 
と ダキ レク グ クト モー ド て 開い て みよ う 。 ちゃ ん 5 ! 2」 に な っ そる ね 。 
5 A=5:PRINT A 
っ 
LIST 
と 茜 令 も て みよ う 。 (こせ を で を 、『 リ サス ネ * を 6 も いう ) 


「 1 A ニ 2 
5 A=5:PRINT A 
1 の D=8:PRINT D 
に な っ て いる を る 。 
同じ 行 番号 で プロ グラ ム を 入力 する と 、 あ と で 入力 され た 行 が プ 
0 0 2 BASIC で の 計算 は ? 63 

















FRE 
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ログ ラム の 中 に 入る し くみ だ 。 
さて 、 こ と こそ もう 。 
PRINT A 
に し て みる 。 あ れ 、 今 度 は 「9」 に な っ て し まっ だ た 。 る っ き は 「2」 
だ っ た だ し 。 今 大 表し た の は ラム の と 部 で 、 そ れ に 「A=5」 
だ っ だ は す な の に 。 
これ は 、 ブフ ログ 0 品 を 変 生 陸 に な り 新しく 入力 する と 、 すべ 
て の 変数 の 値 は 0 に な る ( 録 を ou と いう 約束 だ か ら 
だ 。 部 の パソ ュ ン を 除く ) この こ な 身 数 を 「 クリ ア す る .」 
し 千 ラ 。 ここ て の 生生 UN し お る あ そ 、 
PRINT A 
と する と 、 今 度 は 「5」 に な っ て いる 。「RUN」 し た あと 、 プ ログ ラ 
ム を 変更 し て いな いか ら 、 変 数 「A」 の 値 が 保存 きれ て いる わけ な 
た と と 
CLEAR 
と ダイ レク ト て 命令 し た あと 、 
PRINT A 
と し て みょう 。 あれ 、 プ ブロ グラ ム を 変更 し て な い の に 、A の 値 は 「6」 
に な っ て いる 。 こ の 「CLEAR」 と いう 命令 は 、 す べ て の 変数 を 9 に 
する 、 つ まり 、}1 あ みよ まま 」 全 も まあ まい う 命 信 な ん だ 。 
言い か えれ は 、 ブロ グラ ム の 一 部 を 変更 し た り 、「RUN」 を 命令 す 
る と 、 自動 的 に ( 君 が 命令 し な く て も )、 こ の CLEAR の 命令 を 実行 
する 、 と も 肖 え た る の だ 
NEW 
と ダイ レク ト て 命令 し て みょう 。「NEW」。 新しい 、 と いう 意味 だ け 
と に 、 と うな た だ あま 
LIST 
と 命令 し て 見 て みよ う 。 と 思っ た だ けれ ど 、 リ スト が 出 な い 。 な ん と 
ブロ グラ ム が 消え て し まっ た の だ 。 
この 「NEW」 と いう 命令 は 、 ブロ グラ ム を 全部 消し て 、 . を それ に 変 
数 も 全部 消し て し まう 、 と いう 命令 だ 。 こ うな る と 、 普 通 通 の 方 法 で 
は も 5 う 、 も と の ズ ロ アク ラム セ び 用 まき は で き な い 。 ここ で 、 
PRINT FRE 


ホッ プ 














KEY LIST 








と し て みよ う 。「1982」 と な る は ず だ 。 こ の 「1982」 と いう 数 字 は 、 
に こ か で 見 た ね 。 そ う 、GAME BASIC に し た 一 番 最 初 の 画面 の 3 
行 目 に 、 
1982 BYTES FREE 

を 雪 て だ お 。 

プロ グラ ム も 3 変数  、 全部 消し て し まっ だ の で 、 一 番 最 初 と 同じ 
ぐら い 、 記憶 する 場所 が で きた と いう こと だ 。 を そし て 、 こ の 「FRE」 
と いう の は 、 残 っ て いる 記憶 で きる 場所 の 数 を 意 味 する 3 変数 な ん だ 。 
ee 変数 は 「A= 2 」 と いう よう に 、 君 が その 値 を 与 を な けれ ば 

* け な いん だ けれ ど 、 こ の 「FRE」 の よう な も の は 、 コ ンピュータ 
っ その 値 を 決め て くれ る 、 「 予 約 関数 」 と で も 言え る も の 
だ 。 


S コ ファ ン ンク シ ン キ ー 


と いう わけ で 、 今 、 何 も か も クリ ア さ る され て 、 一 番 最初 の 画面 に も 

と つつ だ な とこ 罰 ぞ 。 
KEY LIST 
と 命令 し て みよ う 。 写真 3 の よう に な っ た は す だ 。 

ファ ンク ショ ン キ ー に つい て は 、 君 は も 充分 知っ て いる ね 。 
TLIST」 と いう の は プログ ラム を 見 ぜ せな きい 、 と いう 命令 だ っ だ は 
ず な の に 、 こ の 「KEY LIST」 と いう の は 何だ ろう 。 

KEY LIST」 と は 、 プ ァ ング クション シン キー の それ ぞ れ に どん な 文字 
列 が 登 * 録 きれ て い る か 見 せな る い 、 と いう 命令 な の だ 。 

プ デ ン クシ ョ シン キー の 8 つの うう | さす 。 まま イコ 「F 
8」 は も う 知 っ て いる ね 。「F 5」 の 「SPRITE」 は 作戦 指令 003 で 、 
「F1」 の 「LOAD」 は この あと 002-4 で 、 く わし 説明 する 。 

「F3」 の 「GOTO」 は な ん だ ろう 。 これ は プロ グラ ム の 中 で 、 

GOTO 39 の 5 
の よう に 使う 。 プ ログ ラム は 、 行 番号 の 小さ い 順に 実行 され る ん だ 
けれ ど 、 時 々 飛び 越し て 他 の 所 を 実行 きせ た り 、 今 実行 きれ て いる 
行 の 番号 より 小さ い 行 番号 の 所 に 書か れ た 命令 を 実行 きせ た い 時 が 
ある 。 そ ん な 時 に 使う 命令 で 、 普 通 は プロ グラ ム の 中 で し か 使わ れ 
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な い 。 いわ し い 実 例 は 作戦 命令 003 で た きん 出 て 〈 く る は ず だ 。 

「 ド 6」 の 「CONT」 と いう の は 、 逆 に 、 の まま あー ド て し か 
使わ な い 命 令 だ ど 。 プロ グラ ム を 実行 中 に STOP キー を 押す と 、 と え 。 
グラ ム の 実行 が 中 止 さ れる 。 と いう の は 、 キ ー ボー ド の 所 で 説明 し 
た 才 と の 中 断 し た 所 か ら を の プロ グラ ム を 再開 し た い 時 に 、 この 命令 
を 使う ん だ 。 

さて 、「F 4 」 を 押し て みよ う 。 

CHRS ( ) 
と 出 て 、 (と の す で う も あて で あ W ツル が 点滅 し て いる だ ろう 。 一 度 
STOP キー を 押し た あと 「F 2」 を 押す と 、 
PRINT 
と 出 て 、「 征 」 か ら 一 字 い て カー ソル が 点滅 し て いる 。 ま た STOP 
キー を 押し て 、 今 度 は 「F 7」 を 押し て みよ 2 う 。 
LIST 
ほ 表 示さ れ て 、 決 の 行 に 「OK」 が 出 た 。 そ の も ぅ 一 つ 下 の 行 に カー 
ソル が 用 で いる 。 
』 PRINT の 時 は すぐ わか る ね 。「F 2 」 に 登録 きれ て いる の は 、 
「PRINT」 と いう 文字 列 で は な く て 、「PRINT 」 と 、「T」 の う 
し ろ に スペ ー ス 1 文字 分 が 入っ た 長き 6 の 文字 列 ど ビ っ た ん だ 。 それ 
に 比べ て 、「F 4 」 の 「CHR$ (」 は 、 見 た 通り 長き 5 の 文字 列 が 入 





っ で だ わけ は だ 。 に 
「F 7 」 は 何だ どろ う 。 こ の 状態 は 、 プ ログ ラム が ぜん ぜん 入っ て い 
な い 時 に 、 
LIST 


の あと RETURN キー を 押し た の と 同じ 状態 だ 。 

実は 、 こ の RETURN キー も 、 画 面 に は 表示 る れ な いけ ど 、 一 
の 文字 と し て 立派 に コー ドナ ン バ ー を 持っ た 文字 し た も いえ る ん だ 。 
つま り 、「F7」 に は 、「LIST」 に RETURN キー と いう 合計 5 文 
分 の 女 字 列 が 登録 る きれ て いた の だ 。(「(M)」 と 最後 に 書か れ て いる も の ) 

ここ で 、BG 画面 の 「 セ レク トモ ー ド 」 で ファ ンク ショ ン キ ー を 押 
し た 時 の こと を 思い 出し て ほし い 。 実 は 、 あ の モー ド で も 、 フ ァ ン 
クシ ョ ン キ ー の 中 身 は 今 と 同じ どっ た ん だ 。 と ころ が 、 セ レク トモ 
ー ド で は な 普通 の 文字 キー は 、 い くら 6 押し て も 何 も 変 化し な い 。 意味 
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、 


の ある の は 、 2 c RETURN キー まま 
< ュー スキ の を ふく 文字 列 が 登録 きれ た 本 は 、 
スペ ー ス キー と 同じ 働き も し 、RETURN キー を ふく われ 文 字 列 が 登 
錠 さ ぐれ だ 「F 1」 | こま 7」!「F 8」 は 、RETURN キー と 同じ 
半 ま を し た だ た 。 を し て 画面 の キー を ふく 〈《 ま な い 「F4」 は 、 何 も 変 
化 を 起こ 2 だ 。 





モ こ て 何 回 も 話し た 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー へ の 文字 列 の 登 
汰 を 鐘 凍 し よる 
KEY 1. “LIST” 


た: タダ イレ クト で 打ち 込ん で みよ ょ 25。 を の あと 、「KEY LIST 」 と 入 
力 する と 、 お 見 事 、 まま 」 ば 天 交 計ら っ て いじ 4。「F ド 1」 キ 
ー を 押す と 、 


ほ 表示 され て 、 カー ツル は 「T」 の と な り て 点 減 し て いる 。 EE 
囲ま れ た 文字 列 の 「 征 」 の あと に 、 スペ ー ス を 定義 し て いな いか ら 
あ だ た だり まえ だ 。 ス ペー ス を 入れ だ い 時 に は 、 
KEY 1 “LIST ” M 
と すれ ば 良い 。 
この KEY」 の あと の 「 を 590 PU0NN で こ 夜 る こし 
で 、!F2」 か ら 「FE8」 の 内 容 を 登録 どき る わけ だ 。 
それ で は 、RETURN キー を 登録 する に は と うす 槍 ば よい の だ ろ 
う 2 か 。 RETURN キー ー の ユー ドナ ン バ ー は 巻末 の キャ ラク ター コー 
ド 表 に は の っ て な いけ ど 実 は 13 な ん だ 。 を し て 文 字 列 の 足し 算 が 
て きる 、 と いう 説明 を 思い 出 を う 。 
KEY 1 “LIST” 十 CHR$ (13) 
これ て ド 上 」 キー は 、!F7 | eee ま 29 だ を 同じ に な っ た は ず 
な も エグ よう 。 
この 章 を 読ん で いる 君 、 これ で も うい くつ ベー シッ ク の 単語 を 覚 
を だ か な 。 数 える と 、 も う 23 個 に も な る ん だ 。 もう 一 息 だ よ 。 
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まち が えた 
で も 大 丈 天 


き て 、 今 まで いろ いろ 打ち 込ん で き て 、 君 は 何 回 ぐら い 「 ゼ ーッ 」 
Lua 「?SN ERROR 」 と いう 表示 を 見 て きだ か な 。 
この ! ? 






SN ERROR」 は 、 前 に も 言っ た 通り 、 命令 が 違 う 、 文法 
が 眉 う と いう 意味 だ 。 
1 の A$=CGR$ (65 : PRINRT A$ 
まで 症 > る ログ ラム を 入力 し て みよ う 。 見 れ ば すぐ わか る 通り 、 こ 
Ba 間違い あま で 6 。 で に の RETIURN キー を 押 
、 この 段階 で は 、 まだ ンー は 起き な や ね 。 こ こ で の RETURN キ 
ー は 、 プロ グラ ム を 記憶 する 場所 に 、 この 行 を 送り 3 込む と いう 役割 ! 
し か だ な て 、 この 命令 を 実行 きせ た わけ で は な いか ら 、 コ ンピュータ 
ー に も $ エ ラー が ある か どう か わか ら な いん だ 。 
る て 、「RUN」 き せ て みよ ょ よう 。 ダ イレ クト で 「RUN」 と 打っ て 、 
RETURN キー を 押す か 、「F 8」 を 押す だ け で も 同じ だ っ た ね 。 
2SN ERROR IN 1 の 
c 表示 さる され だ だ ろう 。 この 「IN 10」 は 、 プ ログ ラム 実行 中 に エラ ー 
が 出 だ 時 、 ど の 行 に エラ ー が 出 た か を 教え て くれ る メッ セー ジ で 、 
この 場合 10 行 に エニ ラー が ある と いう 意味 だ 。 
LIST 
を と の て みよ ょ よう 。 まず 、「 で CHR$」 の 「H」 が 「G」 に な っ て いる 。 
カー ツル キー で カー ソ ツル を 「G」 の 文字 に 乗せ よう 。 を その 位置 で 「H 」 
の キー を 押す 。 ち ゃ ん と 「CHR$」 に な っ て 、 カ ー ソ ル は 「R」 の 所 
に ある 。 ここ で RETURN キー だ 。 今 、 カ ー ソ ツル は 「OK」 の 所 に あ 
を ね 。 カマ ソル を ーー ウ ギ に し て こま だ サス ト を 上 っ て みよ 5. 
1 の A$=CHRS$ (65 : PRINRT A$ 
と な っ て る ね 。RETURN キー は 、 い つも を の 行 の 一 番 最後 の 所 で 押 
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き な く て も 、 続 いて いる 行 な ら 、 を その どこ で で も 自由 に 押す こと で 
役目 を は た し て くれ る 。 

次 に 、「PRINRT」 が なか し い 。「R」 が 1 個 多 いね 。 カーソル を 
「」 の 所 に 持っ て いこ う 。 こ こ で 、DEL キー の 働く 番 だ 。 1 回 提 
し て みよ う 。「」 か ら あ と の 文字 が 全部 いっ し ょ に 左 へ 1 個 働い 
て 、「 千 」 は 「R」 の あっ た 場所 で こき て で て しま よっ だ 。 もちろん!R」 は 
人 手 え そそ も ま る だ 。 

DEL キー は 、 今 カー ツル が ある 場所 の 左 に ある 文字 を 消し て 、 カ 
ー ソ ツル か ら う し ろ に ある 文字 を 全部 引き つれ て 、 動 か し て くれ る 役 
害 を 持っ て いる ん だ 。 

リス ネ を と た っ て みよ た う 。 

2 A$= =CHRS (65 : PRINT A$ 
ぅ 1 個 間違っ て い る ね 。「CHR$」 は カッ コ 「( )」 の 中 に 数 字 
年 「CHR$ (65)」 の よう に 書く の が 約束 だ 。 と ころ が 、 こ の 
プロ グラ ム で は 、 よ と を た あの の うつ が ない 。 

また カー ソル を 、 今 度 は 「 : 」 の 所 に 持っ て いく 。 ここ で 、INS キ 
ー を 1 回 押 を て み ま う 。 うな っ た か な 。 DEL キー ほ は 逆 に 、 カー 
旨 ソル の 所 の 文字 か ら 右 側 に あっ た 文字 列 が 全部 いっ し ょ に 右 に 1 個 

ずれ て 、「5」 と 「:」 の 間 に ス ペー ス が 1 個 で きた 。 この INS キー 
は 、 カ ー ソ ツル の ある 場所 に 1 個 す きま を あけ て 、 そ を そこ か ら 右 の 文字 
列 を を の 分 移動 する 。DEL キー と は 逆 の 役割 な ん だ 。 

る て 、 カ ー ツ ジル は 、 今 あい た 空白 の 所 に ある か ら 、 そ の まま 「「)」 
を 打ち 込む 。 こ れ で OK だ 。RETURN キー を 押し て 「RUN」 さ る せ 
よう 。 ち ゃ ん 上 「A」 が 出る ね 。 2 

実験 だ 。 今 「OK」 の 1 っ 下 の 行 の 一 番 左 で カー ツル が 点 減 し て い 
る ね 。 INS と DEL キー を 押し て みよ 25。 何 か 変 化 が あっ た か な 。 何 
も な いね 。 こ の 行 に は 、 ま だ 何 も 書 か れ て いな いか ら 、INS も DEL 
も 、 そ の 役割 を 果 た を うに も 、 果 た せな い の だ 。 DEL キー が 働く た 
め に は 、 カ ー ン ソル の 左 に 文字 が な けれ ば な ら な いし 、INS キー が 働 
《 だ た め に は 、 カ ー ン ソル の 所 か 右 に 文字 が な けれ ば な ら な いん だ 。 

き て 、 も う 一 度 実験 リス ト を と っ て 、 カ ー ソ ル を 「:」 の 所 に 
合わ せよ う 。 そ し て 、INS キー を 押し て みよ 2 う 。 今度 は 何 回 も だ 。 
一 回 押す ご と に 、 空 白 が どん どん ふえ て いく 。 カー ソル は 、 最 初 の 
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「)」 の うし ろ に ある ね 。「A$」 の 「$」 が 、 こ の 行 の 一 番 は し ま 
で き て し まっ だ 。 それ で も 1 回 押し て みよ う 。 前 の ミュ ー ジ ッ ク ボ 
ー ド や メッ キー ジ ボ ポ ボード 、 カ リキ ュ レ ー タ ポ ボード で は 、 こ うす る と 
「$ 」 の 文字 が 消 た ん だ よね 。 と ころ が 今度 は 「$」 は 次 の 行 の 一 
番 左 へ 移動 し て 、 下 の 「OK」 の 文字 が 一 段 下 へ ずれ て し まっ た 。 ど 
ん どん INS キー を 押し て みよ う 。 い くら 6 で も 「: PRINT A$」 の 文 
字 が 移動 し て 、 下 へ 下 へ と 陸 り て 行く 。!OK」 の 文字 は 一 番 下 の 行 
へ 押し こめ られ て 、 と うと う 画 面 か ら 消 を えて し まっ た 。「 : PRINT 
A$」 は 画面 の 右 下 すみ まで 来 た 。 ま だ 押し て 見 よう 。「$」 は 右 下す 
み (X ニ 27, Y=23) か ら 、 左 下す み (X ニ 0, Y=23) へ 移り 、 
「: PRINT A」 は 下 か 6 2 行 目 の 右 す み へ 上 が っ た 。 画面 に 残っ て 
いる 他 の 文字 も 全部 1 行 上 に 上 が っ た 。 「 
今度 は 、 そ の まま カー ソル を 「: 」 の 所 に 持っ て き て 、DEL キー 
を 押し て みよ ょ よう 。 メ ッ セ ー ジ ボー ド な ど で は 、 カ ー ソ ル が を その 行 の 
一 番 左 まで きだ ら 、 カ ー ン ソル の うし ろ の 文字 まで 消 を て いっ だ われ 。 
で も 今度 は 、 上 の 行 へ 上 の 行 へ と う し ろ の 文字 を 連れ た まま 、 行 を 
乗り 越え て 行く 。 そ れ で も DEL キー を 押し 続け て いく 。 と うし とう 
「CHR$ (65)」 の 文字 も 消し て し まう 。 

1 の : PRINT AS$ 
の 所 で 止め て 、 一 休み 。 カ ー ソ ツル は 「: 」 の 所 だ ね 。DEL キー を 、 
あと 4 回 押し て みよ う 。 

RINT A$ 

「9」 を 消し て 「1」 を 消し て 、 も う 2 う 左側 に 消す も の が な く な っ て 、 
巡 に 、 カ ー ン ツル の 位置 に あっ た だ 「: 」 を 消し て 「P」 を 消し た 。 今 
カー ツル は 「R」 の 所 に ある 。 や っ と メッ セー ジ ボ ー ド の 時 の よう 5 





に な すり 出し た 。 
さ これ は 、 メ ッ セ ー ジ ボー ド な ど で は 、 エ ディ ッ ト の 時 の 「1 行 」 
ベー シッ ク の 1 行 と は 、 画 面 上 の 「1 行 」 だ っ だ けど 、 ベ ペ ベーシック で の 「1 行 」 と は 、 


画面 上 の 「 1 行 」 で は な いと いう こと だ 。 

少な い メ モリ ー ー で プロ グラ ム を 作る に は 、 も を 「)。 を 本 
っ た マル チ ス テー トメ ント (覚え て いる か な ) が 多く な る 。 - 坂 を 
が 、 フ ァ ミ コン は 1 行 が 28 字 し か な い 。 そこ で 、 ベ ベーシック で は 、 
画面 上 の 行 を 越え て も 1 つの 命令 の つなが り を (つま り 、 切 れ 目 の 
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サイ ン で ある RETURN キー を 押す まで は )、 全 部 1 行 し し て 扱わ 
れる 。 | 

だ か ら 、INS ゃ DEL キー ー の 働き も 、 ミュ ー ジ ッ ク ボ ー ド の 時 と 四 
っ モモ こ ペー ン ッ メタ や の 生 っ まり 画面 上 で は 何 行 に も わた っ て い 
る 1 行 に 対し て 行なわ れる の だ 。 画面 上 に 何 行 に も わた っ て いる プ 
ログ ラム な の に 、 行 番号 は 1 個 し か な い 、 と いう の も これ で わか っ 
だ が が な 。 て も 、 ベー シッ ク の 1 行 が 何 行 に も わた だ っ て 書け る と いっ 
も 生 、 無制限 に つく ら 6 長く て よい わけ じゃ な い 。 長 さき さ は 255 ま で と い 

2 制限 が ある 。 (この 255 と いう の は 、 命令 の 数 で も な く 〈、 文 字 の 数 
て も な く て 、 コ ン ゼ ピュー ター 内 部 の 表現 の し か た で 数 えて いる の で 、 
ちょ っ と むず か し い 。 ジ ャ ンプ 編 で 説明 し よ う 。) 

長い 長い プロ グラ ム を 1 行 と し て RETURN キー を 打ち 込む と 、 
あと で リス ト を と っ た 時 、 う し ろ の 方 に 打ち 込ん だ は ず の 命令 が 欠 
け て い だ り する の は 、 こ の 制限 を 越え を た せい だ 。 で も 、 ミ ュー ジッ 
クボ ー ド な ども 、 ベ ペー シッ ク と 同じ よう に 、 全 部 の 行 が つなが っ て 
いて くれ だ 方 が や りや すか っ だ と 思い ませ ん ? 

と ころ で 、INS キー を ずっ と 押し て いっ た 時 に 、 画 面 が 全体 に 1 
行 上 が っ て 、 一 番 上 の 行 は 消 を て し まっ た の に 気がつい た か な 。 画 
面 の 一 番 下 まで 書い て 、 次 に 何 か を 書 こ うと する と 、 を の 分 の 場所 
を と る だ た だめ に 、 多 促 非 まま 本 上 糧 で まう わけ で 、 こ の こと を 「 ス 
クロ ー ル 」 と いう ん だ 。 ゲ ー ム に よっ て は 、 こ の スク ロー ル を 利用 
する こと も ある し 、 送 に スク ロー ル が 起こ きら と こま る こと も カ ある の 
で 、 こ の 現象 は 覚 ん えて お こう 。 

と に か く 、 こ の INS 2 DEL キー トカ ー ソ ツル キー で 、 一 度 打ち 込 
ん だ も の を 自由 に 編集 、 修 正 (エディ ッ ト ニ EDIT) が で きる よう に 
だ つの だ な もし しょう 。 
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「 7 SN ERROR」 と いう の は も う 何 回 も お目にかかっ だ ね 。 ま た 、 

プロ グラ ム の 中 で エラ ー が 起き た 時 は 、 
?SN ERROR IN 19 の 

の よう に 、 と こ で 間違い が あっ た か を 行 番号 で 教え て くれ る の も 知 
っ て る ね 。 

エラ ー を 起こ すこ と は 、 ぜ ん ぜん は ず か し いこ と じゃ な い 。 何 10 
年 も プロ グラ ム を 組ん で いる ベテラン で も 、 新 し 〈 く 作っ だ プロ グラ 
ム が 一 発 で 正しく 走 あ こと は まず な い だ ろ う 。 エ ラー を 出し て 、 直 
- 和 > 
スキ ー や スケ ー ト が 何 回 も ころ ん で る うち に 上 手 に な る よう に 、 プ 
ログ ラム 作り も エラ ー を こわ が っ て ちゃ うま くく ならない 。 

つ 和 に ラー と に 言っ そ を だ を あん ある ん だ 。 ファミ コン ぞ 誠 ご 関 


し め る い 


の 通り 、17 種 類 あ る 。「SN」 エ ラー は も 2 う 説 明 $ る いら な い だ ろ 2 う 。 
今 まで に 勉強 し て きた ペー あー 
「SN」 を 入れ て 9 種類 だ 。 

PRINT CHR$ (342) 

これ を 入力 し て 出 そ く る の が 」 エ ラー (イリ ガル ・ ラ ファン ク 
ショ ン ・ エ ラー) だ 。「CHR$」 は 、 コ ー ド ナン バー か ら 、 を の 文字 
を 呼び 出す 命令 どっ た 。 と ころ が 、 コ ユ コード ナン バー は 0 から 6255 ま で 
し か な い の に 342 番 を 呼び 出 そ 2 と も し だ 。 つま えり 、 決め ゆら れ た 呼び 方 
(0 か 6255 ま で ) の 約束 を 破っ た 、 と いう エラ ー 

PRINT 3 の の * 30 の の 

300X300 は 90000 だ ね 。 と ころ が 、 「 整 数 型 ペ ー シ ッ ク 」 で は 、 数 
の 制限 が あっ だ は ず だ ね 。90000 は 、 そ の 制限 を 越え を て し まっ て い 
ンー ブ mk チー) と いう 。 ここ て で て 気 を 
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つけ な けれ ば いけ な い の は 、 53 ペ ー ジ で も 説明 し た よう に 、 エ ラ 
ー が 出 な く 《 て も 、 計 算 結 果 が お か し く な る こと が ある 。 
PRINT 29 の * 20 の 
200 メ 200 は 、40000 で は な く ー25536 に な る 。 な ぜ を そう な る か は 
ペー ジ の 説明 の 通り だ 。 気 を つけ よぅ 。 
OM ERRORH 巡 の エラ ー は 「OM」 エ ラー (アウ ト ・ オ プ ・ メ モリ ー・ エ ラー) 
だ 。 最 初 に 説明 し た よう に 、 フ ァ ミ コン は 、Ver. 2 で 1982 バ イト 、 
Ver.3 で も 4086 バ イト し か メモ リー が な い 。 それ に 、 あ いて い る メ 
モリ ー は 、 プ ログ ラム を 入れ る 所 と 、 数 を 覚え る せる 所 よ の 両方 
に 使っ て いる 。 だ か ら 、 プ ログ ラム を 作っ て いて 、 プロ グラ ム 自 価 
は メモ リー に お る まっ て いて も 、 いさ 動か を うと する と 、 プ ログ ラ 
ム の 中 に 使わ れ て い る 変数 の 値 を 入れ る 場所 が な 《 く な る 時 も 出 て 〈 
る 。 これ か ら プ ログ ラム を 作る 時 、 一 番頭 が 痛く な る エラ ー だ 。 
PRINT 5/ の 
これ は 単純 な エラ ー、「DZ」( デ ィ ヴ ゲイ ジョン ・ バ イ ・ ゼ n ロ ) つま 
り 、「 9」 に よる 割り 算 だ 。 何 か の 数 を 0 で 割る と 、 無 限 大 に な っ て 
し ま う 。 割り きれ な いわ け だ 。 変 数 を 使っ て いて 、 を その 値 が 0 に な 
る 可能 性 が ある も の は 気 を つけ よう 。 











A$=3 
TM ERROR これ も 何 回 か 見 た か も しれ な い 。「TM 」( タ イプ ・ ミ スマ ッ チ ・ エ 
ラー)。 右辺 は 数 値 、 左辺 は 文字 変数 、 両 辺 の 型 が 一 致し な い 時 の エ 
ラー だ ね 。 
ST ERROR 「ST」( ス トリ ング ・ ト ゥ ・ ロ ング )。 文字 入力 が 31 文 字 を 越し て し 


えさ っ だ た 、 と いう エエ み wm だ た だ し 。 文字 変数 に 直接 31 文 字 以 上 の 文 
子 下 を 入れ よう する を (A ま = パ 31 文 字 以 上 の 文字 ")、「E」 エニ 
ラー。 文 字 列 の 足し 算 の 結果 が 31 文 字 以 上 に な る と き (20 文 字 の 文字 
列 十 20 文 字 の 文字 列 ) は 、「OV」 エ ラー に し か な ら 6 な い 。 





FT ERROR 「F」( フ ォ ー ミ ュ ラ ・ ト ッ ・ デメ ャ ッッ クス ・ つり 。 タス 
な と が 多 す ぎ て 、 コ ンピュータ ー ー が 「 私 の E 力 じゃ 無理 だ 」 と 降参 
する 時 の エラ ー。 た と えば 、 

A= ニ 3 十 4 * (5 一 2) 
こん な 式 て 「FT」 エ ラー が 出る わけ は な いけ れ ど 、 も し 出る と すれ ば 、 
ます 次 の リス ト を 入力 し て みよ 5。 
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スラ ス っ EKEE ュ ミュ 1 エエ ミミ ミュ 


A=5 一 2 
A=3 十 4*A 
の よう に 、 も と の 式 を 分 け て や る こと で 解決 で きる 。 
ブロ グラ ムッ ム 実行 中 に STOP キー で 実行 を 中 断 し た 時 に 、 ダ イレ ク 
ト で 「CONT」 と 入力 する と 、 中 断 し た 所 か ら 5、 プ ログ ラム を 再開 
二 二 と だ 。 で も 、 デ ログ ラム の 一 部 を 突 え た 人 まじ て 、 再 陽 て ' きた 
CC ERROR 〈《 な っ た だ 時 、「CONT」 を 命令 する と 、「CC」( キ ヤン ト ・ コ ユ コンティ ニ 
ュー) と 言っ て 、 エ ラー に な る 。 
さて 、 残 り の エラ ー 9 種類 は 、 そ の エラ ー に 関係 する 命令 を 説明 
する と ころ て て わし て 店 を 5)。 
エラ ー を こわ が 6 な いで 。 こ の エラ ー・ メ ッ セ ー ジ は ユ コンピ ュー 
ター が 教え を て くれ る ヒン ト な ん だ か ら 。 





文法 や 単語 の つづ り が まち が っ て いる 。 
規定 以外 の 数 値 を 使っ て 命令 や 関数 を 呼ん で いる 。 
計算 結果 が 数 値 の 制限 を こえ た 。 

メモ リー が 下 りな く な っ た 。 

2 で 割り 算 を し た 。 

右辺 と 左辺 で 変数 の 形 (文字 と 数 値 ) が 違う 。 
入力 する 文字 が 3| 交 字 を こえ た 。 

し ) が 多 す ぎる 。 式 が 複雑 すぎ て お 手 上 げ だ 。 
FOR が な い の に NEXT が ある 。 

カセ ッ ト テ ー ブ プ か ら の 読み 込み に 失敗 し た 。 
GOT0、GOSUB の 行き 先 き 行 番号 が な い 。 
GOSUB が な い の に RETURN が ある 。 

READ で 読む DATA の 数 が 足り な い 。 

パラ メー ター の 必要 な 命令 に 、 そ の 指定 が な い 。 
ブ プログ ラム の 再開 (CONT) が で き な い 。 

指定 し て な い 配 列 変数 や 、 指 定 以外 の 添字 を 使っ て いる 。 
同じ 配列 変数 を 2 重 に 指定 し て いる 。 
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ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 ーー ーー 一 












ブフ へ SAVE 
も つ 安 全 / 


ほこ ろ で 、 何 回 か 説明 し た よう に 、 フ ァ ミ コン で は 、 電 源 を 切っ 
て も さる う を も 、 せ っ か ん 人 用 し だ デ ロ グ タク ラム が 全部 肖 を て し ま 2 フェ べ 
ー シ ッ ク ・ カモ ッ ト に 、 電 源 を 使っ た パッ クア ッ プ (保存 ) 機能 
ある が 、 残 念 な が ら 、 こ こ に は BG 画面 を 保存 で き な い し 、 プ ログ 
ノム 4 本 ま 兵 

て 枝 。 も ギー セー きま チチ あ を 本 本 す $ か 。 フ ァ ミ コン で は 、 カ 
セッ ト テ ー ブ に ブロ グラ ム を 保存 する こと を 「SAVE」( セ ー グ ) す 
る と 請う 。 を の チー 寺井 全 人 デ デ る ポ ン … 財 み 込む こ と 
を 「LOAD」( ロ ー ド ) する と 言う 。 ベー シック の 命令 も 、 「SAVE」 
し 5 害 末 本 閑 生 コト.・ コ レー ケー 【 近 3 
れ て いる けれ ど 、 家庭 用 の ラジ カセ や 、 ス テレ オ の カセ ッ ト デ ッ キ 


て も 天元 玲 だ 本 0 まみ まで キ w ポ ボー ド と と 上 テ ー プ レヒ ュー ゲー を つ 
な いで みよ う o 


久 罰 7 テー プレ コー 
ダー と の 接続 


ーー 








バ パソ コン 専用 
テレ コ の 時 






キー ボー ド の うら 
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ーー 


並 つ 空く 


接続 は 、 図 7 の よう に 。 接 続 ケ ー ブル は 電機 屋 る きん で 売っ て いる 。 
「 両 端 が ミニ ジャ ッ ク の 無 抵抗 線 」 2 本 だ 。 SAVE と LOAD は 一 度 
に は で き な い の で 、 1 本 を を の だ びに つなぎ か えて も よい 。 

Ver. 3 で は 、BG 画面 と バー シッ ク 画 面 が すぐ 切り か えら れる け 
だ 0 玩 生み て 欄 ま だ あう オレ クト て で て 、 

SYSTEM SYSTEM 

と 打ち 込 も う 。 な つか し い GAME BASIC の モレ クト 画面 だ 。 「 2 」 
と キー イン する と 、BG 画面 に な る 。 こ の BG 画 面 で の LOAD・ 
SAVE 法 は 、 前 に も 言っ た 通り だ 。35 ペ ー ジ を も う 一 度 見 て くだ 
さい 。 

これ が 終わ っ た 65、ESC キー の あと STOP キー を 押し て 、 ベ ペー シ 

画面 に も と どる 。 

「 下 1] 」 キ ー を 押し て みよ ょ よう 。「LOAD」 と 表示 る れ だ た だ まま 、 カ ー 
ツル も 「!OK」 の 表示 も 出 な が ない 。 ど の キー を 押し て も 反応 が な い 。 
S1OP キー を 押す と 、 

TP ERROR 2TP ERROR 
と 出 そ と や っ と OKL、 と カー メル が 用 で る た 。 

「F 1 」 キ ー は 上 OAD」 と 「CHR$ (13) 」 つ まり 、RETURN キ 
ー の 5 つの 文字 が 定義 きれ て いた 。 そ う 、「LOAD」 と いう 命令 を コ 
ン ビ ュー ター に 送っ て いた だん だ 。 この 命令 を 受け る と 、 コ ユン ピュ ー 
ター は テー か ら 読 み 出 す 仕 事 を 始め る 。 も し テー と つなが っ て 
いな か っ た り 、 テ ー プ が 入っ て いな か っ だ りす る と 、STOP キー で 
中 止 の 命令 を 出す まで は 、 ず ー っ と テー プ か ら 信号 が 来る の を 待っ 
で Mo 

ほこ ろ で 、BG 画面 の 所 で も 少し 話し た けど 、 テ ー プ に 記録 する 
時 、 他 の プロ グラ ム や デー ター と 区 別 す る た め に ( こ の プロ グラ ム 
や デー ター が テー に 入っ だ も の を ファ イル と 呼ぶ )、 フ ァイル ネー 
ム を 付け る こと が で きる 。「SAVE」 と いう の が 、 プ ログ ラム を テー 
へ 保存 せよ と いう 命令 どか ら 、 フ ァイル ネー ム を 「TEST」 と 付け 
る 時 は 、 

SAVE “TEST” か こ 
と すれ ば よい 。「TEST」 は 文字 列 だ か ら 6、 「*"」 で 囲む ん だ ね 。 と い 
さと 編 . 
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A$=“TEST” : SAVE A$ 
で も よい わけ が だ 。 

WRITING TEST 
: 表 示し て 、 プ ログ ラム を SAVE し て くれ る 。 フ ァイル ネー ム な ん 
か いら な い 時 は 、 

SAVE 
だ け で も ょ い 。 こ の 時 、 フ ァイル ネー ム は 空白 に な る 。 フ ァイル ネ 
ー ム は 、 文 字 変 数 と 同じ 31 文 字 以 内 。 そ を それ を 越え る と 、「?1IL 
ERKROR」 に な る 。 

LOAD “TEST” “ 
ほす る と 、「TEST」 よ いう フ ァイル 名 を も つ プ ログ ラム を 探し て 、 
見 つか っ だ 6 LOAD し ろ と い 5 命令 に ES も も し 、 チ ー プ の は じゅ 
に 他 の プロ グラ ム が 入っ て いた だ たら 6、 

SKIP XXX 
: 表示 も て 、「 天 双 区 と いあ na ラム を 見 つけ た だ けど 、「TEST」 
と いう ファ イル ネー ム じ ゃ な い の で 、SKIP (無視 し て 飛び 越す ) し 











ML だ わ け だ 
上 「F 1 」 キ ー の よ うに 、 単 に 、 
LOAD 


と だ け す る と 、 フ ァイル ネー ム の 空白 な も の を 探せ 、 と いう の で は 
「 な く て 、 何 で も よい か ら 一 番 最初 に 出 て きた プロ グラ ム を 呼び 出せ 、 
と いう 命令 に な る ん だ 。 
SAVE “TEST” 
ほし た あと 、 本 当 に ちゃ ん と 保存 で きた か な 、 と 確か め る に は 、 テ 
ー プ を 参 ぅ も ど と しん た あ も ょ 。 
LOAD? “TEST” 
と する 。 単なる 「LOAD」 は 、 テ ー プ か ら プ ログ ラム を 読み 込ん で 、 
メモ リー へ 送る 役目 を 持つ けれ ど 、「LOAD?」 と する と 、 テ ー プ か ら 
読み 込ん だ も の を 、 今 メモ リー に ある 2 メモ リ 
ー に は 送り 込ま な い 。「OK」 が 出る と 、 ー プ の 中 身 と メモ リー の 
中 身 が 同じ も の と いう サイ 2 * だ 時 は 、 も う 一 度 「SAVE」 
か ら や り 直 すわ けが だ 。 
画面 の ゲー ター の 「SAVE」 と 「LOAD」 は 、 ま ず BG 画面 を 
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呼び 出さ な けれ ば な ら な いけ れ ど 、 Ver.3 で は 、 ベ ご ベー シッ ク 画 面 で 
直接 で きる 。 
LOADS “TESTBG” 
SAVES “TESTBG" 
の よう に 、 プ ログ ラム の 「LOAD」「SAVE」 と 区 別 す る た め に 、「S」 
を 付け た も る の だ 。 も ちろ ん Ver. 2 で セー ブ し た デー ター を 

LOADS」 て 読 存 こと も てき る よ 。 

普通 の パッ コン で は 、 テー プ を 操作 する 時 「 リ モー ト ・ コ ント ロ 
ー ル 」 と いう の が あっ て 、 テ ー プ の モー ター 回 転 を コン ビ ピュー ター 
の 方 で 止め た り 、 動 か し た り で きる けど 、 フ ァ ミ ュ ン に は それ が な 
い 。 

SAVE の 時 ①SAVE “- ン し" と 入力 。RETURN キー は 押さ な 

い 。 
② 録 音 (RECORD) ポタ ン を 押し て 、 テ ー プ を 回 
す 。 
③ RETURN キー を 押す 。 
LOAD の 時 ①LOAD “ーー ンー" と 入力 。 
②⑦ RETURN キー を 押す 。 
.③ 再 生 (PLAY) ボタ ン を 押し て 、 テ ー プ を 回 す 。 

と いう 順番 が 確実 だ 。 

テー ズレ コー ゲー て 再生 ポチ ュ ー ム が 自由 に 設定 で きる も の ( ラ 
ジ カ セ も など) は 、 ボ リュ ー ム に よっ て は 、 読 み 込 め ゆな く 〈 く な る も の も 
ある 。 ま た 、 録 埋 ボ リュ ー ム も 設定 で きる も の も 同じ だ 。 

大 事 な プ ログ ラム を 作る 時 に 、 ど の テー プレ ュー ダー を 使う か 、 
を の レコ ュー ダー を 使う 時 に は 、 ボリューム を どの くら い に す る か 、 
何 度 も ボリ ュー ム を 動か し て 実験 し て な くべ きだ 。 プ ログ ラム が で 
き 上 が っ て か ら 、 予定 し て いた だ た レコー ダー で は 読み 取れ な いと わか 
っ た だ た ら 6 大 変 ど か 6 ね 。 

すべ て が OK な ら 、 い よい よ お ちあ 待ち か ね 、 プ ログ ラム 作り が だ 。 

大 事 が プログ ラム は 、 途 中 で こま め に 何 回 も 6 SAVE す る くせ を つ 
け て 天 く ク 。 

( 注 】 

我々 の 実験 に よる と 、 秋 相 の パソ ョ ン 用 テー プレ ュー ダー は 、 
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間 晴 ee 


SAVE に 関し て は OK だけ の LOAD に は ほとん と ど 失 敗 し だ た 。 ファ 
ミュ ン か ら 送 られ る 信号 の 電圧 が 低い せい だ ろう 。 ス テレ オォ 用 の カ 
セッ 上 ッ キ や 、 ラジ カセ の 方 が LOAD で きる よう だが だ 。 

会 、 我 々 は SAVE に は 2 グロ LOAD に は ステ レオ 用 デッキ 
を 接続 し て いる ん だ 。 フ ァ ミ コン 専用 テー ー プ レコ ー ダ ー は 、SAVE・ 
LOAD と も 問題 は な いか ら 6 安心 し て よい 。 

な お 、Ver. 3 で SAVE し た テー プ を Ver.2 で LOAD する と 、 中 
の プロ グラ ム が 変わ っ て し まう と いう 現象 が 起き て いる 。 原 因 は 、 
た だ 今 調査 中 。Ver. 2 で SAVE し た も の は 、Ver. 3 で も 問題 な く 
LOAD で きる よう だ 。 (ステ ッ プ 編 で 発表 で きる ) 

な な 、 ス テレ オ 用 の カセ テト あみ 生 を フラ ァ アミ コン を つ な で に は 、 
「 ミ ニニ ジャック 」 と 「 ミ ニラ グ 」 の 無 抵抗 線 を 使う 。 

も し 、LOAD に 失敗 し て も 音量 (ボリ ュー ム ) を か える こと て 成 
功 す る こと も ある 。 う まく いっ た だ 時 の ボリ ュー ム の つま み の 位 置 を 


潮 え た て な こ う 。 
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ちよ う せん 


いよ い ょ 、 GAME BASIC を 使っ た な ゲーム プロ グラ ム に 挑戦 だ 。 
今 ま で 、 変数 と か 文字 列 と か 、 むず か し そう な 話 に 付き 合っ て くれ 
だ て 、 あ り が と う 。 信 ま で 明示 導 ま じゅ め に 1 つ す つ キ ー イ ン し て 
〈 れ だ 君 な 6 ら 、 こ こ か 65 あと の 所 も すぐ で わか る は ず だ よ 。 


き て 、 こ の ファ ミュン の ペー シッ ク の 特長 は 、 い ろ ん な キャ ラク 
し ー が は じ め か ら コ ン ビ ピュー ター に 内 蔵 き れ て い を と いう 大 だ 。 巻 
末 の キャ ラク ター テー ー プ ブル を 見 て みよ う 。 普 通 の パソ コン に は 、 キ 
ャ ラク ター テー ブル A に あたる も の は な い の で 、 ゲ ー ム の キャ ラク 
ター は 全部 自分 で 作ら な けれ ば な ら な い 。 フ アァ ミコ ン に は 、 こ の 58 
種類 の キャ ラク ター が 、 み ん な 入っ て いて 、 自 由 に 使える ん だ 。 

じゃ あど う や っ て これ ら の キャ ラク ター を 使う ん だ ろう 。 それ に 
テー ブル A を 見 れ ば わか る よう に 、 だ と えば 「 マ リオ 」 の キャ ラク 
ター は 4 つの 記号 で 作ら れ て いる 。「PRINT CHR$ ( )」 と し て 、 
この 4 つ を 組み 合わ せ て 1 つの キャ ラク ター を 作る の は けっ こう め 
た と 《 あい た だ 。 

じゃ あ 、 ぼう や っ て キャ ラク ター を 表示 きせ る か と いう と 、 こ の 
ペー シッ ク で は 2 つの 科 単 な 方 法 が 用 意 き る れ て いる 。 今回 は 、 そ の 
内 「 ス デラ イト 機能 」 と 呼ば れる も の を 使っ て みよ う 。 

どん な ゲー ム を 作ろ うか な 。 テ レビ ゲー ム ブ ー ム の は じ ま り は イ 
ン ベ ご ベー ダー・ ゲ ー ム だ っ た 。 君たち は 知っ て いる か な 。 画面 の 下 で 
砲台 が 左右 に 移動 し て 、 上 か ら 攻 め て くる イン ペー ダー を や っ つけ 
る 、 と いう も の だ 。 よ し 、 初 挑戦 の ゲー ム プ ログ ラム は 、 こ の タイ 
プ の ゲー ム で 行こ う 。 " 
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ーー 


1 の CLS 

2 の SPRITE ON 

3 の DEF SPRITE の , (の , 1 の の の = ニ CHRS (172) 十 CHRS 

(173) 二 CHRS(174) + CHRS$(175) 

5 の の SPRITE の ,11 の 1 の 9 の 

入力 し た ら 6、!RKUN」 し て みよ う 。 画面 の まん 中 あたり に 、 上 向き 
の スタ ー シ ッ プ グ が 表示 る きれ だ か な 。 エ ラー が 出 た ら 、 も う 一 度 よ く 
昇 守 エディ ッ ト も し よう 。 

まず 、10 行 の 「CLS」。 こ れ は も う 知 っ て る ね 。 画面 に リス ト の 残 
りな ん か が 残っ て いる と みっ と も な いか ら 、「RUN」 す る と 同時 に 画 
EE 面 を きれ い に し よ うと いう わけ が だ 。 
SPRITE ON る て 、20 行 の 「SPRITE ON」。 フ ァ ミ コン に は 、 バ ッ ク グ ラウ ン 
ド 面 ( 今 ま で ベー シッ ク の リス ト を 打ち 込ん だ り 、 ダ イレ クト モー 
ド で 使っ て いた 所 ) の 前 に 、 スプ ライ ト 面 と いう 画面 を 持っ て いる 
ん だ 。 そ し て 「CGCEN」 と いう 命令 で 変更 し な い 限 り は 、 キャ ラク 
ター テー ブル A の キャ ラク ター は 、 全 部 この スプ ライ ト 面 で 使わ れ 
て いる 。 と ころ が 、 ふ だ ん ベー シッ ク の 命令 を 入力 し だ た りす る 時 は 、 
この スプ ライ ト 面 が 表示 る れ て いる と じゃ ま に な る の で 、 こ の 面 は 
消し て いる ん だ 。 そこ で 、 ス プラ イト 面 を 重ね て テレ 画面 に 出し 
て くれ 、 と いう 命令 が 、 こ の 「SPRITE ON」 な ん が だ 。 
SPRITE OFF SPRITE OFF 

ダイ レク ト で こう 命令 する と 、 ス ター シッ プ は 消え た て し まう 。 こ 
れ は 、 ス プラ イト 面 を テレ ビ 画 面 に 出す の と 反対 に 、 消 す 命 令 だ 。 
で も 、 ス プラ イト 面 に 書か が れ た だ スターシップ グ の 絵 は 残 っ て いる ん だ 。 

SPRITE ON 
まだ スター シッ プ が 現われ た 。 ア ニ メ を 作る 時 、 セル ( 途 明 の 
セル の 上 に 絵 を 書い た も の ) を 何 枚 も 重ね て 使う の と 同じ 手法 で 、 
スタ ー シ ッ プ の 絵 が 書か れ た セル を 重ね だ り は ず し た りす る の と 同 
じ だ 。「ON」「OFEF」 は 、 電 気 の ス イッ チ に も ある ね 。 











DEF SPRITE る て 次 の 「DEF SPRITE」 だ 。 マ リオ に し て も 、 こ の スタ ー シ ッ 
プ に し て も 、 4 つの キャ ラク ター が 集まっ て で き て いる の は わか る 
ね 。 こ の 4 つ を 1 組 に し て 1 つの キャ ラク ター uidetr- 
の 命令 な ん だ 。「DEF」 は 「DEFINE= 定義 す る. と いう 英語 の 略 な 
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SPRITE 








あま. つまり 、 
DEF SPRITE の (--)=| 
と いう こと で スプ ライ ト 番 号 #8 の キャ ラク ター は 、| | の 中 の も 


せん げん 


の を 使っ て (一 ) の よう に する 、 と コ ユ コンピュー ター に 莉 に 宣言 


て いる わけ だ 。 この 番号 は 9」 と いう の は 、 ゲー ム に は 何 個 も キ 
ラク ター が 登場 する だ ろう し 、 を うす る と それ ぞ れ の キャ ラク タ 
ー に 番号 を 付け な けれ ば 、 ど れ が どれ だ か わか ら な く な る か ら だ 。 
を そし て 、 コ ンピュータ ー は 「9」 か ら 教 え 始 め り る と いう の も 知っ て 
いる ね 。 この 番号 は 、 も ちろ ん 「 9」 か ら 「7」 の 間 な ら 6 何で も い 
いん だ けど ね 。 

を し て 、5%9 行 し と し て ある 、 

SPRITE の , 11 の 1 の の 
と いう の は 、 この 番号 9 の キャ ラク ター を X メ ー119、Yー199 の 所 に 
表示 し ろ 、 と いう 命令 だ 。 最 初 を 「DEF SPRITE 1、 一 - 」 と し 
だ ら 、 も ちろ ん ここ も 、「SPRITE 1、 一 - 」 と し な けれ ば いけ な い 
ね 。 そし て 「119、109」 と いう の は 、 そ れ ぞ れ 双 座標 、Y 座 標 だ と 

2 こと も わか る ね 。 

も ょ っ と 待 そ ま 。 X 座 標 、Y 座 標 は ヨコ 28、 タ テ 24 ま で じゃ な か 
っ だ っ け 。 上 上 

文字 や 数 字 は 、 実 は 8 X 8 の 小 き な 点 に 分 解 で き る 。 そ の 一 つ 一 
つが 透明 か が 、 を うじ ゃ な いか で いろ いろ な 文字 を 作っ て いる ん だ 。 
だ と えた ば は すま よそ も の 導 散 学校 園 ま の まう に な る 。 こ の 一 つの の 
尺 を ! ド ッ ト 」 と 言う 。 1 文字 = 8 ドッ ト と いう わけ だ 。 だ か ら 今 
表示 る され て いる スタ ー シ ッ プ は 、 4 つ 分 、 つ まり 、 タ テ 16 ド ッ ト 、 
ヨコ 16 ド ッ ト で 作ら れ て いる ん が だ 。 5 っ 

キャ ラク ター を 動か す 時 、 ヨ コ 28、 タ テ 24 を 単位 に 動か す と 、 一 度 
に 8 ドッ ト も 移動 し て し まう 。 だ か ら 、 こ の スプ ライ ト 面 で は 、 ド 
ッ ト を 単位 に 表示 する 。 を うす る と 細か な 動き が で きる わけ な ん だ 。 

この 双 、Y は 、 そ れ ぞ れ 6 ー255 の 数 字 を 入れ る 事 が 可 上 ま 表 ま て 
も 、28X 8 三 224 だ し 、24X 8 192 じ ゃ な いか 。 を その 通り 。 ーー255 
の 数 字 な ら ば 、 例 の 「?1IL ERROR」 が 起き な い 、 と いう だ け で 、 
実際 に 意味 を 持つ の は X ニ 9 一 249、Y ニ 5 一 229 の 中 だ け だ 。 た め 
し に Y=255 と し て みる と 、 ス ター シッ プ は 画面 下 で は な く て 、 上 の 
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方 に スタ ー シ ッ プ の 下 の 部 分 だ けが 表示 され て し まう 。 まだ 、X ニ 


119、Yー テ 1%9 と 指定 する と 、 キ ャ ラク ター が 16X メ 16 の 大 きる だ か ら 、 


図 2 の 場所 に 書か れる わけ だ 。 つ まり 、 こ こ で 指定 され る 双 座 標 、 
Y 座 丁 は 、 キ ャ ラク ター の 左上 の ドッ ト の 位置 を 意味 する ん だ 。 

さて 、 も うぅ 一度 「DEF SPRITE」 に も どろ う 。「 ニ 」 の 右側 に 
「CHR$ ( )」 が 4 つ 並 ん で いる 。 こ れ は 、 ス プラ イト 番号 0 の キ 
ャ ラク ター は 、172、173、174、175 の コード ナン バー で 示さ れ た 4 
つの キャ ラク ター で 作ら れ て いる 。 と いう 意味 な ん だ 。 こ の 順番 は 
ぼう で も よい か と いう よ 、 そ う で は な い 。 4 つの キャ ラク ター ー 構 
成 き れ て いる と いう こと は 、 図 3 の よう に な っ て いる は ず な ん が だ 。 
を し て 、 た の 順番 (①ー ④) の 通り に 並べ な けれ ば いけ な い 。 

と ころ で この スプ イト 機能 、 上 下 左右 に ひっ くり 返し た 表示 も 可 
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能 な の だ 。 図 4 の よう な キャ ラク ター が ある と し ょ よう 。 こ の ⑳-ー⑨ 
を バラ バラ に する と 図 5 に な る 。 上 向き の キャ ラク ター ( 図 4) と 
する と き は 、 

DEF SPRITE の , (--))= ニ CHR$ (②) 十 CHRS (⑧⑤) 十 CHRS$ (C) 

填 CHRS$ (O) Ko 
で よかっ た ね 。 こ こ で 、 上 下 逆 に する と いう 命令 3 を 出す と どう な る 
だ ろう 。@⑳-ー⑥ は 、 それ ぞ れ 逆 向 き に な る けど 、 そ れ ぞ れ の 位置 関 
係 は 前 の まま だ か ら 、 図 6 の よう に な る 。 これ を 全体 が 逆 向 き に す 
る た め に は 、 の ⑳ー⑤ に 並べ か えて 図 7 の よう に し な けれ ば な ら な い 。 
を な で 

DEF SPRITE の , (一 - )=CHRS$ ( 〇 ) 填 CHRS$ (⑤) 十 CHRS$ (②) 
十 CHRS$ (⑧) 
と 、 な る わけ だ 。 左右 反対 に する 時 も 同じ 考え 方 を すれ ば わか る ね 。 

る て 、 そ の 上 下 左 右 反対 の 命令 は どこ で する か と いう と 、 き さっき 
の 命令 の カッ コ の 中 な ん だ 。 

DEF SPRITE の , (の ,1, の , の , の ) 
と な っ て いる カッ コ の 中 に 、 カ ンマ 「,」 で 区 切っ た 5 つの 数 字 が あ 
トー 

キャ ラク ター テー ブル A を 見 る と も ちか る よう に 、 た と えば 、 マ リ 
時 
ター が な いん だ 。 だから 、 こ れ を 右向き に し た い 時 は 、4 番目 の 「 9 」 
を 「 1」 に する 。 ス ター シッ プ の 場合 は 、 上 向き し か な い 。 これ を 
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下向き に し た い 時 は 、 5 番目 の "9」 を 1」 に すれ ば よい 。 

つま り 、 こ の 4 番目 の 数 字 は 左右 聞 に する か (「9」 で 普通 、「1」 
で 左右 逆 )、 5 番目 の 数 字 は 上 下 (' 9」 て 普通 、「 1」 で 上 下 逆 ) に 
つい て の 命令 を 意味 する ん だ 。 も ちろ ん 「= ニ 」 の あと の 「CHR$」 の 
順番 は それ に よっ て 変わ っ て 〈 る 。 

普通 の 時 _⑳⑥⑥) ( 図 4) な ら 

上 下 逆 は ( 図 7 ) 

左右 逆 は  ⑧⑳⑥⑥. ( 図 8) 

上 下 ・ 左 右 と も 逆 は ( 図 9 ) 

の よう な 順番 に な る 。 

る て 残り の 3 つの 数 字 だ 。 最 初 の 数 字 は カラ ー を 決め る 数 字 で 
「9」ー「3」 が 入る 。 3 番目 の 数 字 は 、 表示 する 面 を 決め て 「 9」 
が 【 よ 上 。 が 入る 。 くわ し い 説 明 は ステ ッ プ 編 で 行なう の で 、 ir 
まま 0 あん ず 「9」 に し て 婦 い で 《 だ きい 。 

2 番目 の 数 字 。 こ こ が 「1」 だ に と 、 今 まで や っ て きだ よう に 、4 
還 間 間 衝 生ん 0 仙 導 者 病 導 朱 と し て 雪 う と いう 写 陸 だ 。 
こと 2 も キャ ラク グー ー ブ ル 上 を 見 る と 、 シー ザ デ な と は 1 
生ま (6. た DC つま り 、 1 つの キャ 
ラク ター だ け で 、 こ の スプ ライ ト を 定義 する 時 は 、 こ こ を 「9」 に 
する わけ だ 。 も ちろ ん を その 場合 は 、「 ニ 」 の あと の 「CHR$」 も 1 個 
て よい も け だ 。 

0 0 3 プロ グラ ム に 挑戦 だ / 8 











さっ そく 、 こ こ で 残り の キャ ラク ター5 定義 し て なこ う 。 敵 は ス 
ダー キラ ー (オー ンー ド チン 9680 と 1 し よう 、 た だ し 、 上 か ら 6 
攻め て 〈 く る か ら 上 ト を 逆 に 四 も 。 あま 沈 和 4 トナ サンバー を 2E し よう 。 
スプ ライ ト 1 は 味方 の レー ザー、 ス プラ イト 3 は 敵 の レー ザー ーッ 。 

4 の DEF SPRITE 1, (の , の , の , の , の ーCHRS$ (212) 
5 の DEF SPRITE 2,( の , 1, の , の , 1) 三 CHR$ (162) 二 
CHRS$(163 ) 士 CHR$(16 の ) 十 CHR$(161) 

ここ ま て 入力 し だ ら 、 カ ー ツ ル を 40 行 まで 持っ て いこ う 。「 4 」 の 
所 に カー ソル を 合わ せ て 、「 6 」 を 入力 し て 、 カ ー ソ ル を 右 に 移動 。 
SPRITE 1」 の 「1」 の 所 で 「 3 」 を も キー イン し て 、RETURN キ 
ー を 押 そ う 。 

を その あと で 、 カ ー ソ ツル を 下 の 方 の 何 も 書 か れ て いな い 所 へ 持っ て 
し ゃ っ つう 
| LIST 69 
" と し て みよ う 。 ち ゃ ん と 、 
| .6 の DEF SPRITE 3, (の の, の , の , の =CHRS (212) 

“ ほ 表示 され た ね 。 似 た よう な 内 容 の 行 は 、 こ う や っ て 簡単 に 入力 で 

きる ん だ 。 行 番号 と 、 内 容 が 違う 所 だ け エ デイ ッ ト し て 、 を の あと 
| RETURN キー を 押せ ば よ い 。 (40 行 は も と の まま だ か ら 安 心して /) 
「LIST」 の 新しい 使い 方 が 出 た ね 。 今 まで 「LIST」 の あぁ ょ 
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RETURN キー を 押せ ば 、 プ ログ ラム の は じ め か ら 終 わり まで を 全 
部 見 せ て くれ た けど 、 目 的 の プロ グラ ム を す で 見 た い 時 は 、 

LIST 6 の 
の よ ょ う に 、 行 番号 を 付け て RETURN キー を 押す と 、 そ の 行 だ け を 
見 せ そ て れろ ちあ 。 まだ 、 

LIST 4 の 一 60 の 
と する と 、40 行 か ら 660 行 まで の 間 の プロ グラ ム だ け を 見 せ て くれ る 。 
500 行 の 一 番 左 の 数 字 ち 「」 か ら 「3」 ま で 変え て みる と 、 そ れ 
ぞ れ の キャ ラク ター が 表示 きれ る ね 。 つ まり 、 こ の 「DEF SPRITE」 
と 「SPRITE」 の 組み 合わ せ で 、 君 は キャ ラク ター テー ブル A の キャ 
ラク ター を 自由 に 表示 で きる よう に な っ た ん だ 。 

SPRITE の 
と 、X・Y 座 標 を 指定 し な い 時 は 、 そ の 番号 の キャ ラク ター は 画面 
か ら 消 える 。 

まだ た 、 同 じ ナ ン バ ー の キャ ラク ター を どこ か に 書く と 、 そ の 前 に 
書い て いた 場所 の 同じ キャ ラク ター の 絵 は 消 を ん て いま う 。 つ まり 、 
スプ ライ ト と いう 1 枚 の モル に は 、 1 つの キャ ラク ター だ け を 書く 
と 考え ん れ ば よい 。 そ の キャ ラク ター を 新しく 書く と いう こと は 、 セ 
ル を 移動 する と いう こと に な る か ら 、 前 の 場所 の も の が 消え た える と い 
生ま だ 。《 較 16) 

な お 、 こ の スプ ライ ト は 、 横 (同じ 行 ) に 4 枚 以 上 重ね る こと は 
で き な い と いう 制約 が ある 。( ス ラッ プ 編 で 説明 する ) 
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移動 は 


も うわ か る だ ろ う 。 5 表 行 の X、 Y 座 標 を 変 た えれ ば 移動 す る 。 問題 
ほこ とうや っ て えた 、 \ を 玩 え 8 か わが だ 。 

ます 、 ス ポー ジッ プ を 本 お あう 。 スタ ネー シッ プ ほ 、 ゅ つら も 一 衝 下 
を 移動 する わけ だ か ら 、Y 座 標 は いつ も 220 と 固定 し ょ う 。 双 X 座 標 は 
左右 に 動く わけ だ か ら 、 い つも 変わ っ て いる 。 と する と 変数 を 使う 
し か い 。 

5 の の SPRITE 0 の, AX,220 の | 

スタ ー シ ッ プ の XX 座標 を AX と いう 変数 に 入れ た わけ だ 。 他 の も 
決め ちゃ お う 。 

スタ ー キ ラー の X, Y 座標 を BX, BY 

君 の レー ザー の X, Y 座標 を CX, CY 

敵 の レー ザー の X, Y 座標 を DX,DY 
と 決め よう 。 

も う 一 つ 、 レ ー ザ ー は 発射 し た 時 だ け 表 示 き せる と いう こと に し 
を な けれ ば な ら な い 。 今 、 弾 が 出 て いる か 出 て いな いか の マー ク が 必 “ 
メラ グ 本 だ まこ の こと を ラテ ラグ ト し ドラ 

敵 の レー ザー が 出 て いる か どう か を FB( 0 で 出 て いな い 。1 で 出 
て いる )、 味方 の も ぁ の を FA (0 で 出 て いな い 。 1 で 出 て いる ) と い 
う 圧 数 に 入れ よう 。 

52 の SPRITE 2, BX, BY “ 

さて 、 レ ー ザ ー は 出 て いる 時 (つま り 、 フ ラグ が 1 の 時 ) だ け 表 
示す る わけ だ か ら 、 

51 の IF FA=1 THEN SPRITE 1,CX, CY 

53 の IF FB=1 THEN SPRITE 3, DX, DY 
と すれ ば よい 。 IF 一 - THEN[ |] 文 は 覚え を て いる か な 。 忘れ て い 
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た ら 、 も う 一 度 58 ペ ー ジ を 見 よう 。 

味方 の スタ ー シ ッ プ を 動か みす に は どう すれ ば よい だ ろう 。 コ ント 
ロー ラー を 使っ て 右 か 左 に 動か すわ け だ か ら 、 コ ント ロー ラー の 十 
字 の ボタ ン が 、 右 に 押 き れ て いる か 、 左 に 押さ る れ て いる か が わか れ 
ば よい わけ だ 。 

1 PRINT STICK (の ) 

2 GOTO 1 」 
ょ 打ち 込ん で 「RUN」 さ せ て みよ ょ う 。 画 面 に 次 々 と 「9」 が 並ん だ 
ね 。 1 行 の 命令 ふすま せる と 、 コ ンピュータ ー は 2 行 へ 進ん で 、 
「GOTO 1」 と いう 命令 で 、 また 1 行 の 命令 を 実行 する 。 


う 2 ば ん こ 


この 「GOTO」 と いう 命令 は 、 2 の に ある 数 字 の 行 番号 の 行 の 
命令 を 実行 し ろ 、 3 も な らん > 
し ろ に 数 字 が な か っ だ り 、 を の 数 字 の 行 番号 を 持つ 行 が な けれ ば 、 
エラ ー に な る 。 

こ て は 、 ュ ン ピュ ー タ ー は 1 行 と 2 行 の 間 を ずーっと くり 返し 
て 、 永 遠 に 実行 し 続け る わけ だ (この こと を 無限 環 、 無 限 ル ー プ と 
いう )。 これ を 止め る に は 、STOP キー で ブログ ラム の 実行 を 止め る 
し か な い 。 32 

き て 、 ま だ 「69」 の 表示 は 続い て いる ね 。 こ こ で コン トロ ー ラ ー 
の 十字 ボタ ン を 押し て みよ う 。 押 し て いる 間 だ け 、「1」、! 2」、 
「4」、「8」 の 数 字 が 出 た ね 。 

1 行 の "STICK (9 )」 と いう の は 、 ー テン トー ラー ユ の 拉 池 才 
ン を と っ ちの 方 角 に 押し て いる の か を 知る た だ め の 関数 な ん だ 。 押 し 
て な い 時 は 「9」、 押 し て いる 時 は 、 図 11 の 数 字 が 返っ て くる 。 この 
「STICK」 の カッ コ の 中 の 「9」 を 「1」 に する と 、 コ ント ロー ラ 
ー 2 の 十字 ボタ ン の 押し て いる 方 向 が わか る 
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1 PRINT STRING (の 
と 変え て みる 。 ま だ た 「9」 が 続い て 、 今 度 は 十字 ボタ ン を 押し て も 
数 子 が 変わ ら な い 。 こ の 「STRING」 は 、 コ ント ロー ラー の 他 の ボ 
タン が 押 る れ て いる か を 教え て くれ る 関数 だ 。 押 し て な い 時 は 「0」 
だ 人 末 オ ン を 提 和 を そ み よう 。 8 に な っ た も 。 B ボ タン は 「4」 
だ 。 上 と B を 一 度 に 押す と 12」 だ 。 12 は 8 十 4 て で て 、2 つ 以上 の ポ ボ 
タン が 押さ る れる と 、 それ ぞ れ の 数 値 を 足し た も の に な る 。 図 の 


の 図 12 


本 お 





ょ うに 、 そ れ ぞ れ の ボタ ン の 数 値 は 割り 当て られ て いる ん が だ 。 

も ちろ ん 、 こ の 命令 $ カ ッ コ の 中 を 「1」 に すれ ば 、 コ ント ロー 
ラー 2 に 対す る 命令 に だ る けど 、 コ ント ロー ラー 2 に は 、START 
や 、SELECT ボタ ン は な いか ら 、 返 っ て 〈 る 数 値 は 「9」「8」「4」 
2 の 4 つつ だけ だ 、 

さる て 、 こ れ で 「STICK」 と 「STRING」 は わか っ た 。 1 行 と 2 行 
を 消 を う 。 

1 「RETURN」 キ ー 

2 「RETURN」 キ ー 
で リス ト を と る と 、1 行 2 行 が 消 を えて 、 も と の リス ト が 表示 され た 
ね 。 こ の よう に 、 行 番号 だ け 入 力 し て 内 容 を 書か ず に RETURN キ 
ー を 押す と 、 を その 行 を 消し て し まう こと が で きる の が だ 。 

な て コン キネ ローラ ー の 十字 ボタ メン が 、 右 方 向 に 理 る され て いれ ば 、 
スタ ー シ ッ プ を 右 に 寄せ れ ば よい の だ か 6 AX の 値 を ふやす 。 左 方 
向 な ら へ ら せ ば いい ね 。 

2 の の IF STICK (の = ニ 1 THEN AX ニニ AX 十 1 

21 の HF STICK (の ) ニ 2 THEN AX= ニ AX-1 

と ころ て 、 X 座 標 は 0 ー240 し か 有効 じゃ な いか ら 、 マイ ナス に な 
る と エラ ー に な る 。 こ の まま だ と 、AX が 0 より 少な て な る こと も あ 
る し 、240 よ り 大 きく 《 な る こと も ある 。 
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22 の IF AX< の THEN AX= の 

23 の IF AX>24 の THEN AX=24 の 

これ で 天天 天 だ 。 

ところ で 、 ス ター シッ プ は 、 一 番 下 の ま ん 中 か ら 始 め た いし 、 敵 
の スラ ー キ ラー も $ 一 番 上 の まん 中 か ら 始 め た いね 。 で も 、 こ の プロ 
グラ ム の まま で は 、AX も BX も 0 か ら 始 まる 。 なぜ っ て 、 と どこに も 
AX や BX の 最初 の 値 (初期 値 ) を 決め て いな いか ら だ 。 そこ て で 、 

1 の AX ニ =12 0 : BX ニ 12 の :BY=5 
と し ょ う 。「BY=5」 は 、Y 座 標 の 有効 範囲 が 5 228 だ か ら だ 。 

さて 、「RUN」 し て みよ う 。 あ れ 、 画面 の 上 下 に スタ ー シ ッ プ と ス 
ター キラ ー は 表示 きれ た けど 、「OK」 と 出 て プロ グラ ム が 終了 し ち 
や ゃ っ だ ぞ 。 これ は 、 さっ つき や っ だ 放 ま まま の まう に 、 プ ログ ラム 
を 何 回 も や れ 、 と いう 命令 が な いか ら 、 1 回 通り すぎ る と それ で 終 
わり に な っ た だ ん が だ 。 

7 の の GOTO 2099 
と し て あみ よう 家 料 還 和 まや きま !U 胡 ) は 出 な 《 な っ た 。 さあ 、 っ コ 
ント ロー ラー を 押し て みよ う 。 お ! 動い た 、 動 いた 。 

を それぞれ の キャ ラク ター を 表示 し た あと 、200 行 の コン トロ ー ラ ー 
が 押さ きれ て いる か どう か を 見 に 行く 所 へ 実 行 が 移 き れ て いる 。 図 13 
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見 よう 。 プ ログ ラム の 流れ が よく わか る ね 。 
今度 は 敵 の 動き だ 。 
24 の BY ニニ BY 十 RND (2) : BX 王 BX 十 RND (9) 一 4 
新しい 単語 「RND」 だ 。 こ れ は 、 で た ら め な 数 (乱数 ) を 作る た 
関数 だ 。 ゲ ー ム を や っ て いる 時 、 い つも 敵 が 同じ よう な 動き 
た も 名 。 の だ ーー ン が も あっ そし まろ る そつ ま よら な いい 。 そこで 、 こ 
数 を 使っ て 、 わ ざと で だ ら め な 動き を る せる の が だ 。 
「A= ニ RND (1)」 だ と 、A は いつ も 0 、「A=RND (2)」 だ と 、A は 
かま 、!AーRNDUAUJ て は AM が か 2、 と いう わけ だ 。 た 
を ば 、100 か ら 110 ま で の 11 通 り の 乱数 を 作り た い 時 は 、 
A=RND (11) 十 1 の の 
いう よう じ ギ あぁ わ けが だ . 
だ か ら 、240 行 で は 、BY は 0 か ら 1 か ずつ ふえ 、BY は 一 4 か ら 二 
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は ん い 


4 の 範囲 で 、 ふ ぇ たり へ っ た りす る わけ だ 。 
ここ で また 「RUN」 し て みよ う 。 ス ター キラ ー が よら よ ふら と 下 ま 
で 降り て 行っ て 、 上 に 少し の ぞい た あと エラ ー が 出 て 止ま っ た ね 。 
これ は 、 座標 の 有効 旬 囲 を 越 ん て し まっ た か ら だ 。 そこ で 、 奴 座標 
と Y 座 標 が 有効 移 囲 を 越え を な いよ うに 、 次 の 行 を 入れ る 。 
25 の IF BX>24 の THEN BX=240 
26 の IF BX< の THEN BX ニ の 
27 の IF BX>22 の THEN BY=5 
BY は 、 い つも えて いて だ け だ か ら 、BY が 0 より 小さ きく な る 可 
能 性 は な いか ら 、 そ の 指定 は いら な いね 。 270 行 は 、 ス ター キラ ー が 
一 番 下 まで きだ ら 6 (Y>220 に な っ た だ たら)、 一 番 上 に 持っ て い 〈、 と 
い う 意味 だ 。 上 「 
さて 「RUN」 と し て みよ う 。 見 事 、 ス ター キラ ー は ふら よら と 降 
り て き て 、 ス ター シッ プ は コン トロ ー ラ ー で 自由 に 左右 に 動か せる 





ね 。 
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さて 、 い よい ょ 攻撃 ルー チン だ (ルー チン と は 、 コ ンピュータ ー 
用 語 で 、 プ ログ ラム の 中 の ある ん 仕事 を する まとまり の こと )。 ま ず 
STOP キー ー で プロ グラ ム を 止め よう 。 

君 が レ ー ザ ー を 発射 で きる の は 、 コ ユン トロ ー ラ ー の A ボ タン を 提 
し た 時 に し ょ う 。 で も 、 を の 時 レー ザー が すでに 発射 され て いる 時 
は 、 発 射 で き な い こと に する 。 


35 の IF FA= の AND STRING (の = ニ 8 THEN FA=1 

CX=AX 十 4 : CY= ニ 212 

し えり を 及 ス 二 本 と し た の は 、 レ ビー ザー が 、 ス ター シッ デ ゲ の まん 中 
か ら 出 る よう に する た め だ 。 ス ター シッ プ が 横 16 ド ッ ト で 、 レ ー ザ 
ー が 8 ドッ ト だ か ら 、 ス ター シッ プ の 左 は じ か ら 4 ドッ トレ ー ザ ー 
を ずら 6 すこ と で 、 ち ょ うど まん 中 に な る わけ だ 。「CY」 を 212 に し た 
の も 、 や は り 、 ス ター シッ プ と レー ザー が 重 な ら な いよ うに 8 ドッ 
ト 分 引い だ の だ 。 

さて 、 ス ター キラ ー 側 の レー ザー は ど ぅ し ょ う 。 当 然 スタ ー キラ 
ー 側 の レー ザー が 出 て な い (FB= 9) 時 に 1 ノ 6 の 確率 で 発射 で き 
る よう に し まう 

36 の IF FB= の AND RND (6)= ニ の THEN FB=1 : DX= 

_BX 十 4 : DY= ニ BY 十 16 

「DX※」 は 前 と 同じ 。「DY」 は スタ ー キ ラー が 、 タ テ 16 ド ッ ト だ か 
ら 、 ス ター キラ ー の Y 座 標 に 16 ド ッ ト 足 すわ けが だ 。 

さて 、 こ の 両方 を 動か る な く て は な ら な い 。 

3 の の IF FA=1 THEN CY=CYー4 

31 の IF FB=1 THEN DY=DY 十 4 

レー ザー は 、 1 回 に 4 ドッ ト 動 か す 。 味 方 の レー ザー は 上 は に 動 
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わけ だ か ら 、Y 座 標 (CY) を - 4、 敵 の レー ザー は 下 に 動く か 6 
Y 座 標 (DY) は 4 だ 。 も ちろ ん 、 フ ラグ (FA と FB) が 「69」 
だ っ た ら 動 か し て は いけ な いか ら 、IF 文 で や ら な く て は だ め だ 。 
さて 、 ま た 制限 範囲 の ぼう か を 調べ て 、 同 時 に 上 か 下 へ 行き ぬけ 
た ら 、 そ の レー ザー を 消 き な けれ ば な ら な い 。 
32 の IF FA=1 AND CY<5 THEN FA= の : SPRITE 1 
33 の IF FB=ー1 AND DY>22 の THEN FB ニ = の : SPRITE 
3 

「Y」 は 少な く て な る だ け だ か ら 、「CY>229」 は 調べ で なく て も よい 。 
「CY<5」 に な れ ば 、 レ ー ザ ー が 出 て いる か どう か の ヘラ グ (FA) 
を 「 9」 に し て 、 同 時 に レー ザー を 消す (SPRITE 1) 。 敵 の レー ザ 
ー も 、 ま っ た く 同 じ 処 理 だ 。 

。 この 300 行 か ら 330 行 を 、 さ っ き の 350・360 行 の 手前 に 置い た の は 、 
発射 し た 直後 に ここ を 通る と 、 レ ー ザ ー が 1 回 分 だ まっ て 通り すぎ 
て も まう か な からだ 。 

き て 今度 は 、 そ れ ぞ れ の レー ザー が 相手 に 当たっ た か どう か の 判 
定 だ 。 話 を 簡単 に する た め 、 レ ー ザ ー が 当たっ た か の 判定 は 、 レ ー 
ザー の 先頭 の 部 分 が 相手 の キャ ラク ター の 中 へ 入っ た か どう か で て 調 
べ よ う 。 レ ー ザ ー の 先頭 は 、 味 方 の を CX 3 、CY 2 と し て 、 敵 
の 部 分 は DX 二 3 、DY+ 5 と し ょ う 。 Y 座 標 の 数 値 が 違う の は 、CY 
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は 上 向き 、DY は 下向き で 、 そ れん に レー ザー の 先頭 は 、 そ の キャ ラク 
ター の 書か れ て いる 一 番 上 の 部 分 より 少し 内 側 ど だ から だ 。 
4 の の IF FA ニ 1 AND CX+3>BX AND CX 十 3<BX 十 
15 AND CY 十 2>BY AND CY+2<BY 十 15 THEN 19 
0 の 
419 IF FB ニ 1 AND DX+3>AX AND DX 二 3 く AX 
15 AND DY+5>22 の AND DY 二 5<235 THEN 159 の 
の 
400 行 、410 行 で 、 を れ ぞ れ 当 た っ て いた と 判定 され た 場合 は 、 敵 
を や っ つけ た の な ら 61000 行 へ 、 や られ た だ なら 1500 行 へ 飛べ 、 と いう 5 
わけ だ 。 ) 
IF - THEN」 の 、「THEN」 の う し ろ は 命令 だ っ た は す だ け 
ど 、 数 字 が ある 場合 に は その 行 へ 飛べ 、 と いう 意味 に が な る 。 これ は 、 
IF -- THEN GOTO 1099 5 
ょ いう の が 、 い つの 間 に か 「GOTO」 が 省略 きれ る よう に な っ た も 
の だ 。 2 
き て 、 フ ァ ミ コン の キャ ラク ター に は 、 爆 発 の 絵 も あっ た ね 。 
7 の DEF SPRITE 4, (の , 1 の, の, の ) ニ CHRS (18 の 十 CHRS$ 
(180 二 CHRS (182)+CHRS (183) 
を 追加 し ょ う 。 
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を し て 、1000 行 と 1500 行 で は 、 を それぞれ の レー ザー の 絵 と ンプ ラク 
を 消し て 、 や られ た 船 を 消し て 、 か わり に 爆発 の キャ ラク ター を 書 


け ば よい 。 
1 の の の FA= の :SPRITE 1:SPRITE 2 
1 の 1 の SPRITE 24, BX, BY 
11 の の GOTO 20999 
15 の の FB= の :SPRITE 2 :SPRITE の 
151 の SPRITE 4,AX, 220 の 
2 2 の の の END 3 
END 「END」 は 、 こ れ で プロ グラ ム は 終わ 0、 ほ い う 命 令 。 この 場 谷 は 、 
付け な く て も いい けど 、 あ と で 、「 サ ブル ー チ ン 」 と い 5 手法 を 使う 
ょ うに な る と 、 リスト の 途中 て プロ グラ ム を 終わ ら せ る こと も ある 


の で 、 使 う 習慣 を つけ た 方 が いい よ 。 」 
さあ 、 これ で 「RUN」 し て みよ う 。 入力 ミス き ぇ な けれ ば 、 これ 


て 立派 に 動く は ず だ !! 
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ゲー ム は 完成 だ / 








ce の が ム の 感想 は どう か な 。 何だ か 物足りな い ? 原 
因 は 、 と っ ちか の 船 が 1 回 や られ る と それ て 終わ っ て し まう か も だ 


それ じゃ あ 、 


9 の 


も う 少 し 手 を 加え て みよ う 。 光 の 行 を 加え て くだ さい 。 
SC= テ の : SH=3 


1 の 2 の SC=SC+10 の 
152 の SH=SH-1 
そし て 、2000 行 以下 を 次 の よ う に 変え よ う 。 


2 の の の 
2 の 1 の 
2 の 2 の 
21 の の 
2119 の 
212 の 


22 の の 
3 の 9 の の 
31 の の 


LOCATE 1 の .5:PRINT “SCORE =":SC 
IF SH= の THEN 30 の 0 の 

LOCATE 1 の .8:PRINT “ノコ リ = ニ ":SH 
BEEP 

FOR | 三 の TO 15 の の : NEXT 

BEEP : SPRITE 4 

CLS : GOTO 10 の の 


LOCATE 10 の , 8 : PRINT “GAME OVER!” 
END 「 


まだ 、199 行 は 、 
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LOCATE 








1 の の AX ニニ 12 0 : BX ニ 12 の : BYー5 : FAー の : FB= テ の 

と 直 を う 。 
新しい 和 命 令 が 5 つ 、 新 し い 記 号 が 1 つ 出 て きだ 。'LOCATE」 と い 

ラ の は 、 | ーー の 場所 を 定め る 」 と いう 意味 の 英語 だ 。 今 まで ダイ レ 
クト モー ド で 、 

PRINT “ABC" 6 の 
な ど は 命令 る と 、 そ の すぐ 下 に 「ABC」 と 表示 され た ね 。 実 は 、 
ュ ン ピュ ー タ ー は 、 次 に どこ に 文字 を 表示 すれ ば よい か を いつ も 覚 
えて いて 、「PRINT」 文 は 、 そ こ に 文字 を 書け 、 と いう 命令 だ っ た 
ん だ 。 と ころ が 「LOCATE」 と いう 命令 を 使う と 、 次 に どこ の 位置 
か ら 書 き 始 め る か を 、 君 が 決め る 命令 な の だ 。 だ た と えば 、 

LOCATE の , 4 : PRINT “ABC" 
書く と 、XX 座 標 =0, Y 座 標 三 4 の 場所 に 「A」 を 書け と いう 意 


味 だ 。 も ちろ ん 「BC」 は 「A」 の すぐ うし ろ に 書か れ て いる ね 。 だ 


か ら 、 「LOCATE」 の あと の 2 つの 数 字 は 、 そ を それぞれ XX 座 標 と Y 座 標 
を 表わし て 、 X は 027、Y は 0 23 の 間 じ ゃ な いと エラ ー に な る 。 
PRINT “A” : PRINT “B” 
PRINT “A”::PRINT “B” 
この クン つ を た だ た 衝 も 名 本 まう 。 上 の 命令 で は 、2 行 に わた だ っ て 、 
「Aj」、「B」 と 表示 る れ だ の に 、 下 の 命令 で は 、「AB」 と 1 行 に 弥 
本 の 二 絆 1 と し て トー 」 に あ た る 文字 
、 数 値 、 変数 の あと に 何 も な い 時 は 、 こ の 行 に は ここ まで し か 書 
2 ら 、 次 の PRINT 文 が 出 て きた だ ら 、 下 の 行 に 送れ (改行 = 
行 を 改 た め る )、 と いう 意味 に な る ん だ 。 
と ころ が 。 う し みろ に (とこ (も ミコ ロン ) が ある と 、 行 を か えな い 
て で て 、 綻 け て 書い て 、 と いう 意味 に な る 。 
「BEEP」。 この 命令 が ある と 、 コ ンピュータ ー が 「 ビ ーッ 」 と いう 
短い ブザー 音 を 出す 。 
残り の 3 つ 、「FOR」 と 「TO」 と 「NEXT」。 こ れ は 、 本 当 は も 2 
一 つ 「STEP」 と いう 命令 を ふく め て 4 個 1 組 の 命令 な ん だ 。 


FOR |= ニ の TO 50 の :NEXT 
これ は 
FOR !=0 TO 599 STEP 1 : NEXT 
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と いう 文型 の 省略 (STEP 1 を 省略 ) し た も の だ 。「 IT」 と いう 変 
数 に 、 ま ず 9 と いう 値 を 入れ て 、 を その あと 、1 の 値 を 1 ずつ 増し て 
いっ て 、I が 500 に な る まで それ を く 〈 り 返 す 。 と いう の が 上 の 例 の 意 
味 だ 。 

増し て い ( 値 (増分 値 ) が 2 づつ の 時 は 、「STEP 2」 の よう に 書 
く 。 普 通 こ こ が 1 の 時 は 、 ご の プロ グラ ム の ょ うに 「STEP 1 を 省 
略す る こと が で きる ん だ 。 

この プロ グラ ム で は 、 1I を 0 か ら 1500 ま で 数 を て いる 間 、 ユ ン ピ 
ュー ター は 他 の 仕事 が で できない か ら 、 時 間 待 ちと し て 使っ て いる け 
れ ど 、 こ の 「EFOR 一 - NEXT」 文 は 、 プ ログ ラム の 中 で も 、 重 要 な 
命令 な ん だ 。 た 

ダイ レク ト で で きる 簡単 な 例 で 、 

A= の : FOR |!=1 TO 1 の の 9:A=A 十 | :NEXT:PRINT A 

これ は 1 か ら 100 ま で の 数 を 全部 足し て 、 そ の 答え を 出せ 、 と いう 5 
命令 が こん な 簡単 に で きる 。 

A= の : AA 十 1 : AA 十 2 : A 三 A 十 3 : 一 - : A 三 A 十 99 : A ニ 
A 十 1 の : PRINT A 
と 同じ 意味 だ 。 ど っ ちがい いか な 。 な ぜ を そう な る か は 、 ス テッ プ 編 
2 も も まし よう 。 

変数 「SC」 は 得点 で 、「SH」 は 船 の 数 だ ど と いう こと は すぐ で わか る 
ね 。90 行 100 は 両方 と も 初期 値 だ けど 、90 行 は ゲー ム 全 体 の 初 其 
値 、100 行 は 1 回戦 の 分 の 初期 値 と 分 け て いる (初期 値 し は 、 読 ん で 字 
の ご と く 〈、 一 番 初 め に 決め て お く 〈 く 数値) 。 

最終 リス ト は 次 の ペー ジ の 通 っ 

っ デ わずか 14 個 の 命令 だ け で 、 こ ん な ゲー ム が 簡単 に で 
き た 。 い ろ ん な 所 の 数 値 を 少し 変え る だ け で 、 こ の ゲー ム は いて 6 
で も 改造 で きる 。 
さあ 、 こ れ に 続く 「 ス テッ プ 編 」 で は 、 も っ ょ 命令 を 覚え て 、 迷 
路 ゲ ー ム に 挑戦 だ 。 
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+ り し 


し ら 


2 の SPRITE DN 
さ の DEF SGPRITE の 。( の 。1 。 の 。 の 。 の ) =CHR 和 も (172) +CHR ま (1 フミ ) +CHR ま を 
( 174) +CHR ま ( 175) 
4 の DEF SPRITE 1 。( の 。 の 。。 の の 。 の ) =PHR ま (212) 
5 の DEF SPRITE 2。( ウ 。1 。 の , の 。1 ) =CHR$(162) +CHR 和 (16 さ ) +CHR 
(16 の ) +CHR* (161 ) 
6 の DEF SPRITE さ 。( の 。 の 。 の 。 の 。 の ) =CHR 和 を (212) 
7 の DEF SPRITE 4。( の 。1 。 の 。 の 。 の ) =CHR$ も (1 ヨロ ) +CHR ま も (1881) +CHR$ 
( 182) +CHR*(1 昌 ) 
9 の SC= の : SH= さ 
、 1 の の AX=12 の 』 BX=12 の 』 BY=5 


< の の 
ン 1 の 
の 


4 の の 


ュ ょ に 
ょ トト 
ュ ト 
ュ ト に 


STICK( ウ )=1 THEN AX=QX+1 
STTICK( の )=2 THEN AX=AX-1 
Q ロ X く の THEN AX= ロ の 

ロメ ッ > ン 4 の THEN AX=240 


ロジ し BX=BX+RND (9) -4 


B メ >24 の の THEN BX=24 の 

BX く の THEN BX= ロ の 

BY>22 の THEN BY=5 

Fa=1 THEN CY=CY-4 

FB=1 THEN DY=DY+4 

F 全 =1 人 aND CY く 5 THEN FA= の の:SPRITE 1 

FB=1 人 AND DY>22 の THEN FE= の :SPRITE さ 

F ロ = の AND STRIG( の ) =B THEN FA=1 』 CX=QAX+4』CY=212 
FEB= の AND RND(6)=1 THEN FB=1 』 DX=BX+4』DY=BY+16 
Fa=1 AND CX+ さ >BX AND し じ X+ さ く BX+155 AND CY+2>BY Aa 


ND じ Y+2 く BY+155 THEN 1 の の 


41 の 


IF 


FB=1 AND DX+ さ >AX 人 QND DX+ さ < く AX+15 AND DY+5>22 の 


DY+5 く 235 THEN 15 の の 


4 に 


9 SPRITE の 。AQX 。22 の 
TF Fa=1 THEN ら に RE 1 CX、 し に Y 
2 SPRITE 2.BX。BY 


FEB=1 THEN らら FRITE 3、DXJDY 


) GUTO 2 の 


Fn=:SPRITE 1:BPRITE 2 
SPRITE 4。BX。EY 
SC=GC+1 の 
BOT 2 の の 
FB= の 』 SPRITE さ 』GPRITE 
SPRITE 4。AX 。22 の 
SH=GH- 1 
LOCATE 1 の ,5:PRINT "SCHRE ="』SC 
IF SH= の THEN さ の 9 の 
LUCATE 1 の 。BzPRINT "ノコ リ ="』BH 
BEEF 
FUR 1= の TO 15 の の :』NEXT 
BEEP:GPRITE 4 
CLS』 BDTD 1 の 
LOCATE 1 の 。B:PRINT "BAME OVER !" 
END 
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